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巻頭言

手作りの教育開拓を目指して

ここ20年来、大学教育の在り方や教育改革については、一般論から個別論まで、また、

専門的な立場からと素人的な興味から多様な心配、意見や提案さらには政府諮問機関から

の答申が頻繁に出され、百家争鳴、収拾困難な状況を作り出していると感じています。

とは言え、これらの心配や提言に通底している基本的な視点や認識は、大学教育に関する

パラダイムを大転換せよとの告発として受け止められます。教育（ティーチング）の質の

向上から学習（ラーニング）の質の向上への転換であり、学生が主体的で自律的な行動主

として成長し発達することを支援し援助するための教育体制を開発し整備することであり

ます。ここではあくまでも学生個々人が、個性的に成長し発達し成熟することを目指した

教育活動を基本にし、その結果として集団が成長し発展することに結び付けることが求め

られています。平均値の向上だけではなく、落ちこぼれを許すことなくすべての構成員の

向上に視点を置く教育活動評価の重視と言えます。

多様な個性を持つ個人の成長・発達を丁寧に促すためには、従来型の画一的な効率重視

の教育論では対応できず、多様で弾力的な現場対応の教育技の開拓が求められています。

その教育実践は、美しい理論で武装されたもの以上、実践によって確かめられた経験知や

暗黙知に支えられたもので、一般性や汎用性を担保するものでなくてもよいでしょう。

この教育実践研究には現場の具体的な問題や課題に注目し、問題・課題として設定し、

個別事象についての調査分析し、より妥当な解を求めると言う事例研究から始めなければ

ならないでしょう。この地道な現場検証を疎かにすると、その研究結果は所期の研究目的

に応えることにならず、研究心は満足されないでしょう。かつて、農学の分野では、｢農学

栄えて、農業滅ぶ｣と揶揄されていました。｢教育学栄えて、教育業滅ぶ｣は避けなければ

なりません。

このような観点から今回の中部大学教育研究第14号は、個別科目の授業改善を図る目的

を持っての調査研究の成果を掲載しました。一般的な学説の提案に至る過程として、現場

の具体的な現象を研究の対象に持ち上げ、そこから現場が必要としている問題・課題の

解決の一助にしようと言う立場です。現場立脚型の研究の断章として参考に供します。

本号の企画、編集を担当された坪井和男中部大学学監・大学教育研究センター長はじめ

関係者の皆様に対して感謝いたします。

2014年12月

学 長 山 下 興 亜
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1 研究背景

我が国の医療を取り巻く社会環境の変化に伴い看護

師には多様な役割が求められており、看護基礎教育

（学部教育）においても、看護実践能力の習得に向け

た教育の強化の必要性が指摘されている１）。これまで

は、臨床実習において既習知識と技術を統合させると

いう経験学習によって看護実践能力の育成が図られて

きたが、近年、患者の権利や安全の観点から免許を有

しない学生が患者に触れる機会（現場での体験）が制

限され、臨床実習で実践能力を育成することが難しく

なりつつある。そのため、卒業後の臨床現場で期待さ

れる実践力と基礎教育で習得した実践力に大きな乖離

があると問題視されている１）。このような状況から、

臨床実習を補完する新たな教育方法として、シミュレー

ション教育が注目されつつある。

シミュレーション教育には、ペーパーペイシェント

（紙上事例）を用いたケーススタディといった忠実性・

再現性の低いものから、人体の一部模型や全身模型を

用いた手技の習得を目的としたタスク・トレーニング、

コンピュータに連動した人体模型を用いて病室等実際

の臨床状況をできるだけ忠実に再現した中で行われる、

忠実性・再現性の高いシミュレーション（フルスキル

シミュレーション）などがある。前述したように、シ

ミュレーション教育を促進していくことは、患者の安

全性を脅かすことなく臨床実践能力を高めることがで

きるため、教育カリキュラムの中に積極的に取り入れ

ていくべきであると指摘されている２）３）４）。中村５）は、

フルスキルシミュレーションを通じて、「自分ができ

ないこと、知らないことに気づき、学習の必要性を感

じ取ることができた」あるいは「自分のスキルに自信

をもつことができた」など、学生のモチベーションが

高められたと述べているが、フルスキルシミュレーショ

ンの効果については研究によって十分に検証されてい

るとはいえない。

本学科の小児看護学臨地実習では、実習施設の特徴

から肺炎や気管支喘息といった呼吸器疾患や感染性胃

腸炎などの急性疾患で入院する子どもを受け持つ機会

が多い。小児看護の特徴として、病気の進行が速いこ

と、認知言語が発達途上であることから子どもの発す

る異常のサイン（徴候）を的確にとらえる観察力が求

められる。しかし、西田らは小児看護学実習における

学生の困難感として、「小児看護学実習へのイメージ

のギャップ」「子どもとの体験の少なさへの戸惑い」

「関係作りへの不安」などを挙げている６）。筆者らも

実習指導において実際の患児を前にした学生からは、

「子どもにどうやって声をかけていいかわからない」

「大人と違って子どものバイタルサインの測定は難し

い」「咳で苦しそうだけれど、何をしてあげればいい

かわからない」といった訴えを多く聞く。これまで成

人を対象に実習をしてきた学生にとって、成人ではで

きていた知識の統合・応用が、対象が小児となったこ

とでより複雑になるため、学生にとってはストレスの

高い実習であるといえる。これまでも、本学の小児看

護学臨地実習では、学生の臨地実習に向けたレディネ

スを高めることを目的として、小児モデル人形を用い

た検温場面の再現を行っており、学生からは「実習前

に子どもへの関わり方や、子どもへの検温の工夫など

をイメージでき、安心につながった」と概ね評価を得

ているが、小児モデル人形を前にしてのコミュニケー

ションの難しさ（相手からの反応がないこと）や、マ

ネキンでの検温ではバイタルサインや呼吸音、腸蠕動

音といった生体反応を再現できないことから、「実際

の患児でも観察できるのか心配」といった評価も聞か

れていた。今回、導入したシミュレーション教育では、

状況や年齢に合わせた、コミュニケーションやフィジ

カルアセスメント方法について、小児患者シミュレー

タ“Sim junior�”を通じ、そのやり取りの中で具体

的に考案すること、学生グループで協力し、試行錯誤

しながら答えを導き出すことが要求される。このよう

に、学習者主体の教育を主眼とした小児看護学臨地実

習前学内実習（以下、学内実習とする）でのシミュレー

ション教育の導入は、小児看護学臨地実習に向かうに

あたっての知識のみでなく、学生グループの試行錯誤

の過程を通じて、「やっていけそうだ」という自信

（自己効力感）を促進することをねらいとする新たな

教育方法である。学生の視点にたった教育効果の評価

を行うことで、よりよい教育改善につなげていきたい

と考えた。
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2 目的

本研究の目的は、小児看護学臨地実習を履修する３

～４年生を対象として臨地実習前に学習者主体のシミュ

レーション教育を導入し、その効果を １）学内実習

目標達成の自己評価（シミュレーション教育における

形成的評価）および、２）小児看護学臨地実習に対す

る課題特異的な自己効力感の変化の２つの側面におい

て検討することである。これらの評価に基づいて、シ

ミュレーション教育の効果や問題点を検討し、学生の

ニーズに即したシミュレーションプログラムを作成す

ることを目標とした。

3 研究方法

3.1 対象

本学科の３～４年生で、平成25年度秋学期から平成

26年度春学期に小児看護学臨地実習を履修する学生を

対象とした。

3.2 調査期間

調査期間は平成25年11月～平成26年７月とした。

3.3 シミュレーション教育の概要

小児看護学臨地実習は３週間にわたり、１週目に２

日間の保育園実習を行い、その後本シミュレーション

演習を含む学内実習を２日間実施、翌週から２週間、

病院での臨地実習を展開する。シミュレーション教育

には、小児患者シミュレータ“Sim junior�”を使用

し、臨地実習に臨んでいる看護学生という状況設定の

もとで、「気管支喘息発作で入院した幼児のフィジカ

ルアセスメントを安全安楽に留意して実施することが

できる」ことを学習者主体として学習することをねら

いとし、５つの大目標を設定した。

3.4 調査内容とデータ分析方法

1）学内実習目標達成の自己評価

学内実習終了後（学内実習２日目）に、各学生に学

内実習目標１～５の小目標ごとの到達状況（計18項目）

について、「１．できなかった」「２．あまりできなかっ

た」「３．ややできた」「４．できた」の４段階リッカー

トスケールでの回答を求めた。分析は、４・３の回答

を高く自己評価した学生、２・１を低く自己評価した

学生とし、それぞれが全体に占める割合（度数分布）

を算出した。

2）小児看護学臨地実習自己効力感

本学の小児看護学臨地実習自己効力感（以下、自己

効力感とする）を測定するものとして、自作の質問紙

を用いた。質問紙は、園田ら７）の臨地実習前演習（本

研究でいう学内実習を指す）の自己効力感尺度（対象

理解、他者との関係性の構築、基礎知識の理解の必要

性、看護過程の理解の４因子）と、眞鍋ら８）の臨地実

習自己効力感尺度（対象の理解・援助効力感、友人と

の関係性持続効力感、指導者との関係性持続効力感の

３因子）を参考に作成し、因子Ａ.基礎知識の理解

（２項目）、因子Ｂ.コミュニケーション技術（２項目）、

因子Ｃ.対象の理解と援助（９項目）、因子Ｄ.友人と

の関係性の維持（３項目）、因子Ｅ.学習者間の関係性

の構築（２項目）、因子Ｆ.学習者‐教員間の関係性の

構築（４項目）、因子Ｇ.学習意欲（１項目）ならびに

「臨地実習で何とかやれそうだ」という総評１項目の

計24項目で構成した。各項目に対して、「１．できな

いと思う」「２．あまりできないと思う」「３．ややで

きると思う」「４．できると思う」の４段階リッカー

トスケールで測定した。得点が高いほど自己効力感が

高いことを示している。

臨地実習に向けたレディネスとは、講義による知識

と演習による小児看護技術の統合のみならず、実習に

対する心理的適応も指し、臨地実習に対する心理的適

応を促すには、「自分にはこれだけのことができる。」

という主観的な判断を高めていくことが重要であると

いえる。つまり、学生の臨地実習に対する自己効力感

の向上が重要である。自己効力感とは、「自分が行為

の主体であると確信していること、自分の行為につい

て自分がきちんと統制しているという信念、自分が外

部からの要請にきちんと対応しているという確信」で

あり９）、つまり、行為に対して「自分はできる、やれ

ている」といった感情を表している。臨地実習におけ

る自己効力感（臨地実習でもやっていけそうだという

感覚）は、承認・所属・安全といった前向きな情緒の

安定という学習環境のもとで促進され、自己効力感は

主体的な学習（自己実現）に向かうとされている10）。

自己効力感には二つの水準があり、一つは、課題や場

面に特異的に行動に影響を及ぼす自己効力感で、もう

一つは、具体的な個々の課題や状況に依存せずに、よ

り長期的に、より一般化した日常場面における行動に

影響する自己効力感である11）。本研究では、小児看護

学臨地実習に臨む学生という特定の課題における自己

効力感を評価することを目的としている。

分析は、自己効力感尺度の総得点および因子ごとの

合計得点の平均値について、学内実習前と学内実習後

での比較分析（対応するｔ検定）を行った。また、学

内実習前の総得点より標準偏差を基準として高得点群

と低得点群に分け、学内実習後の得点に変化があるか

を、それぞれ比較分析（対応するｔ検定）を行った。

さらに高得点群と低得点群の２群間について、学内実

習後の得点における比較分析（独立したｔ検定）を行っ
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た。分析ソフトはIBM SPSSStatistics21を用いた。

3）シミュレーション教育に関する自由記述

臨地実習終了後に、①シミュレーションで役に立っ

たことは何か、②役に立たなかったことは何か、③よ

りよい学習経験とするために、どのように変更していっ

たらよいと思うか、に関して自由記載を求めた。自由

記述の内容は、質的帰納的に分析・類型化した。

3.5 データ収集方法

実習グループ単位での実習直前オリエンテーション

時に、学生へのリクルート、３回分の調査表の配布を

行った。調査表への記入時期は、１回目は実習直前オ

リエンテーション時、２回目は学内実習終了時（２日

目）、３回目は小児看護学臨地実習終了の翌月曜日の

記録提出時にそれぞれ記入し、設置の回収ボックスへ

の投函を依頼した（教員による回収は行わない）。

4 倫理面への配慮

本研究は中部大学倫理審査委員会の承認を得て行っ

た（承認番号250030）。対象への倫理的配慮として

１）研究の趣旨、２）参加は自由意思であり不参加に

おいても実習や成績に何ら影響のないこと、３）参加

者より得られたデータによっても実習や成績に何ら影

響のないこと、４）調査は無記名での回答であり参加

の有無が実習担当教員に伝わることがないこと、５）

調査表は密封した状態で強制的にならないように回収

し、自由記述の内容は外部機関にてデジタル化した後

に分析することで、筆跡による個人特定をしないこと、

６）得られたデータの管理方法、７）調査結果は学術

集会等で発表することについて文書と口頭にて説明し

た。研究への同意は、調査表の回収ならびに、参加・

不参加に関する確認項目を調査表内に設けることで最

終的に確認した。

5 結果

期間内に小児看護学臨地実習を履修した96名に依頼

し、同意を得られた95名（回収率99％）のうち、すべ

ての項目に回答しているもの86名（有効回答率91％）

を分析対象とした。

5.1 学内実習目標達成の自己評価

学内実習目標達成の自己評価を表１に示す。18項目

のうち、「４．できた」「３．ややできた」の項目を選

択し、その割合が90％を超えた項目は11項目であった。

内訳は、「問２．喘息発作や入院による身体的、精神

的苦痛を述べることができる（95.3％）」「問３．４歳

児の一般的な認知発達の特徴から、患児のコミュニケー

ション能力と理解力を述べることができる（95.3％）」

「問４．基本的な幼児のバイタルサイン測定方法を述

べることができる（100％）」「問５．小児病棟で起こ

りやすい事故の特徴を述べることができる（91.8％）」

「問７．必要な安全・安楽への配慮を述べることがで

きる（94.2％）」「問９．患児の成長発達に合わせた測

定用具の選択・準備することができる（94.2％）」「問

10．患児の認知発達・病態に合わせた声掛けをし、フィ

ジカルアセスメント時に協力を得ることができる

（95.4％）」「問11．患児の様子を観察し、バイタルサ

イン測定が可能かどうかを判断することができる

（91.9％）」「問12．バイタルサインズ（BT,HR,RR,

BP,SpO2）を測定することができる（97.7％）」「問

13．病態に関連した症状を観察することができる

（96.5％）」「問15．患児の病態、成長発達の特徴、入

院環境を統合して、安全面への配慮ができる（95.3％）」

であった。

「４．できた」「３．ややできた」と回答した割合

が90％未満で、「２．あまりできなかった」の項目を

選択し、その割合が10％を超えた項目は７項目であり、

内訳は「問１．喘息の病態生理、治療（作用と副作用）

を述べることができる（10.5％）」「問６．必要な観察

項目と観察項目の優先順位を述べることができる

（14.0％）」「問８．必要な観察項目の測定方法、順序

を述べることができる（10.5％）」「問14．治療が指示

どおり、安全に行われているか、確認することができ

る。（10.5％）」「問16．患児の病態、成長発達の特徴、

入院環境を統合して、安楽面の配慮ができる（12.8％）」

「問17．入院時のデータと観察したデータから、患児

の現在の状態をアセスメントすることができる

（11.6％）」「問18．観察したデータをアセスメントを

踏まえて説明することができる（20.9％）」であった。

「１．できなかった」と回答した者は０名であった。

5.2 学内実習前後の自己効力感

1）学内実習前後での自己効力感尺度の平均値の比較

分析

86名の学内実習前後での自己効力感尺度の平均得点

を表２に示す。

自己効力感尺度の総得点の平均値は学内実習前

70.72±11.39、学内実習後78.88±8.69であり、有意に

学内実習後の方が高かった（p＜0.01）。

また、７つの因子および総評ごとの平均値において

も、学内実習後の得点が有意に高かった（p＜0.01）。

2）低得点群と高得点群における学内実習前後の自己

効力感尺度の平均値の比較分析

学内実習前の自己効力感尺度の総得点より標準偏差
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表１ 学内実習目標達成の自己評価（Ｎ＝86）



を基準として、高得点群（16名）と低得点群（12名）

の２群に分けた。それぞれの群における学内実習前後

での平均得点を比較した結果を表３に示す。

高得点群の16名では、自己効力感尺度の総得点の平

均値は、学内実習前86.44±2.58から学内実習後81.75

±7.07と低下を示したが、有意差はみられなかった。

各因子と総評においても、すべて学内実習後で平均得

点の低下がみられたが、有意差を示したのは、「因子

Ｃ．対象の理解と援助」のみであり、27.25±1.77か

ら25.06±3.04に低下した（p＜0.01）。

低得点群の12名では、自己効力感尺度の総得点の平

均値は、学内実習前52.08±5.93から学内実習後72.00

±8.99と有意に上昇した（p＜0.01）。各因子と総評に

おいても、すべて学内実習後で平均得点の上昇がみら

れ、「因子Ａ.基礎知識の理解」は5.08±1.58から8.17

±1.12、「因子Ｂ．コミュニケーション技術」は3.67

±1.16から6.00±0.43、「因子Ｃ．対象の理解と援助」

は12.58±3.15から20.42±3.42、「因子Ｆ．学習者－教

員間の関係性の構築」は10.83±1.47から13.75±2.30

と、４因子については有意に学内実習後の平均得点が

上昇した（p＜0.01）。

学内実習前の自己効力感尺度の総得点、各因子およ

び総評を低得点群、高得点群で比較した結果を表４に

示す。総得点と各因子総評のすべてにおいて高得点群

が有意に平均得点が高かった（p＜0.01）。一方、学内

実習前後での平均得点においては、高得点群は学内実

習後に低下し、低得点群は学内実習後に上昇したもの

の、学内実習後の２群間での平均得点の比較において

は、高得点群の方が平均得点が高く（つまり、自己効

力感が高く）、総得点と「因子Ｃ．対象の理解と援助」

および「総評」の項目においては、有意差がみられた

（p＜0.01）。

5.3 シミュレーション教育に関する自由記述

シミュレーション教育に関する自由記述については

79名から回収が得られた（回収率83％）。このうち、

本稿では高得点群の16名のうち、総合得点が学内実習

後に自己効力感の低下を示した11名の自由記述内容を

まとめた（表５）。

役に立ったこととしては、９名が「子どもとのコミュ

ニケーション」、４名が「バイタルサインズの測定順

序・方法」、３名が「安全対策」「グループダイナミク

ス」、２名が「観察項目の抽出」、１名が「子どもの状

態のアセスメント」「子どもの気持ちの理解」と答え

ていた。一方で、役に立たなかったこととして、３名

が「バイタルサイン測定に非協力的な場合の対応」、

２名が「動く子どもへの対応」と答えていた。
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表２ 自己効力感尺度得点の学内実習前後での変化（Ｎ＝86）

*
p 0.01

NS:
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表４ 低得点群と高得点群の学内実習前後の自己効力感の比較

*
p 0.01

NS:

表３ 低得点群と高得点群それぞれの自己効力感の学内実習前後での変化（Ｎ＝86）

*
p 0.01

NS:



6 考察

6.1 学内実習目標達成の自己評価という観点

からみたシミュレーション教育の効果

学内実習目標達成の自己評価（形成的評価）では、

多くの項目において高い自己評価が示された。つまり、

大目標で結果を捉えた場合に、多くの目標が２日間の

学内実習で目標達成できたといえる。このシミュレー

ション教育では、それぞれの目標達成に向けたプロセ

スを学生は主体的に踏んでおり、その中で多くの大目

標が達成できたことは大きな効果であったと考える。

しかし、「患児の状態をアセスメントすることができ

る」という目標は、他の大目標と比べて自己評価が低

く、10％を超える学生が低い自己評価をしている。こ

の目標は、バイタルサイン測定で得られる多くの情報

を基準値に照らし合わせて判断、変化を捉えるという

高度なレベルの達成目標である。学生はバイタルサイ

ン測定で得た情報をつなぎ合わせていくことに通常多

くの時間を要する。その点を加味し、要点の教授、学

習のヒントを示し、事後の振り返りをさせることで目

標の達成に向かうと考える。

小目標ごとにみると、「問４．基本的な幼児のバイ

タルサイン測定方法を述べることができる」は全学生

が高く評価していた。これは、自己学習やグループワー

クといったブリーフィングによって実施されており、

学生個人や学生同士の主体性が活かされた目標達成で

あり、臨地実習において今回設定した事例とは異なる

発達段階や疾患の児を受け持った場合にも、同様のプ

ロセスを踏ませることが学習の助けとなると考える。

しかし、「問１．喘息児の病態生理、治療（作用と

副作用）を述べることができる」や「問14．治療が指

示通り、安全に行われているか、確認することができ

る」といった全体的に自己評価の低い項目については、

病態生理や治療に理解について10％を超える学生がで

きなかったと評価した。本学の小児看護学の講義では、

喘息児のペーパーペイシェントにて看護過程の展開を

しているが、３年次以降の臨地実習の期間はさまざま

な領域での臨地実習をしており、小児看護学臨地実習

に対する準備が十分でなく、学内実習時間で行う80分

のブリーフィングのみでは十分に病態や治療の理解が

できなかったと考える。

学内実習は２日間で実施していたため、限られた時

間の中でどこまで目標到達させるかを教員が吟味し、

場合によっては必要な知識を提供し、目標達成に向け

たアプローチ方法を修正していく必要がある。あるい

は、引き続く臨地実習において目標達成に向けた学習

支援を継続的に行っていく必要があると考える。

6.2 学内実習前後の小児看護学臨地実習前自

己効力感という観点からみたシミュレー

ション教育の効果

シミュレーション教育のねらいは主体的な学習者を

育てる点にある。今回は主体的な学習の前提条件とな

る自己効力感の変化からシミュレーション教育の効果

を捉えようとした。全体としては、シミュレーション

教育が学生の小児看護学臨地実習に対する自己効力感

を高めることが明らかになり、この結果より主体的学

習をねらいとするシミュレーション教育が効果的であっ

たといえる。

小児看護学実習においては、先に述べたように学生

は「小児看護学実習へのイメージのギャップ」「子ど

もとの体験の少なさへの戸惑い」「関係作りへの不安」

といった困難感を感じている６）。その中で、シミュレー

ション教育によって、上記の困難感を少しでも払拭し、

小児看護学臨地実習を「なんとかやっていけそうだ」

と前向きな状態で臨地実習を迎えられることは学生に

とって非常に効果的な学習であったと考える。

しかし、学内実習前から自己効力感が高い学生（高

得点群）では、学内実習後に自己効力感が低下すると

いう、全体とは異なる傾向が示された。因子でみると、

「因子Ｃ．対象の理解と援助」という因子で低下をし

ている。また、学内実習後に自己効力感の低下を示し

たものの、もともとの自己効力感の低い学生（低得点

群）の学内実習後のそれと比べると有意に自己効力感

が高いという結果が示された。小児看護学臨地実習後

の自由記述においても「子どもとのコミュニケーショ

ン」「バイタルサイン測定の順序・方法」「安全対策」

「グループダイナミクス」「観察項目の抽出」「バイタ

ルサインの測定方法」「子どもの状態のアセスメント」

「子どもの気持ちの理解」といった学びが示された。

つまり、もともとの学習意欲も高く、基本的知識はあ

るものの、より臨床に近い形での学習を体験すること

で、対象の理解の難しさを実感した結果、自己効力感
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表５ フルスキルシミュレーション教育に

関する自由記載



が低下し、いわゆる自己の現実を知る機会になったと

考える。今回、シミュレーション教育の効果を自己効

力感を高めるという視点で検討したが、教育効果を測

定する方法は様々であり、今回の結果により効果的で

あったとは一概にはいえない。特に、自己効力感が低

下した学生に対して、適切にフォローしていくことは、

シミュレーション教育の効果を強化するための今後の

課題である。

6.3 研究の限界

本研究では、シミュレーション教育が学内実習の実

施前後での自己効力感の変化をみていった。しかし、

シミュレーション教育が自己効力感のどの因子に強く

影響するかは分からなかった。今後、シミュレーショ

ン教育が自己効力感のどの因子に強く影響するかをみ

ていくことで、さらにどこを強化した教育を実施する

かが明確になると考える。

また、自己効力感を高めた学生が実際の患児や家族

と接する臨床場面において、どのような実習をしたか

という縦断的調査は行っていない。特に、学内実習前

に自己効力感の高い学生の多くは自己効力感を低下さ

せており、その学生がどのような実習を展開し、どの

ようなことを困難に感じていたかを確認していく必要

がある。さらに臨地実習の客観的評価として、教員の

評価と比較することで、学生の主観的なレディネスと

客観的なレディネスを統合することができると考える。

7 結論

本研究は、小児看護学臨地実習を履修する３～４年

生を対象として臨地実習前に学習者主体のシミュレー

ション教育を導入し、その効果を学内実習目標達成の

自己評価、およびシミュレーション教育前後での自己

効力感の変化の二つの側面において検討した。

結果として、学内実習目標達成の自己評価はほとん

ど項目で多くの学生が目標を達成したと評価をしてい

た。シミュレーション教育における自己効力感はシミュ

レーション教育前よりシミュレーション教育後に総得

点、各因子及び総評全てで上昇した。また、学内実習

前の自己評価の高得点群と低得点群で比較すると、高

得点群は「因子Ｃ．対象の理解と援助」の項目で有意

に低下した。また、低得点群は総得点および「因子Ａ．

基礎知識の理解」「因子Ｂ．コミュニケーション技術」

「因子Ｃ．対象の理解と援助」「因子Ｆ．学習者－教員

間の関係性の構築」の項目で有意に上昇した。

この結果より、シミュレーション教育は小児看護臨

地実習の自己効力感を高めることに効果があると考える。

本研究は平成25年度特別研究費（CP）教育研究の

助成（採択課題番号25IM04CP）を受けて実施した。
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1 はじめに

今日の保険医療は医師、看護師、薬剤師、臨床検査

技師、診療放射線技師など各種の専門技術を持つ人々

の総合力によって、その成果を上げている。その一員

となるべく、1987年６月２日法律60号として臨床工学

技士法が公布され、翌年の1988年11月に第一回臨床工

学技士国家試験が実施、世界で初めて臨床工学技士の

国家資格制度が誕生した。

臨床工学技士資格を取得するためには、臨床工学技

士養成校で受験資格を取得し、国家資格試験に合格し

なければならない。現在の養成校の数は、専門学校32

校、短期大学２校、大学32校、大学院６校で、臨床工

学技士資格取得者は35,000人余りを数えるまでになっ

た。臨床工学技士（CE）は急速な医学・医療の進歩、

疾病構造の変化に伴い、医療機器は急激に進歩・多様

化しており、高度化する医療を支える医療専門職の一

員として、無くてはならない職種になりつつあり、学

校教育の重要性が高まってきた。

しかし、各医療機関での臨床工学技士の業務内容に

違いがある。また、養成校は国家試験出題基準を網羅

した講義にしているが各養成校独自の講義内容になっ

ている。そこで、各医療機関の高度先進医療の担い手

であり専門職である臨床工学技士ＣＥ（国家資格）を、

社会に貢献し得る人材として育成するにはどうすれば

よいか。そのためには、医療専門職教育の内容や専門

職として求められる基本姿勢・態度すなわち資質を入

職前に身につけさせる教育・訓練（プレサービス）の

充実が不可欠である。

そこで、卒後１年を経過した卒業生に聞き取り調査に

よる質的研究を行った。質的研究は、現在では保健学

領域全般でその必要性が言われるようになってきている。

本研究は、アンケート調査に代表される量的研究と

は違い、個々の事例から生の言葉や行動をデータ化し

研究する質的研究である。

2 目的

臨床工学技士を養成するに当たり、問題探索型の質

的研究を行い、１年間臨床経験を積んだ卒業生に対し

学生時代の教育における問題点の探求、入職直後の様

子を知る目的で、聞き取り分析を行い学生時代の教育

における問題点を探求する。

3 対象

2008年３月に卒業し臨床で１年間以上継続して働い

た、臨床工学技士10名を対象とした。10例のうち７例

は総合病院、１例は病院、２例は透析クリニックに勤務。

4 方法

個別に面接を行い、その内容を録音しそれを文章化

する。面接は、半構造化形式で行い、聞き手と対象者

の座る位置などを考慮し、聞き手の誘導にならないよ

う注意して実施した。面接時間は、45～60分程度とし、

面接内容は、①職場の状況、②職場での経過と感想、

③学生時代を振り返って臨床実習のこと、④今から思え

ば講義、実習で必要だと思うこと、以上の４点とした。

質的な社会調査の手法には、グラウンデッド・セオ

リー・アプローチやデータマイニング法、KJ法など

あるが、今研究は、グラウンデッド・セオリー・アプ

ローチ１）を用いて分析を行った。グラウンデッド・セ

オリーは、インタビューや観察などによって得られた

具体的なデータをもとに、そのデータを圧縮し理論を

発見すること、あるいは既存理論の精緻化を目指す方

法である。

なお、被験者へは研究内容の説明を行い、面接にて

録音をすることや面接で得られた情報の取り扱いは、

氏名等を明らかにせず、個人の秘密が十分に守られる

ことを条件に、本評価の成果を医学雑誌や学会発表あ

るいは医学教育の目的で使用する承諾を得た。本研究

は中部大学倫理審査委員会の承認を得て実施した。

5 手順

研究者により様々な方法２）があるが、私たちが行っ

たグラウンデッド・セオリー・アプローチの具体的な

手順を図１に示す。

図１ グラウンデッド・セオリーの手順
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まず、10人をインタビュー形式のデータ収集面接を

行い、面接内容を文字にして文章化する。その文章化

したものを、個人的な思い入れなどは排除し、客観的

に文章を細かく分断し断片化していく。

次に、断片化した内容を適切に表現する簡潔なラベ

ルを作りコード化する。さらに、同じようなコード

（ラベル）同士をまとめ、上位概念となるカテゴリー

を作り名前をつける。そして、カテゴリーとサブカテ

ゴリーを関連づけて現象を表現する。

表１は、実際の断片化、コード化したものである。

「会話」の欄は、面接内容を文章化にしたものを１文

ずつ「断片化」して番号を付けている。すべての文章

に番号が付けられたのち、２名の担当者が「断片化」

した文章の内容を客観的に表す「ラベル」を作成し、

opencode欄に記入する。この作業は個別で行い、終

了後、他のスタッフも交えて、適切な「最終コード」

は何かを話し合い決定する。

図２は、「最終コード」決定の後、すべての最終コー

ドを短冊としたところである。

図３はすべての短冊形の「最終コード」をカテゴリー

別に分類し、カテゴリー間の関連を図式化していると

ころである。このカテゴリーにも上位概念となるタイ

トルをつけ、関連について矢印などを用い図式化して

いく。この一連の過程を通じてインタビューの中から

浮かび上がってきたキーワードや概念を言語化する基

礎の「図式化」を完成させる。

質的研究の短所としてデータの信頼性ということが

あげられる。「コード化」したデータも、その後の解

析も研究者の判断にゆだねられる部分が大きいので、

この点が特に問題になる。この問題を補うため、本研

究では常に複数の担当者により作業を行うことで、デー
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タの信頼性をたかめた。

6 結果

対象者の10名をCE-1からCE-10として、各々の結果

を図として示す。図式化したものの矢印は関連性を示す。

Ⅰ．CE-1

図４は、CE-1をカテゴリー関連別に図式化したも

のである。CE-1においては、透析クリニックに勤務

し、血液透析治療を担当している、「就職後」では、

患者に対して脱血・返血するための穿刺業務を行い、

「業務の困難さ」として穿刺業務が大変であると語っ

ている。就職当初は、患者の症状を見る余裕がなく、

話しかけても応対してもらえない患者がおり、非常に

業務がやり難かった。また、穿刺の失敗により患者か

ら穿刺拒否されたり、新人を全く受け入れてもらえな

い患者もいたが、しょうがないと思い落ち込まず、そ

のような時は先輩スタッフと相談して「患者のところ

にはいかないほういい」とアドバイスを貰った。患者

とのコミュニケーションの難しさ感じていたが、一年

が経つ頃になると、穿刺業務を患者から褒められたり、

黙っていると患者から話しかけてくれたりと励まされ

ることがありコミュニケーションの楽しさ等の語りが

多くみられた。人間関係においては、臨床工学技士同

士の関係は良好である一方、看護師と看護助手間の人

間関係かギクシャクしており、臨床工学技士が看護師

や看護助手の愚痴の聞き役になり仲介役をしている。

自分はまだ愚痴を聞くだけで仲介役になっていない。

「学校」については、臨床実習後に授業があったほう

が良いとの希望があり、実際に経験してからもう一度

講義を受けた方がより理解が深まるとの要望もあった。

見学中心の臨床実習においても直接患者と接すること

ができないことの限界を認識しており、実習地への教

員サポートは、「誰も知らないところで心細かったが

先生の顔を見ると安心するので良かった」などサポー

ト回数を増やしてほしい要望もあったが、学校教育に

求める内容は多く語られなかった。

図４ CE-1のカテゴリー関連の図式化

Ⅱ．CE-2

図５は、CE-2を図式化したものである。CE-2にお

いては、総合病院に勤務し、機器管理業務が中心で患

者と接する臨床業務は少ない、「就職後」では、人間

関係は良好で、特に同期入社の臨床工学技士４人とは

良好な関係である。他職種との接点は少ないが医師・

看護師とのコミュニケーションは良好である。「ペー

スメーカ業務は臨床工学技士の業務ではないか」と上

司に提案するも、臨床工学技士の人員数の問題で、

「今はペースメーカ業務は無理」と言われたことなど、

全体的な臨床に関わる業務拡大を提案するも採用され

なかった。また、機器管理業務の改善案を立て、試験

運用を始めたら、看護師から「緊急性を考えていない」

と、クレームがついた。そこで、緊急性を考えた機器

管理業務の改善案を提出し、無事に採用され今の業務

に反映されている。また、手術室の機器運営管理も任

されて、運営案を提案し受け入れられて、運用が軌道

に乗ったので嬉しかった。カテーテル業務など患者と

接する治療など臨床業務を望んでいたが臨床業務は少

なく、経験不足を痛感している。患者の状態を患者の

家族から訪ねられても患者の全般的な知識が不足して

いるため、対応に苦慮している。ましてや医師に自分

の意見が言えず、呼吸器などの機器の設定変更など看

護師を通して上申している。

「学校」については、学校の先生から「臨床工学技

士の理想像」を教えてもらい、臨床工学技士像が膨み、

臨床工学技士の業務に夢を持って就職した。しかし、

現実とのはざまで悩み、施設による臨床工学技士の立

場の違いを痛感し、学生時代に多く夢を持たせ過ぎて

いると感じた。学校において施設による臨床工学技士

の立場の違いを教えることの必要性を語っている。ま

た、臨床実習に行った病院が良く見えてしまうほど、

今の職場との違いを感じてしまい、職場を『底辺』と

表現しているが、現業業務にやりがいを感じており今

後の抱負も語られた。

図５ CE-2のカテゴリー関連の図式化
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Ⅲ．CE-3

図６は、CE-3を図式化したものである。CE-3にお

いては、就職後の不安を勉強して克服し失敗した経験

を現在につなげ明確な目標があり充実していると語っ

ている。また、本当の意味での命を預かる重みを感じ

るのは体験しなければわからないと語っている。

図６ CE-3のカテゴリー関連の図式化

Ⅳ．CE-4

図７は、CE-4を図式化したものである。CE-4にお

いては、患者対応などの力不足を感じながらも、先輩

に聞くことや勉強によって克服し、現在は新人の積極

性のなさに不満を感じ、職場における教育システムの

構築が必要と考えている。一年間の経験から、臨床実

習の心構えや時間増加必要性を要望としている。

図７ CE-4のカテゴリー関連の図式化

Ⅴ．CE-5

図８は、CE-5を図式化したものである。CE-5にお

いては、就職後に、緊張、勉強不足を感じながらも、

克服して行き現在は前向きな心を持ち、仕事にやりが

いを感じている。臨床実習は役に立っていると語って

いる。一方で、学校での講義の中では国家試験合格が

目標で、工学系においては基礎知識の講義でよいとも

語っている。

図８ CE-5のカテゴリー関連の図式化

Ⅵ．CE-6

図９は、CE-6をカテゴリー関連別に図式化したも

のである。CE-6においては、就職後に、力不足を感

じそれを克服していくさまが見て取れる。学生時代の

振り返りからはやり残したことがあるというコードが

出てきている。先ほどの力不足のコードとやり残した

ことがあるコードから、学校への要望と関連性が分かっ

てくる。

図９ CE-6のカテゴリー関連の図式化

Ⅶ．CE-7

図10は、CE-7を図式化したものである。CE-7にお

いては、就職後に、勉強不足を感じてから体調不良に

なるも、自分では原因が分からず。ストレスが原因と

の先輩からの指摘、アドバイスがあり対策を立て体調

が良好となる。また、現在は指導者として学生指導に

当たってこの双方の体験から学校、臨床実習への要望

を語っている。

図10 CE-7のカテゴリー関連の図式化
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Ⅷ．CE-8

図11は、CE-8を図式化したものである。CE-8にお

いては、１年目において機器購入選定を任されるも担

当から外され挫折を味わうも、２年目に配置転科にて

克服していくさまが見て取れる。その体験から経験し

て覚えることもあると、経験の重要性を感じている。

図11 CE-8のカテゴリー関連の図式化

Ⅸ．CE-9

図12は、CE-9を図式化したものである。CE-9にお

いては、希望通りの仕事につけたことが、就職後の不

安を克服する要因となっており、職場適応が見て取れ、

学生時代との関連性が分かる。

臨床実習の心構えとして、患者に対する質問をする

ことが大切であると語っている。

図12 CE-9のカテゴリー関連の図式化

Ⅹ．CE-10

図13は、CE-10を図式化したものである。CE-10に

おいては、休みが取れないなどの不満もあるが、やり

がいを感じており知識不足などを自分で調べたりし克

服していくさまが見て取れる。

臨床実習においては、積極性が必要であると語って

いる。

図13 CE-10のカテゴリー関連の図式化

7 考察

表２にCE-1からCE-10の相違点や一致点を比べて表

に示す。一覧表から得られた共通点となりうる特徴的

な項目として、職場の人間関係が良好であり、10例と

もスタッフからの指導を受けながら業務に取り組むも、

学校での教育内容と臨床現場での違いを感じ、とまど

いもあった。CE-1においては、実際に患者との関わ

りができない学校教育の限界も語っている。CE-2は

施設間の業務内容の差異について『底辺』と『夢』と

表現しているほどの違いを強く感じている。CE-4に

ついては部門システムや、看護師との業務範囲の境界

など確立されていない現状が見られた。

就職直後の状況として・患者への説明や機器のメン

テナンスに力不足を感じた・手術室勤務で特殊性があ

りストレスから体調不良となった・血圧低下時の処置

など患者対応に苦労した・穿刺の失敗から患者との関

係が悪くなり、コミュニケーションが取れない、など

が見えてきた。患者との関係において、緊急時の処置

や影響の大きさ、コミュニケーションの難しさを感じ

ており、学校での教育内容と臨床現場での違いにとま

どいも見られた。

入職して一年を経過した時点では、いずれも就職直

後の力不足、知識不足を克服し、やりがいを感じ仕事

が楽しいと言うまでに至っている。患者との関係を克

服したのちに仕事への楽しさ、やりがいへと転換した

事例も多く見られた。

一年間の変化の過程における職場適応を推進した要

素は、10例とも先輩からの指導や助言、自らの勉強、

経験があげられる。

学校教育の振り返りからは、臨床実習の重要性が示

唆され、また言葉使いが大切であるとの意見もあり、

知識のみならず、対人スキルの必要性が考えられる。

全事例に共通して、臨床現場での知識不足を痛感して

おり、共通することとしては、学校で基礎知識を身に

付けておくことも必要ではあるが、職場適応において

は、先輩との関係、患者との関係に見られるように人
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間関係の重要性がみられた。対人スキルをいかに教育

の中に取り入れていくかが今後の課題ともいえる。

また、臨床と学校教育の差を感じているが、実際に患

者との関わりができない学校教育の限界も語っている

ことなどから、学校教育との違いを認識していること

も把握できた。この研究結果をもとに、学校教育にお

ける円滑な職場適応への対策について検討を深めてい

きたい。

8 おわりに

今回は質的研究手法を用い、臨床工学技士の育成に

ついて検討した。臨床工学技士教育における研究はま

だ始まったばかりであり、現状の理解を含め研究課題

を導き出す段階の研究を行い、職場適応に必要な要素

として、コミュニケーション能力などの社会性が重要

であることが認められた。さらに各事例のまとめを一

覧表にすることで、一致点や相違点を明確に比較する

ことが出来た。

今回の10例においては、職場環境が良好であり、職

場内で指導を受けながら業務に取り組めていることや、

学校での教育内容と臨床現場とのギャップがあること

の共通性を認めた。今回行った研究では、臨床現場で

求められている具体的な教育をして欲しいという要望

についての質問や、被験者がさらに経験を積んだ時点

での調査の実施、また、透析・心肺など部門別に分析

することについては、検討していない。

本研究の手法は、アンケート調査と同様に、教育改

善の一つの方法として有用であると考える。
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１）米澤久幸他，“臨床適応力を高めるカリキュラム
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リー・アプローチ”，p27-41，新曜社，2006年
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1 問題と目的

近年、大学から職業社会への移行の困難さが社会的

関心を集めている。こうした状況に対応すべく、平成

23年度より大学設置基準が改訂され、「大学における

キャリアガイダンスの推進」が定められた。このよう

に、現在「キャリア教育」の推進は大学教育における

優先順位の高い課題の１つであるといえるだろう。

キャリア教育の重要性に基づき、中部大学では、キャ

リアを人生と捉え、就職活動に関するガイダンスの提

供やテクニックの習得にはとどまらない、学生が生き

る力を自ら育てることを目的としたキャリア教育を推

進してきた（ハラデレック・林・間宮・小塩,2011）。

具体的には、自己を知り、他者とのかかわり方を学び、

大学生活のライフプランを立てることで、大学卒業後

の自律的な進路選択を促すことを目標としたキャリア

教育科目「自己開拓」を平成22年度より開設している。

この「自己開拓」は、キャリアに対する知識を身につ

けるような専門的知識伝達型の授業形式ではなく、学

生が学部横断的に受講するグループワークを中心とし

た参加型授業形式であり、授業を通して彼らの社会と

の関わり方や将来への意識といったキャリア意識の形

成が目標とされる。さらには、自律的な進路選択を行

う力を身につけた結果、就職率の向上につながるといっ

た長期的な教育効果も期待される。

これまで、「自己開拓」における授業を通しての教

育効果については、開設からの３年間、継続的な検証

が行われている（小塩・ハラデレック・林・間宮,

2011；小塩・ハラデレック・林・間宮・後藤,2012；

佐藤・小塩・ハラデレック・林・間宮,2013）。これ

らの研究における「自己開拓」の受講者と非受講者と

の比較検討の結果、「自己開拓」を受講することによっ

て、受講者の自尊感情の向上、進路選択に対する自己

効力の向上、時間的展望が将来に向けられること、生

活習慣を変化させるような改良型セルフ・コントロー

ルが向上すること、勤勉性のパーソナリティが上昇傾

向にあることが示されている（小塩他，2011；小塩他，

2012；佐藤他，2013）。また、毎回の授業時の意識調

査からは、受講者が徐々に自分自身に対する自信をも

つように変化していることが示唆されている（小塩他，

2011；小塩他，2012；佐藤他，2013）。

このように、「自己開拓」の短期的な教育効果は十

分に得られている。しかし、その後のキャリア発達や

進路選択・決定といった長期的な教育効果についての

検討はなされてきておらず、今後の課題とされている

（小塩他，2012）。平成26年３月には、平成22年度に開

設された「自己開拓」の受講学生が卒業を迎えること

となり、４年間の長期的教育効果の検証が可能となっ

た。これらを勘案すると、１年次に受講した「自己開

拓」がその後のキャリア発達、および、進路選択・決

定に及ぼす影響といった長期的な教育効果を検証する

必要があると考えられる。

そこで、本研究では進路選択・決定の観点からキャ

リア教育の長期的効果を検証すべく、「自己開拓」が

就職活動や進路決定に及ぼす影響について検討するこ

とを目的とする。なお、就職活動について、本研究で

は本学のキャリア支援課（キャリアセンター）が主催

する就職ガイダンスへの参加に焦点をあてる。この就

職ガイダンスは、就職活動対策の一環として、活動開

始直前の３年次の学生全体に参加を求める支援である。

具体的には、適職診断やSPI対策、自己理解、業界研

究、さらには、履歴書添削や面接対策をも含んでおり、

就職活動に取り組む上で教育・支援的機能を有してい

る。そのため、「自己開拓」に長期的な効果がみられ

るのであれば、「自己開拓」の受講群は受講していな

い統制群に比べ、自律的な進路選択を行う力が身につ

いているため、就職活動ガイダンスにより積極的に参

加していると予測される。

また、「自己開拓」の受講者に見出された授業を通

した教育効果（小塩他，2011）、および、「自己開拓」

の授業の総括として行われた将来のライフプランと大

学在学中におけるアクションプランを設計するという

授業内容（ハラデレック他，2011）を勘案すると、

「自己開拓」受講者は受講後の大学生活で積極的に進

路選択を行うだけでなく、キャリア形成に関するさま

ざまな活動を行い、進路決定にまで結び付けていると

考えられる。そのため、進路決定という観点からの長

期的効果がみられるのであれば、「自己開拓」の受講

者は統制群と比べ、卒業時点で進路決定の比率が高い

ことが予測される。

本研究により、「自己開拓」の長期的な教育効果が
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検証されるのであれば、本授業をより多くの学生が受

講できるよう課程内に拡充することで、本学全体の就

職率向上につなげることが可能となる。一方、教育効

果が明確に示されない場合であっても、教育効果がど

の側面でみられないのかが明らかになるため、本研究

結果をもとに授業内容を適切に改善していくことがで

きるだろう。このように本研究は、本学におけるキャ

リア教育の今後の方向性を定める上でも非常に意義が

あるといえよう。

2 方法

2.1 調査対象者

調査対象者は、平成22年度入学生で「自己開拓」を

１年次に受講し平成26年３月に卒業を迎えた学生129

名（所属学部：工学部・経営情報学部・国際関係学部・

人文学部・応用生物学部・現代教育学部）と、同時期

に卒業を迎えた学生で卒業までに「自己開拓」を受講

しなかった学生から無作為抽出された138名（所属学

部：経営情報学部・人文学部・応用生物学部）であっ

た。学部事務室経由で質問紙が配布され、後日回収さ

れた。

そのうち回答に不備のみられなかった「自己開拓」

を受講した学生103名（「自己開拓」受講群；有効回答

率79.84％）と卒業までに「自己開拓」を受講しなかっ

た学生95名（統制群；有効回答率68.84％）の計198名

（「自己開拓」受講群：男性75名、女性28名；統制群：

男性79名、女性16名）を対象とした。平均年齢は21.97

歳（SD＝.80）であった。

2.2 調査内容

就職ガイダンスへの参加状況 キャリア支援課（キャ

リアセンター）主催の計11回の就職ガイダンスへの参

加の有無についての情報を得た。なお、この就職ガイ

ダンスは調査対象者が３年次に行われたガイダンスで、

オリエンテーション、適職診断テスト、SPI対策模擬

テスト、適職診断テストをもとにした自己理解ワーク

ショップ、適職診断テストをもとにした業界研究、履

歴書ガイダンス、履歴書添削、面接ガイダンス、面接

対策、業界研究、学内企業説明会ガイダンスという構

成であった。

大学卒業時点の進路状況 大学卒業後の進路先

（2014年４月15日付）について、大学卒業時点の進路

状況（就職、就職活動中、進学、留年）の情報を得た。

また、就職者については、就職先の企業規模に関する

情報（資本金、従業員数）も収集した。

2.3 調査時期・調査手続き

2013年12月から2014年１月にかけて、上記の調査内

容の提供について調査対象者に了承を得た。了承が得

られた調査対象者について、就職ガイダンスの参加状

況、および、大学卒業時点の進路状況について、キャ

リア支援課（キャリアセンター）から情報を得た。な

お、本研究は個人情報の保護に十分に留意すべく、中

部大学倫理審査委員会から情報提供に関する承認を得

た（承認番号：250039）。

3 結果

3.1「自己開拓」受講と就職ガイダンス参加

はじめに、「自己開拓」受講群と統制群の就職ガイ

ダンスの参加率の平均値と標準偏差を算出した（図１）。

その上で、「自己開拓」受講の有無による就職ガイダ

ンスの参加状況を検討すべく、一要因分散分析を行っ

た。分析の結果、「自己開拓」受講群と統制群の就職

ガイダンス参加率に有意な差がみられ （F（1,

196）＝20.64,p＜.001）、「自己開拓」受講群は統制群

よりも就職ガイダンスへの参加率が高かった。

（注）エラーバーは標準偏差

図１ 「自己開拓」受講群と統制群の

就職ガイダンス参加率の平均値

3.2「自己開拓」受講と進路決定

次に、「自己開拓」受講群と統制群の卒業時点の進

路状況を集計した（表１）。「自己開拓」受講の有無に

よる卒業時点の進路状況の人数の偏りを検討すべく、

卒業後に就職および進学のように進路が決定した群を

進路決定群、卒業後就職活動を継続している者や卒業

できず留年した者を進路未決定群として人数を算出し、

χ2検定を行った。分析の結果、「自己開拓」受講の有

無別の進路決定状況に有意な人数の偏りの傾向がみら

れ（χ2(1)＝2.88,p＜.10）、「自己開拓」を受講した者

ほど進路決定者の比率が高い傾向にあり、「自己開拓」

を受講していない者ほど進路未決定者の比率が高い傾

向にあった。

さらに、「自己開拓」の受講による就職先の違いを

検討するため、企業規模に注目した検討を行った。卒
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業後就職した者の中で、就職先の資本金と従業員数に

ついて回答が得られた者を抽出した。「自己開拓」受

講群と統制群の就職先の資本金別（1000万円以下、

1000万円～5000万円、5000万円～１億円、１億円～10

億円、10億円以上）の人数の偏りを検討すべく、各条

件の集計を行った（表２）。その上で、χ2検定を行っ

た結果、「自己開拓」受講群と統制群において、資本

金別の有意な人数差はみられなかった（χ2(4)＝3.24,

ns）。

また、「自己開拓」受講群と統制群の就職先の従業

員数別（100人以下、100人～300人、300人～500人、

500人～1000人、1000人以上）の人数の偏りを検討す

べく、各条件の集計を行った（表３）。その上で、χ2

検定を行った結果、従業員数別においても有意な人数

差はみられなかった（χ2(4)＝1.73,ns）。

3.3 就職ガイダンス参加状況と就職決定

「自己開拓」の受講者は就職ガイダンスにより多く

参加し、進路決定していることが確認された。しかし、

就職ガイダンスに参加し、就職活動の準備に取り組ん

だ者が、「自己開拓」の受講の有無にかかわらず就職

先を決定したかについては検討の余地がある。そこで、

就職ガイダンスの参加状況が就職決定に及ぼす影響を

検討するため、就職ガイダンスの参加率の平均値

（60.28％）を基準に参加率高群と参加率低群の２群に

分類し、卒業時点の就職状況（就職、就職活動中）を

集計した（表４）。就職ガイダンス参加状況による卒

業後の進路状況の人数の偏りを検討すべく、χ2検定

を行った。分析の結果、就職ガイダンスの参加状況別

の就職決定状況に有意な人数の偏りはみられなかった

（χ2(1)＝0.66,ns）。すなわち、就職ガイダンスへの参

加率の高さは就職先の決定に影響を及ぼしていないこ

とが明らかとなった。
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表１ 「自己開拓」受講群と統制群の卒業後進路状況別の人数と比率

表２ 「自己開拓」受講群と統制群の資本金別の人数と比率

表３ 「自己開拓」受講群と統制群の従業員数別の人数と比率

88 10 4 1 103

(85.44%) (9.71%) (3.88%) (0.97%) (100.00%)

77 6 8 4 95

(81.05%) (6.32%) (8.42%) (4.21%) (100.00%)

165 16 12 5 198

(83.33%) (8.08%) (6.06%) (2.53%) (100.00%)

1000 5000 1

5000 1 10

14 17 19 11 15 76

(18.42%) (22.37%) (25.00%) (14.47%) (19.74%) (100.00%)

7 20 15 12 18 72

(9.72%) (27.78%) (20.83%) (16.67%) (25.00%) (100.00%)

21 37 34 23 33 148

(14.19%) (25.00%) (22.97%) (15.54%) (22.30%) (100.00%)

1000 10

100 300 500

300 500 1000

18 22 7 9 22 78

(23.08%) (28.21%) (8.97%) (11.54%) (28.21%) (100.00%)

19 17 10 10 17 73

(26.03%) (23.29%) (13.70%) (13.70%) (23.29%) (100.00%)

37 39 17 19 39 151

(24.50%) (25.83%) (11.26%) (12.58%) (25.83%) (100.00%)

100 1000

表４ 就職ガイダンス参加率高群と低群の

就職決定状況別の人数と比率

96 5 101

(95.05%) (4.95%) (100.00%)

69 7 76

(90.79%) (9.21%) (100.00%)

165 12 177

(93.22%) (6.78%) (100.00%)
 

留年



4 考察

本研究では、キャリア教育科目「自己開拓」の長期

的教育効果を検証すべく、「自己開拓」の受講が就職

ガイダンスへの参加状況や進路決定に及ぼす影響を検

討した。さらに、就職ガイダンスへの参加状況が就職

決定に及ぼす影響についても補足的な検討を行った。

4.1「自己開拓」が就職ガイダンス参加に及

ぼす影響

はじめに、「自己開拓」の受講者は非受講者と比べ

就職ガイダンスへの参加率が高いことが明らかとなり、

「自己開拓」の長期的効果が確認された。

「自己開拓」は就職活動の方法やスキルを教授する

といった、就職活動の能力形成に特化した科目ではな

い。したがって、「自己開拓」の授業の中で就職ガイ

ダンスの参加が強制的に指示されたということはなく、

受講者は自発的に就職ガイダンスに参加したと考えら

れる。自発的な就職ガイダンスへの参加は、自発的な

進路選択行動の現れともいえるだろう。

小塩他（2011）は、本研究の対象者が「自己開拓」

の授業を通して、自尊感情や進路選択に対する自己効

力、時間的展望、改良型セルフ・コントロールを高め

たことを明らかにしている。つまり、「自己開拓」を

受講することによる心理的変容が、自発的な就職活動

という実際の行動を促進した可能性がある。

本研究で、「自己開拓」受講後の実際の就職活動を

検討したことで、短期的な心理的変容が長期的には自

発的な行動に結びつくことが新たに示唆された。この

ような自発的な行動は、就職活動のみならず、学修活

動を主とした課程内活動やアルバイトなどの課程外活

動といった学校内外のさまざまな活動としても確認さ

れ、充実した学生生活へと結びついていた可能性があ

る。今後は、学生生活の満足度や充実度などとの関連

についても明らかにし、「自己開拓」が学生の就職活

動に限定されず、人生としてのキャリアにポジティブ

な影響を及ぼしていることを明らかにすることが必要

だろう。

4.2「自己開拓」が進路決定に及ぼす影響

次に本研究では、「自己開拓」の受講者は進路決定

の比率が高い傾向にある一方、非受講者は進路未決定

の比率が高い傾向にあることが示された。「自己開拓」

は、順調な就職活動や安定した社会人生活を目標とす

るキャリア教育ではなく、キャリアを人生と捉え、人

生の中で生きる力を自ら育てることを目標としたキャ

リア教育である。その結果が、就職への進路決定のみ

ならず大学院進学を含めた形での進路決定を予測した

ことは、キャリア教育科目としての「自己開拓」の意

義が確認されたといえよう。

ところで、就職者における就職先の資本金や従業員

数といった企業規模には、「自己開拓」の受講の有無

による有意な差はみられなかった。本対象者において、

「自己開拓」を受講することで自尊感情や進路選択に

対する自己効力が高まることが明らかにされている

（小塩他、2011）。このことを勘案すると、「自己開拓」

を受講することで、より企業規模の大きい就職先へも

臆することなくチャレンジし、そのような企業の選択・

決定を行っていることが予測される。しかし、「自己

開拓」の受講による企業規模の差はみられなかった。

ただし、企業規模が大きいことが就職活動の成功とは

一概には言い切れない。自分自身がどれほど納得し、

満足した就職先を選択できたかが、就職に対する不安

を軽減し（石本・逸身・齊藤,2010）、その後の適応

を促すことが示唆されている（中島,2013）。したがっ

て、今後は就職先の規模といった外的な指標ではなく、

自分自身が就職先に納得しているかといった内的な指

標からの検討を行い、「自己開拓」の受講が進路決定

に及ぼす影響をより詳細に検討していくことが重要で

あると考えられる。

4.3 就職ガイダンスによる支援効果

「自己開拓」の受講者が、就職ガイダンスにより多

く参加し、進路を決定にまでつなげているということ

は、就職ガイダンスに参加し就職活動の準備がしっか

りとできている者ほど、就職活動を上首尾に進めるこ

とができ、その結果、内定を獲得できたというプロセ

スが考えられる。そこで、就職ガイダンスへの参加状

況が就職決定に及ぼす影響についても補足的に検討し

た。しかし、就職ガイダンスの参加率の高さは就職決

定に有意な影響を及ぼしていなかった。すなわち、就

職ガイダンスに多く参加するだけでは、就職先を決定

することは困難であるといえる。

そもそも、内定獲得につながる就職活動を行うため

には、就職ガイダンス以外にもさまざまな準備をして

おく必要があるだろう。たとえば、自己探索や環境

探索といった進路探索行動は就職活動の取り組みに

影響を及ぼすことが明らかにされていることから

（Stumpf,Austin,& Hartman,1984）、就職活動に

対する準備は直前の就職ガイダンスのみでは不十分で

あり、進路探索行動の蓄積が重要とも考えられる。

「自己開拓」の受講者が授業を通してキャリア意識を

形成することができているのであれば、就職ガイダン

スにより多く参加する以外にも、自己探索行動や学修、

課外活動など、学校内外のさまざまな活動にも積極的

に参加していることが予想される。そのため、就職活

動直前に行われる就職ガイダンスのみでは、進路決定
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に直接的な影響を及ぼさないが、そのほかの活動との

相乗効果によって、進路決定を予測する可能性は十分

に考えられる。

また、就職ガイダンスは選択制の「自己開拓」とは

異なり、全学生に参加を求めている。そのため、「自

己開拓」受講者は進路選択に興味・関心をもっている

学生の比率が比較的高いと考えられるが、就職ガイダ

ンスに参加する学生の中には、進路選択をできれば回

避したいといった進路選択に対して消極的な学生も含

まれるだろう。そのため、たとえ就職ガイダンスへの

参加が多くても積極的な態度で望んでいないなど、ガ

イダンスに対する取り組みの態度が不十分であったか

もしれない。このことから、就職ガイダンスが就職決

定に及ぼす影響を検討する際には、参加率のみならず

参加態度に注目した検討も必要であると考えられる。

4.4 キャリア教育・支援方法に関する示唆

ところで、進路選択に回避的な学生は、選択科目の

「自己開拓」をそもそも受講しない可能性が高く、「自

己開拓」の短期的・長期的教育効果を得る機会をもつ

ことはできない。そのため、「自己開拓」を必修化す

ることで、その効果を享受できる学生が増えるとも考

えられる。しかし、進路選択に回避的な学生に、必修

として「自己開拓」を課すことについては、慎重に検

討する必要がある。Higgins（1987）のセルフ・ディ

スクリパンシー理論によれば、こうしなければならな

いという義務の自己像と現実の自己像との差異が大き

いと不安や恐怖に関連する感情が生起され回避行動に

つながるとされる。すなわち進路選択に対して回避的

な学生が、必修で受講しなければならない「自己開拓」

を学生自身が積極的に受講できないと認識してしまう

と、「自己開拓」の受講に不安や恐怖を感じ、より一

層進路選択に対する回避的な態度を形成してしまう可

能性が考えられる。このことから、キャリア教育・支

援方法として、特定の科目・活動の必修化は妥当とは

いえないだろう。

本研究では「自己開拓」の受講を積極的に受講する

学生において、進路選択・決定に一定の効果があるこ

とが見いだされた。そこで今後は、「自己開拓」の受

講に回避的な学生に対する、新たな教育・支援方法を

検討していくことが求められる。

5 今後の課題

本研究では、「自己開拓」の長期的教育効果を検討

した。その結果、進路選択・決定の観点から長期的教

育効果が確認された。こうした教育効果について、本

研究では「自己開拓」の授業を通して形成されたキャ

リア意識が、長期的に教育効果を及ぼしたものと示唆

された。ただし、実際に「自己開拓」によって形成さ

れたキャリア意識が進路の選択や決定に影響を及ぼし

たのか、そもそも授業を通して形成されたキャリア意

識が高い水準のまま維持されたのかについては、実証

的に検討する余地がある。今後は、時間的展望や進路

選択に対する自己効力といったキャリア意識の媒介効

果を含めた進路選択・決定への長期的効果を検討して

いくことが求められる。

また、「自己開拓」によって形成されたキャリア意

識が、就職ガイダンスのみならず、学修行動やその他

の学校生活に関する行動、課外活動といったさまざま

なキャリア関連行動に影響を及ぼした可能性も示唆さ

れた。「自己開拓」におけるキャリア教育が、効率的

な就職活動や就職することだけを想定したキャリア教

育でないのであれば、そうした幅広い観点から長期的

教育効果を検討していく必要があるだろう。こうした

幅広い観点は、同時に就職決定に対する就職ガイダン

スとの相乗効果を検討するためにも有用である。

さらに本研究では、卒業時点の進路状況を長期的教

育効果の１指標として取り上げたが、就職・進学した

後の適応過程や発達過程に及ぼす影響を検討する必要

もあるだろう。大学におけるキャリア教育が自律的に

生きる力を育むものであるならば、本学においてキャ

リア教育科目に位置づけられる「自己開拓」も進路選

択過程のみならず、その後の適応過程や発達過程を促

すことが求められる。もしも、適応過程や発達過程に

影響するほどのキャリア意識を形成できないならば、

「自己開拓」の授業内容を改善することも必要だろう。

そのため今後は、卒業後の追跡調査を実施し、進路選

択過程のみならず進路先への適応過程や進路先での発

達過程への「自己開拓」の長期的教育効果を検討して

いくことが求められる。

最後に本研究では、平成22年度の入学者において、

長期的教育効果を確認することができた。しかし、そ

の後の入学者においても同様の傾向が得られるか定か

ではない。そのため、これらの効果が平成22年度のコ

ホート特有の傾向か、他のコホートでもみられる傾向

かを明らかにすべく、引き続き長期的教育効果を検証

していく必要があるだろう。
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1 はじめに

「視聴覚教材」という用語や理論構成が現れたのは、

1930年代以降のアメリカにおいてである。アメリカの

教育工学者 エドガー・デールは、言葉による教育効

果をより高めるために非言語教材が利用されるべきで

あると考えた。1658年にコメニウスによって著された

絵入り教科書「世界図絵」は、今日の視聴覚教材の先

駆である１）。

看護技術教育におけるビデオ学習の研究は、1990年

代から行われており、最初の論文は「基礎看護技術の

ビデオ作りに挑戦して」２）であった。2000年代に入る

と、e-learningなどオンデマンド教材や、DVD活用

による自己学習システムの開発といった研究活動が広

がりを見せている３）～９）。教育機関ごとに作成された独

自のビデオが技術習得に有効であると報告されている

が、その一方で問題点も報告されている２），10）～14）。

本学における基礎看護技術の教育においても、過去

VHSやDVDを媒体とした視聴覚教材を教員が自ら制

作していたが、大池ら９）や長谷川ら２）が指摘している

ような照明や音声に関して問題を抱えていた。

一方、視聴覚教材の活用については、「自宅でも使

える教材の必要性」３）「インターネットが使用できない

環境の学生の存在」６）「ビデオを見ながらメモを取った

り考えたりすることが難しい」15）などの課題も報告さ

れている。学生が自宅等でビデオ学習出来る環境を整

える必要がある。

本学の基礎看護技術における視聴覚教材を用いたビ

デオ学習は、教員側から視聴覚教材を提示する一方向

の活用にとどまっており、学生による視聴覚教材の評

価は行われていなかった。そこで本研究では、学内実

習後、技術試験実施後に学生が視聴覚教材に求める内

容やビデオ学習の状況を明らかにすることを目的とし

て調査を行った。

学生の評価内容を踏まえて、魅力ある授業づくりを

目指し、視聴覚教材を含む授業の振り返りをすること

は、学生の看護技術習得に対して有効であると考える。

2 研究目的

視聴覚教材の学生評価をとおして、学生が学習段階

によって視聴覚教材に求める内容およびビデオ学習の

状況を明らかにする。

3 研究方法

3.1 本学のビデオ学習環境の現状調査

視聴覚教材を用いたビデオ学習の前提となる視聴環

境等に関して、本学での現状をまとめる。

3.2 視聴覚教材の学生評価の調査

� 学生評価の対象

2013年度「治療支援技術実習」履修生

� 学生評価の項目

以下の項目について調査を実施する。

① 2013年度「治療支援技術実習」注射法・採血法

ビデオの視聴方法

② 学内実習前後（講義日～学内実習後１週間）の

視聴回数と、学生が感じたビデオ学習の学内実

習に対する効果

③ ビデオの内容に対する学生の評価

� データ収集方法

中部大学アンケートシステム「CumocL」を活用し、

匿名回答アンケート調査により収集する。

今回活用したCumocLは、大学教育研究センターの

アンケート調査システムである。回答者はインターネッ

トに繋がる環境であれば、いつでもどこからでも回答

をすることが可能である。実施できるアンケートの仕

様は、一設問に対して一つの回答を選択する形式（最

大10設問で回答肢は10個まで）と自由記述がある。シ

ステム的にアンケートへの回答が匿名化されており、

個人情報保護が保証されている。また、結果の単純集

計を出力することができ、集計結果を回答期間終了後

に回答者に公表することや、アンケートの実施者から

回答者に対してコメントを発信することができる。ア

ンケートの実施者は、設問単位の集計結果を CSV形

式でダウンロードすることも可能である（大学教育研

究センター資料抜粋）。学生は、同様のシステムを授

業評価アンケートで活用しているため、使用方法につ

いて改めて説明を要しないという利点もある。

� データ分析方法

CumocLによるアンケート結果に対し、記述統計を

行い、自由記述欄に記載される意見・要望などについ

ては、内容を分類整理する。
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4 倫理的配慮

中部大学倫理審査会の承認を得て研究を実施した。

（承認番号250012）

研究対象者に対し下記内容をメール及び書面にて説

明し、アンケートに回答することで同意が得られたも

のとして取り扱うこととした。

① 調査研究への参加は自由意思によるものである。

② 参加しない場合であっても、治療支援技術実習の

成績評価には関係なく、その他不利益を受けるこ

とはない。

③ 研究に参加した場合であっても、いつでも取りや

めることができる。

④ 研究の参加を取りやめることによって不利益を受

ける事はない。

⑤ アンケートの回答から個人を特定することはでき

ない。

⑥ 研究の結果は公表を予定している。

研究上知り得た情報は研究以外の目的に使用するこ

とはなく、研究に使用した情報は、研究が終了した際

には、廃棄の手続きにて処分をおこなう。

5 結果および考察

5.1 本学のビデオ学習環境の現状

� 学生のPC活用の準備

本学の学生は、授業等の学習に用いる個人のノート

PCを総合情報センターの指導の下、入学時に準備を

行う。学生はそのPCを学内および自宅にてインター

ネットに接続し、学習に用いることができる。また、

学生個人のPCだけでなく、図書館・学部の共有部・

コンピュータ・サポートデスクなど学内の複数の場所

にインターネット接続がされているPCが設置されて

おり、潤沢なビデオ学習環境が整備されていると言え

る。

� 大学の教育支援

教務支援課が管理している学内ポータルサイトのラ

イブラリでは、授業科目ごとに講義資料や課題の提示

がされる。また、総合情報センター管理のe-learning

では、授業等登録項目ごとに講義資料や課題の提示以

外に、テストの実施やビデオ教材の配信・視聴が可能

である。本研究で用いた視聴覚教材はこのe-learning

を活用して学生がビデオ学習できるようにしている。

� 視聴覚教材作成

基礎看護技術において科目担当および単元担当教員

の協力のもと学内実習の手順を検討し、単元担当教員

を中心に視聴覚教材を作成していたが、2011年から視

聴覚教材の撮影では、メディア教育センターに所属す

る技術職員の協力により、十分な動画品質のビデオを

作成している。しかし、先行研究でも問題としてあげ

られている照明や音声、アングルなどに問題を感じて

いた。

5.2 注射法・採血法ビデオの視聴方法

表１に2013年度「治療支援技術実習」注射法・採血

法ビデオの視聴方法に関するアンケート結果を示す。

これによると、ビデオの視聴方法としては自宅でPC

が８名（80％）と最も多く、学内でPCの１名（10％）

とタブレットの１名（10％）と比べると、学生はビデ

オ学習を自宅で行うことが多いことが窺えた。また、

学生の自宅にインターネット環境が整っていることも

窺えた。

視聴方法に関して、自由記述欄に「ビデオをスマー

トフォンでも見られるようにして欲しい」との要望が

あった。学生はよりユビキタスなビデオ学習を望んで

いることが推測されるが、e-learningへの動画形式が

決められている都合上、視聴できるアプリが必要とな

る。今後その環境を整えていき、スマートフォンでの

視聴を可能にしていくことで、学生のビデオ学習の機

会を向上することができると思われる。しかし、細か

な手技を学ぶことが必要な看護技術のビデオ学習には、

ある程度の画面サイズは必要であると思われるため、

小さな画面のスマートフォンでのビデオ学習に対応す

る方法を検討する必要がある。

5.3 ビデオ視聴回数と学内実習に対する効果

表１に注射法・採血法の学内実習前後（講義日～学

内実習後１週間）のビデオ視聴回数と、学生が感じた

ビデオ学習の学内実習に対する効果を示す。

� 学内実習前は、注射・採血共に３回以上視聴して

いた。 採血は５回以上視聴した学生が４名

（40％）と多く、学内実習で学生同士での採血を

実施することや、１本が15分と見やすい長さであっ

たことも影響があると考えた。

� 学内実習後１週間以内は「見ていない」学生が注

射５名（50％）採血４名（40％）と多く、注射は

１週間後に採血の学内実習が控えていたことが影

響しているのではないかと推測された。

� 学内実習への役立ちは、注射：「とても役に立っ

た」４名（40％）、「役に立った」５名（50％）

「まあまあ役に立った」１名（10％）であった。

採血：「とても役に立った」３名（30％）、「役に

立った」７名（70％）であった。

自由記述欄の回答では、「もう少し近くから撮って

欲しい」や「どうやって針を刺入しているか見づらかっ

た」など撮影時のズームやアングルに要望が示されて

いた。これは5.1�に記した問題と同様であり、視聴

覚教材を作成する際に必ず課題となるものである。今

―22―

上田ゆみ子・宮内義明・堀 文子



後も学内実習に向けた視聴覚教材を作成する際には十

分検討し、改良・改善を計っていくことが必要である。

5.4 ビデオの内容に対する学生評価

表２に注射法・採血法ビデオの内容に対する学生の

評価を示す。

� 視聴時間の長さはいずれも80％以上の学生が良い

と回答した。

� カメラのアングルについては、注射は「あまりよ

くない」３名（30％）、採血は「あまりよくない」

１名（10％）であった。

� 字幕の表現については、注射は「ふつう」３名

（30％）「あまりよくない」３名（30％）、採血は

「ふつう」３名（30％）であった。

� 手技の速度については、注射は「ふつう」３名

（30％）、「あまりよくない」１名（10％）、採血は

「ふつう」２名（20％）、「あまりよくない」１名

（10％）であった。

自由記述欄の回答では、注射について、「針の刺入

について方法や程度などについて見づらい、よくわか

らない」という意見があった。他には、「看護師の立

つ位置やワゴンの位置がわかりやすかった」「声かけ・

観察の仕方がわかりやすかった」との意見が見られた。

採血については、「実施の仕方で注意点が最後にもう

一度流れたところが良かった」「針の刺し方、声掛け

が一番実施前に気になっていてその部分もわかりやす

く勉強になった」「挿入した注射器の固定の仕方が特

にわかりやすかった」「採血の流れがわかりやすかっ

た」という良い評価と、「もう少し近くから撮って欲

しい」との要望もあった。これらも学内実習に向けた

視聴覚教材を作成する際の検討課題であると考える。

表２ ビデオの内容に対する学生評価

6 おわりに

今回の調査は、CumocLを視聴覚教材の学生評価に

初めて活用するということと、研究協力の要請に期間

を十分に確保できなかったことが影響し、回答率が低

い結果となり十分な成果を得たとは言えない。しかし、

学生からの意見を取り入れて授業改善へつなげていく

取り組みとしては意義がある調査だったと考える。今

後同様の調査研究を今回の経験を踏まえて行うことで、

双方向の教育改善につながっていくと考える。
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1 はじめに

中教審の答申を受けて「学生の主体的な学び」が注

目され、その学生の主体的な学習を引き出す教授法と

して「アクティブ・ラーニング」が推進されている。

また、アクティブ・ラーニングには様々な形態があり、

これまで既に教員自身も意識せず実施されているもの

もある。今回、中部大学におけるアクティブ・ラーニ

ング授業（AL授業）に関するアンケートを教育プロ

ジェクト申請準備のために実施する機会を得たので、

ここでその結果を公表することとした。今回、多くの

専任教員の皆様から回答を得ることができ、紙面をお

借りして感謝申し上げる次第である。

2 アンケートの概要

今回のアンケートは、回答期間：2014年３月３日

（月）～３月14日（金）において、全専任教員について

アクティブ・ラーニング（以下AL）アンケート（卒

業研究を除く）をメールにて実施し、回答率30.1％

（131人/435人（2014年３月時点））を得た。アンケー

トの内容は表１に示す。

表１ アンケートの質問項目

項目を挙げ、授業形式、AL形式については複数選

択が可能な形式とし、実施したことがある形式と今後

実施したいと考えている形式にマークの種類を変えて

記入いただいた。なお、アンケートでは敢えてALの

定義を行わずアンケートを実施した。また授業サポー

ターとしてTA、SA、PSの人数を記入できるように

した。

3 本学のAL授業の状況

2013年度にAL授業実施してきたという回答があっ

た教員は、119人（専任の27.3％）であり、AL形式の

授業の授業数は369件であった。2013年度の開講授業

数は非常勤も含めて4,058件であることから、９％以

上の授業でAL授業が実施されている。ここで示す数

字は専任教員に行ったアンケートの回答があった数で

あり、実際にはこれ以上の教員、授業でAL授業が実

施されていると読み取れる。表２は取り組んだAL形

式と、導入したいAL形式に分けて整理している。一

つの授業で複数のAL形式を取り入れており、複数実

施となっている。

表２ ALの実施と導入したいAL形式

3.1 2013年度に実施されたAL授業の形式

2013年度に専任教員によって実施されたAL授業の

形式について図化したのが図1.1である。最も多いの

が「ピア・ティーチング（学習者同士の教え合い）」

である。授業中に一人で考えるのではなく、隣の受講

者（エルボパートナー）で教え合う形式である。また

２番目に多いのが「ディベート（討論）の利用」であ

る。これは、本来のディベートだけでなく、ディスカッショ

ンも含んだ回答になっていると推察される。したがっ
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て隣の受講者等複数人でディスカッションする形式も

あり、「ピア・ティーチング」と同じく、授業時間は割

かれるが準備としては比較的容易で取り組みやすい形

式であり、結果もそのことを表していると考えられる。

３番目に多かったのが 「問題解決型授業PBL

（Problem BasedLearning）」であった。ALから最

も想定される形式であり、124授業で実施されている。

「クリッカー（Cumoc）を用いた授業」では12授業と

以外に少ない。しかし、図1.2に示す導入したい取組

み（形式）では、他の形式と同じように導入したいと

考えられており、使用方法の周知によって増加するも

のと期待される。一方、「反転授業」は実施、導入し

たい取組みどちらも低い。「反転授業」は、学生が自

宅で授業ビデオなどを見ながら自習し、授業時間では

問題を解き、実習するという従来の学習の場が、教室

と自宅での場が反転した取り組みである。まだ、認識

されていないこともあるが、授業ビデオコンテンツな

どの初期の手間も掛かることから授業に導入すること

が少ないものと推察される。

AL授業になじまない授業を除いた授業への導入に

当たっては、授業準備の手間は勿論、授業進度の効率

が上がらない、適切なAL手法の教員の知識や学生数

と講義室の形態等の要因があると考え、次に様々な側

面から整理して分析を行った。

3.2 授業規模別のAL授業

AL授業は、受講生数や講義室の大きさなどによっ

ても影響すると考えられる。そこで、図２に授業規模

による整理を行った結果を示す。

少人数のクラスほど、AL授業の実施数が多い傾向

が読み取れる。授業数の差もあるが、131人以上にな

ると極端に減る傾向がある。しかし、51人以上130人

までの規模では、あまり授業規模の差がない。人数が

多くなっても130人までの規模であれば、担当教員が

適したAL形式を選択していることが考えられる。そ

こで、規模別に「実施AL形式」と「実施してみたい

とAL形式」をそれぞれ図3.1、図3.2に示した。
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図3.1より、「ディベート（討論）の利用」「ロール

プレイング/シミュレーション」「フィールド学習・

体験授業」は小規模の授業に多い傾向が、また「ピア・

ティーチング」「e-learning」は50人以上の人数が大

きい場合に多く実施されている傾向がある。「PBL

（問題解決型授業）」はグループに分かれて実施するこ

ともあり、受講生数にあまり左右されていない結果が

得られた。図3.2は実施してみたいAL授業であるが、

「ディベート（討論）の利用」「クリッカー（Cumoc）

を用いた双方向授業」「e-learning」が50人以上の規

模で多く、「フィールド学習・体験授業」は30人未満

の授業で多い結果となった。「ディベート（討論）の

利用」は人数が少ない授業に実施しているだけでなく、

受講者数が多い授業でも利用したいと考える教員が多

く、ディベートは授業の総合的な達成目標を評価する

重要な手法と認識されているものとも取ることができ

る。

3.3 AL授業の形式と開講年次

AL授業の種類と開講年次について図４のように整

理した。ここから、低学年次には、「ロールプレイン

グ/シミュレーション」「クリッカーを利用した双方

向授業」「e-learning」といったAL授業が多く、基礎

的知識を修得させることにポイントをおいた形式が採

用されているように考察できる。逆に、「ディベート

（討論）の利用」や「フィールド学習・体験授業」を

基礎が終わった高学年に応用として実施されている傾

向にある。カリキュラムに沿った適切なAL授業が勘

案されているものと考えられる。

図４ AL授業の取組みと授業開講時期

3.4 学部別のAL授業の実施数

AL授業に適した授業、適さない授業があることは、

誰しも容易に理解できる。そこで、学部ごとにその違

いはあるのか、AL授業が実施されている授業を学部

別に分類してみた。結果を図５に示す。

生命健康科学部、工学部、人文学部、現代教育学部

の順でAL授業が実施されている結果が得られた。こ

れは、アンケート回答数でもあるので全てを示してい

るとは限らないが、参考までに示した。助教以上の人

数に比例する傾向が見られたため、助教以上の人数で

AL授業取組数を除して学部ごとで教員１人当たりの

AL授業取組数を割り出した（全学共通は除く）。概ね、

教員１人当たり、0.5取組数となった。理系、文系、

資格系学部に関係ないことがわかった。現代教育学部

では、教員１人当たりのAL授業取組数は2.0と最も多

く、教育者を養成する上で必須の教育形式とも判断で

きよう。逆に応用生物学部が0.33取組数と最も低いの

は、授業規模が他学部に比べて大きいことに因るもの

と推察されるが、ここでは詳細な分析は行っていない。

また、AL授業の取組が行われる授業の開講年次に

ついて、国際関係学部や応用生物学部では高学年次に

なるほど高い傾向があり、3.3で述べたような「フィー

ルド学習」といったAL形式によるものと考えられる。

図５ 学部別AL授業実施数

3.5 １つの授業におけるAL授業の形式

１つの授業に対して、複数のAL授業の形式を取り

入れていることが、今回のアンケートから明らかとな

り、AL授業を取り入れている中での取組数を図６に

整理し、結果を示す。
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約半数が、１種類だけを取り入れている結果である

が、２種類としている授業も３割ほどあることがわか

る。このことから、AL授業を取り入れている教員は、

複数形式で取り入れることに抵抗は少なく、授業の達

成目標にあった効果的なAL授業形式を教員が考え実

施していることがうかがえる。

4 AL授業における１週間の授業外学習時間

次に、AL授業における授業外の学習時間について

AL授業を実施されている先生方にご協力いただき、

AL授業を受けている学生に授業外学習時間のアンケー

ト調査を実施した。５月の初めと授業が進んでいなく、

またサンプル数（１年から３年時の933人）と少ない

が参考までに整理した。サンプル授業数は、受講者数

３人から136人の授業で表３のようであった。

表３ AL授業における授業外学習時間の調査

図7.1にはAL授業に関する１週間の授業外学習時間

を、また図7.2には、すべての授業に対する授業外学

習時間の合計を示す。調査した時期が学期の初めであ

るため、該当AL授業に関して学外学習時間を持って

いない学生が半分ほどいるが、２時間以上という学生

もいた。概ね、該当AL授業に対しては30分以内とい

うところである。しかし、学生にとっては、該当AL

授業以外の科目もあり、全体としては30分から１時間

程度であった。複数科目を履修していることを考慮し

てみると、AL授業の学外学習時間は少ないとは一概

には言えない。現在、実施されているAL授業の形式

によれば、「ピア・ティーチング」や「ディベート

（討論）の利用（ディスカッション）」など、授業の予

習・復習に充てる時間はあまりとられない形式と考え

られるが、今後、先に示した「反転授業」などが実施

されれば、さらに多くの学外学習時間が延びることが

容易に予想される。

5 おわりに

今回、全学を対象として専任の教員の皆様方に、

AL授業についてアンケートをお願いする機会を賜り、

副学長の後藤俊夫先生を始め、多くの方にご協力いた

だきました。皆様方に改めて心より御礼申し上げます。

ここでとりまとめた内容は、私的で偏った分析になっ

ているかもしれませんが、現状を知っていただくデー

タとして少しでもAL授業を取り組む、または取り組

もうとされる先生方の参考になれば幸いです。

日本高等教育開発協会の沖 裕貴会長（立命館大学

教授、中部大学客員教授）が９月のフォーラム閉会の

挨拶で、「アメリカでは『主体的な学び』というキー

ワードは出てこない。さらに日本ではAL授業で学生

の主体的な学びを引き出すという矛盾がある。このこ

とをよく理解してAL授業をもう一度我々教員は考え

直さなければいけない。」ということを言及されてい

ました。AL授業と聞くとPBL授業、反転授業とスキ

ルに目が行ってしまいがちですが、AL授業の最も重

要な点であることを気づかされたお言葉でした。

大学教育研究センター副センター長

教授 工学部 都市建設工学科
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1 はじめに

平成23年度の全学共通教育のカリキュラム改訂以来、

全学英語教育科では全学共通教育科目のスキル教育科

目として「英語スキルⅠ/Ⅱ」を実施している。１）当科

目の基本方針や実施方法、授業内に実施した到達度確

認テストの結果については、大門他（2010,2011,

2012）、和田他（2013）で報告した。本稿では、「英語

スキルⅠ/Ⅱ」の３年目にあたる平成25年度の変更点

およびテスト結果について報告を行いたい。

2 平成25年度の変更点

平成25年度の大きな変更点は次の３つである。第一

に、既存の教科書の代わりに、全学英語教育科の教育

方針を適格に反映させる目的で作成した独自の教科書・

教材の使用を始めたことである。２）

第二に、秋学期に実施していたプレースメントテス

トを実力テストと位置づけ、全員に受講を課すと同時

に得点を成績に反映させるようにしたことである。こ

れにより、到達度確認テストだけでなく、入学時のフ

レッシュマンテストの結果と秋学期の実力テストの結

果の比較を通して英語力の変化を測ることが可能となっ

た。

第三に、各学期末に行っている統一の到達度確認テ

ストの構成を変えたことである。(�)英語を日本語

にする語彙問題、(�)日本語を英語にする語彙問題、

(�)文法に関する問題、(�)読解方略に関する問題

という４つの構成は変わらないが、上級と中・初級で

異なる問題を使用していたこれまでと違って、全ての

級で共通の問題を使用し、上級に対してはより高度な

語彙問題（英語を日本語にする問題）を追加するよう

に改めた。こうすることで、フレッシュマンテストや

実力テストと同じように、（共通テストの部分に関し

ては）３つのレベルの学生の成績を同時に分析するこ

とが可能となった。

なお、再履修者は、フレッシュマンテストの受講年

度が異なること、また、春学期または秋学期のみの受

講生がいることから、今回の報告の対象外とした。

3 到達度確認テストの結果

3.1 春学期

春学期の到達度確認テストの受験者は、初級253名、

中級1880名、上級287名の合計2420名であった。レベ

ル毎の結果を表１から表３に示す。なお、分析には

SPSSStatistics20（MacOSX版）を用いた。

表１ 春学期の到達度確認テストの結果（初級）

表２ 春学期の到達度確認テストの結果（中級）

表3 春学期の到達度確認テストの結果（上級）

表中の「英日」および「日英」はそれぞれ、「英語

を日本語にする問題」と「日本語を英語にする問題」

を指す。「文法」は「文法に関する問題」、「方略」は

「読解方略（リーディング・ストラテジー）に関する

問題」を指す。この４つに分類した問題は、初級・中

級・上級共通である。表３の「英日上」は、上級クラ
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スのみを対象とする「英語を日本語にする問題」を指

す。なお、得点については、100点満点として計算し

てある。

到達度確認テストは公開された小テストに基づいて

おり、準備をすれば全員が満点を取れる性質のもので

ある。これを反映して、いずれのレベルにおいても平

均値は比較的高く、また初級の「日英」問題と「文法」

問題を除いて最頻値は100点となっている。高得点の

受験者が多いことは、図１～図５のヒストグラム（に

おける正規曲線からのずれ）からもよく分かる。なお、

図１～図４では全てのレベルの受験生のデータを記載

してある。図５は、上級のみのデータである。

図１ 春学期の「英日」問題のヒストグラム

図２ 春学期の「日英」問題のヒストグラム

図３ 春学期の「文法」問題のヒストグラム

図４ 春学期の「方略」問題のヒストグラム

図５ 春学期の「英日」問題（上級）のヒストグラム

しかしながら、０点という受講生もおり、対策に頭

を悩ますところである。

次に受講生のレベルに関係なく共通する４つの問題

（「英日」「日英」「文法」「方略」）について、学科毎の

箱ひげ図を示す。３），４）
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図６ 学科別に見た春学期の「英日」問題の結果

図７ 学科別に見た春学期の「日英」問題の結果

図８ 学科別に見た春学期の「文法」問題の結果

図９ 学科別に見た春学期の「方略」問題の結果

図６～図９から、学科によって非常に大きなばらつ

きがあることが分かる。また、「日英」問題と「方略」

問題の２つで特に得点のばらつきが大きいのが気にな

るところである。

次に秋学期の到達度確認テストの結果を示す。

3.2 秋学期

秋学期の到達度確認テストの受験者は、初級246名、

中級1810名、上級289名、合計2345名であった。レベ

ル毎の結果を表４～表６に、各問題の結果のヒストグ

ラムを図10～図14に示す。

表４ 秋学期の到達度確認テストの結果（初級）

表５ 秋学期の到達度確認テストの結果（中級）
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表６ 秋学期の到達度確認テストの結果（上級）

図10 秋学期の「英日」問題のヒストグラム

図11 秋学期の「日英」問題のヒストグラム

図12 秋学期の「文法」問題のヒストグラム

図13 秋学期の「方略」問題のヒストグラム

図14 秋学期の「英日」問題（上級）のヒストグラム
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春学期の各問題と秋学期の各問題との間に統計的な

相違があるかを検定したところ、いずれも有意確率

.000未満で有意な相違があるとの結果を得た。５）春学

期の到達度確認テストに比べ、全体的に点数が下がっ

ているが、「文法」問題と「方略」問題に関しては、

秋学期の学習内容だけでなく春学期の学習内容も問う

形式だったのが理由だと思われる。「英日」問題、「日

英」問題、上級のみの「英日」問題については、春学

期と秋学期で問題数は変わっていない。にもかかわら

ず秋学期の点数が下がっているのは問題の難度の違い

によるものなのか、今後検討したい。

次に、春学期の到達度確認テストの場合と同様に、

レベルに共通の４つの問題（「英日」「日英」「文法」

「方略」）について、学科毎の箱ひげ図を示す。

図15 学科別に見た秋学期の「英日」問題の結果

図16 学科別に見た秋学期の「日英」問題の結果

図17 学科別に見た秋学期の「文法」問題の結果

図18 学科別に見た秋学期の「方略」問題の結果

春学期同様、学科毎に大きなばらつきがあること、

そして４つの問題の中では「日英」問題と「方略」問

題でばらつきが大きいことが分かる。

また、春学期と秋学期の問題について相関を見たと

ころ、表７に示すように、全ての問題間で比較的高い

正の相関が見られた。６）いずれも有意確率は.000未満

である。

表７ ８つの問題の相関
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 1.000 .761** .625** .607** .569** .487** .472** .544** 

 .761** 1.000 .669** .653** .660** .525** .516** .518** 

 .625** .669** 1.000 .741** .488** .608** .563** .437** 

 .607** .653** .741** 1.000 .492** .557** .553** .418** 

 .569** .660** .488** .492** 1.000 .593** .597** .744** 

 .487** .525** .608** .557** .593** 1.000 .809** .554** 

 .472** .516** .563** .553** .597** .809** 1.000 .548** 

 .544** .518** .437** .418** .744** .554** .548** 1.000 



4 フレッシュマンテストと実力テストの結果

今年度から導入した実力テストの内容は入学時に全

員が受験するフレッシュマンテストと比較可能である

ため、ここで両者の結果について簡単に見ておきたい。

学科毎のテスト結果に関する数値を表８に、ヒストグ

ラムを図19と図20に、そして箱ひげ図を図21と図22に

示した。７）表８における学科名の後の数字「1」と「2」

は、それぞれ、フレッシュマンテストと実力テストを

表す。

表８ 学科毎のフレッシュマンテストと

実力テストの結果

図19 フレッシュマンテストの結果のヒストグラム

図20 実力テストの結果のヒストグラム
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図21 学科別に見たフレッシュマンテストの結果

図22 学科別に見た実力テストの結果

正規分布に従うかどうかを調べたところ、検定では

いずれのテストの結果についても正規分布でないこと

が分かったが、図19と図20から視覚的に明かなように、

到達度確認テストと比べればかなり正規分布よりの結

果となっている。８）

フレッシュマンテストの結果と実力テストの結果に

ついて相関を調べてみたところ、有意確率.000未満で

.803という極めて高い相関が見られた。９）

フレッシュマンテストと比べた場合の実力テストの

平均点の上昇（表８の「全体１」と「全体２」の差）

についてWilcoxonの符号付き順位検定を行ったとこ

ろ、差は有意（有意確率は.044）であるとの結果が出

た。ただし効果量は.04である。10）従って、わずかではあ

るが、教育効果があったと解釈することが可能である。

とは言え、個々のケースを見ていくと、大きく得点

を伸ばした受講生もいれば、大きく得点を減らした者

もいる。実力テストの結果とフレッシュマンテストの

結果の差を求めたところ、最大値は52、最小値は－46

であった。つまり、52点の驚異的な伸びを見せた受講

生がある一方で、46点も点を落とした受講生がいると

いうことである。具体的な数字をあげれば、伸びた受

講生が1126名、変化なしが193名、点を落とした受講

生が1010名という結果であった。

両テストの差のヒストグラムを図23に示す。

図23 両テスト結果の差

点を落とした受講生より伸ばした受講生の方が多い

のは喜ぶべき点であるが、それでも点を落とした学生

及び変化のなかった学生が相当数いるのは残念である。

さらに、フレッシュマンテストおよび実力テストと、

到達度確認テストとの相関を調べたところ、表９のよ

うになった。11）なお、有意確率は全て.000未満である。

表９ フレッシュマンテスト／実力テストと

到達度確認テストとの相関

到達度確認テストは真面目に準備さえすれば高得点

が期待できるため実力以上の得点を取る可能性は否定

できないが、それでも到達度テストの全ての項目とフ

レッシュマンテストおよび実力テストの間に有意な正

の相関がある点は注目に値する。また、相関の強さに

関して、４つの問題のうち、「日英」との相関が最も

高く、続いて「文法」または「方略」、最後に「英日」

となっていることから、日本語を英語にする問題が最

も実力を反映しやすく、続いて文法および読解方略に
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関する問題、最後に英語を日本語にする問題の順にな

るという解釈が成り立つかも知れない。

5 結語

平成25年度の教材およびテスト内容の変更により、

これまで以上に多角的に受講生の成績を比較検討する

ことが可能になった。新しいシステムを最大限に生か

し、よりよい教育体制の構築を目指していきたい。
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到達度確認テストおよび実力テストの実施・採点・
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注

１）「英語スキルⅠ/Ⅱ」は旧カリキュラムの「フレッ

シュマン英語A/B」に対応している。完成年度

を迎えていない一部の学科では旧名称が用いられ

ているが、内容は両者とも同じである。

２）これについては和田他（2013）およびWadaet

al.（2014）で報告した。

３）学科の略号は以下の通り。BA（経営会計学科）、

BG（経営情報学科）、BH（経営学科）、EA（建

築学科）、EC（都市建設工学科）、ED（電子情報

工学科）、EE（電気システム工学科）、EK（応用

化学科）、EM（機械工学科）、EP（情報工学科）、

FR（応用生物化学科）、FS（環境生物科学科）、

FT（食品栄養科学科）、HH（歴史地理学科）、HI

（コミュニケーション学科）、HJ（日本語日本文

化学科）、HW（心理学科）、LB（生命医科学科）、

LC（臨床工学科）、LE（スポーツ保健医療学科）、

LK（保健看護学科）、LP（理学療法学科）、LS

（作業療法学科）、NC（中国語中国関係学科）、

PJ（児童教育学科）、PY（幼児教育学科）。なお、

全学向けの授業を受講していない英語英米文化学

科（HF）、国際関係学科（NN）、国際文化学科

（NL）は記載されていない。

４）箱ひげ図の見方は次の通り。箱の部分には、デー

タを並べて四分割した場合の、真ん中の２つ、つ

まり全体の50％が入る。箱の中の横線は中央値を

示す。箱の上下に伸びた部分は、外れ値を除いた

最大値と最小値を表す。"○"は軽度の外れ値（箱

の長さの1.5倍から３倍まで）を、"☆"は極端な

外れ値（箱の長さの３倍以上）を表す。

５）Kolmogorov-SmirnovおよびShapiro-Wilkの正

規性検定で確認したところ、いずれのテスト結果

も正規分布していないことが分かった。このこと

は図１～図５、図10～図14のヒストグラムから視

覚的にも明らかである。このため、ノンパラメト

リック検定（Wilcoxonの符号付き検定）を用い

た。また、関西大学の水本篤准教授が提供してい

る（www.mizumoto.com）EffectSizeCalcula-

tionSheetを用いて「英日」「日英」「文法」「方

略」「上級」、各問題の効果量を計算したところ、

それぞれ「.18」「.39」「.23」「.34」「.10」であっ

た。

６）注５で述べたように、いずれのテスト結果も正規

分布していないため、ノンパラメトリック検定で

あるSpearmanの相関検定を用いた。

７）全学向けの授業を受けていない英語英米文化学科

（HF）、国際関係学科（NN）、国際文化学科

（NL）については、フレッシュマンテストの結果

のみ記載してある。また、これらの学科の数値は、

合計の数値から除外してある。

８）ここでも用いたのはKolmogorov-Smirnovおよ

びShapiro-Wilkの正規性検定である。

９）到達度確認テストの場合同様、用いたのはSpear-

manの検定である。

10）効果量の測定は、注５で言及したEffectSize

CalculationSheetによる。

11）ここでも用いたのはSpearmanの検定である。
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1 はじめに

看護基礎教育は、看護学の専門的知識・技術を習得

し、看護専門職の受験資格を得るための教育である。

文部科学省の“大学における看護系人材養成の在り方

に関する検討会”では、学士課程における看護系人材

養成について、専門職として能力開発に努め、あらゆ

る健康レベルの利用者のニーズに対応し、保健、医療、

福祉等に貢献できる応用力のある国際性豊かな人材養

成を目指す。そして、看護を取り巻く幅広い知識体系

を学び、自己理解や創造的思考力育成のための教養教

育を前提に、健康の保持増進・疾病予防を含めた看護

師等の基礎となる教育を充実していく必要が述べられ

ている１）。

これらを受けて中部大学保健看護学科では、基礎教

育科目の中で成人期の人々を対象とした、生命の危機

状況並びに疾病の急性期にある人への救命及び治療過

程における援助方法を習得する成人急性期看護学Ⅰ

（以下、急性Ⅰ）を必修科目として設定している。

2014年度春学期は、担当教員が分担して講義を行って

きたが、学生の反応から講義内容の理解が不十分では

ないかと感じていた。担当教員は以前より、本学が魅

力ある授業づくりの取り組みとして行っている、授業

時間中に受講生がスマートフォン等から回答してその

集計結果をリアルタイムで閲覧できるクリッカー：

Cumoc （キューモ：Chubu University Mobile

Clicker）を使用している。Cumocを使用した急性Ⅰ

の授業時間内での学生のアンケートで予習を行ってい

るか、復習を行っているかを聞いた結果、学生の半数

は予習や復習を行っていないと回答していた。このこ

とから、講義内容の理解が不十分である要因の一つに、

学生は予習・復習の習慣がない傾向にあり、既習の知

識が定着していないことが窺われた。そこで、2014年

度急性Ⅰの講義では、予習を定着させ、講義内容の理

解を促す一つの手段として“わからない用語調べ”を

事前学習課題（以下、事前課題）として学生に課した。

“わからない用語調べ”は当初、担当教員が他の講

義科目で考案したものである。学生が授業中に既に学

習したはずなのに忘れている用語を指定の用紙に書き

出して、復習することを目的とした。看護に限らず医

療の世界には様々な専門用語が存在する。学生はその

用語を一つ一つ理解しなければ、講義内容を理解する

ことは難しい。学生は入学当初から、様々な講義を通

して、専門用語を理解するための努力を重ねている。

しかし、次々と行われる講義の中で、一つ一つの用語

を自らが説明できるまでに学習を深めているとは考え

にくい。そこでまずは、わからない用語と理解できる

用語を区別することが、講義内容を理解する第一歩と

なると考えた。また、事前課題として課すことで、そ

の用語が初めて学ぶわからない用語なのか、既習の講

義内容で、すでに学習されていた用語なのか、またそ

れはどの既習科目でどのように学習した用語なのかの

復習のきっかけになるとともに、予習を行うことによ

り講義内容の理解が深まるのではないかと考えた。

本論文は、急性Ⅰの第９回から第11回の講義の事前

課題において、学生の記述した“わからない用語”を

分析して学生の傾向や授業方法における今後の課題を

見出すことを目的とした。

2 授業概要

本学科における急性Ⅰは、カリキュラムの中では学

科専門科目に位置付けられる。成人期（主に18歳から

64歳）にある人々を対象とした看護介入科目であり、

生命の危機状況並びに疾病により全身状態が急激に変

化する状況にある人々への救命及び治療過程における

援助方法を習得する（資料１）。本学科２年次生が春

学期に履修をする必修科目で、実習を含んだ30時間２

単位の科目である。全12回にわたり講義及び実習を行

い、３回のグループワークを経て単位認定試験となる

（資料２）。2014年度は93名が受講をした。

講義資料については、ライブラリ機能を利用して授

業の約５日前に次回の講義資料としてパワーポイント

の配布資料をウェブ上にアップしている。講義資料を

アップした際は学生に通知を行っており、担当教員が

各回で必要と考える事前課題及びその他の資料を講義

資料と共にアップしている。
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資料１ 成人急性期看護学Ⅰ授業概要

この科目では、生命危機状態の人への看護、主と

して救急看護と集中治療室における看護を学ぶ。救

急看護では、主として病院に運ばれる前のケア（プ

レ・ホスピタルケア）と病院搬送後の医療とを、臨

床の専門家を招いて学びを深め、二次救命処置や集

中治療に伴う看護について学ぶ。また、心筋梗塞、

広範囲熱傷、くも膜下出血、外傷などの事例をもと

に具体的な対応及び必要な援助について考える。

資料２ 成人急性期看護学Ⅰ授業計画

2.1 調査回の授業概要

今回、調査を行ったのは急性Ⅰのうち、第９回「救

急外来と集中治療室における看護」、第10回「人工呼

吸器を装着した患者の看護」、第11回「くも膜下出血

を発症した患者の看護」である。

第９回「救急外来と集中治療室における看護」では、

救急外来ならびに集中治療室で治療を受ける患者の身

体的・心理的特徴と看護師の役割、家族への援助、倫

理的問題等について教授する内容である。第３回で学

習している緊張性気胸（外傷等の理由で、陰圧である

胸腔内に空気が貯留することで胸腔内圧が高度に上昇

してしまい、肺が虚脱し正常に換気ができなくなり低

酸素状態に陥る）の患者の症例を用いて講義を行った。

第10回「人工呼吸器を装着した患者の看護」では、

人工呼吸器装着の適応、人工呼吸器のモード、危険性

と合併症、人工呼吸器装着中の観察、身体的・心理的

援助、家族への援助等について教授した。

第11回「くも膜下出血を発症した患者の看護」では、

くも膜下出血の病態と行われる検査、治療、合併症、

予防、くも膜下出血を起こした患者への観察と身体的・

心理的援助について教授した。

3 方法

3.1 対象者と期間

対象者は、2013年度保健看護学科入学生で、急性Ⅰ

を履修した93名である。春学期15回のうち、３回の講

義を分析対象とした。

3.2 調査方法と内容

第９回から11回までの講義では、講義資料と共にわ

からない用語とその意味を調べることができる用紙を

事前課題としてウェブ上にアップした。課題内容は、

学生に講義資料を一読し、講義資料および関連するテ

キスト頁の中から自分がわからないと思った用語を五

つ書き出して所定の用紙に記入させた。さらに、学生

がわからない用語に対して、意味を調べて記述するこ

とを求めた。講義開始前に担当教員は一通り講義室を

回り、学生のわからない用語についての傾向を把握し

たのちに講義を行い、講義終了後に用紙の回収を行っ

た。

3.3 分析方法

学生がわからない用語として挙げた用語を、毎回の

講義終了後に集計した。集計した結果は、客観的にコー

ド化して視覚化できるIBM SPSSTextAnalytics

forSurvey（TAfS）を用いて分析した。TAfSでは、

各回のわからない用語の頻度分析および共起を確認し

た。共起関係とは、ある単語と他の単語が同一文章中

に出現する確率であり、本研究においては、一人の学

生が同時にわからない用語として挙げてくる確率が高

い関係を示す。

4 結果

4.1 頻度分析

講義資料を読んだ上で、学生が挙げたわからない用

語と頻度分析の結果を表１に示した。以下、用語を

“ ”で示し、（ ）には出現頻度を示した。

「救急外来と集中治療室における看護」についての

わからない用語として、91の用語が挙げられた。上位

10位と頻度は、“トリアージ”（43）、“IABP”（38）、

“胸腔ドレナージ”（34）、“除脳硬直”（31）、“平坦脳

波”（23）、“ファシリテーター”（22）、“ICU”(20)、

“穿孔”（13）、“ドレナージ”（11）、“デブリードマン”

（9）であった。「人工呼吸器を装着した患者の看護」

については、73の用語が挙げられた。上位10位と頻度
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は、“ファイティング”（41）、“SIMV”（39）、“PEE

P”(29)、“CPAP”（28）、“VAP”（23）、“経鼻カヌラ”

（23）、“カプノメータ”（22）、“過鎮静”（22）、“NPP

V”（18）、“バイオフィルム”（17）であった。「くも

膜下出血を発症した患者の看護」については、121の

用語が挙げられた。上位10位と頻度は、“キサントク

ロミー”（33）、“ヘマトクリット”（24）、“脳ヘルニア”

（17）、“もやもや病”（16）、“ウイリス動脈輪”（14）、

“GCS”（12）、“クッシング現象”（11）、“水頭症”

（10）、“血餅”（10）、“鼻水”（10）であった（表１）。

これらの用語のうち、すでに１年次に受講した解剖

学や生理学、疾病病態学、疾病治療学概論等で学習し

ていると考えられる用語は、“除脳硬直”（31）、“バイ

オフィルム”（17）、“もやもや病”（16）、“ウイリス動

脈輪”（14）、“GCS”（12）、“水頭症”（10）、“血餅”

（10）等であり、表１に下線で示した（表１）。前回ま

での急性Ⅰの講義の中ですでに教授した用語と考えら

れる用語は、“トリアージ”（43）、“IABP”（38）、

“胸腔ドレナージ”（34）、“緊張性気胸”（9）、“経鼻

カヌラ”（23）等であり、表１に２重下線で示した

（表１）。

「救急外来と集中治療室における看護」についての

わからない用語上位15位のうち、すでに講義を終えて

学習したと考えられる用語は、上位４位を占めており

９語であった。「人工呼吸器を装着した患者の看護」

については、上位15位のうち３語であった。「くも膜

下出血を発症した患者の看護」では、上位15位のうち

９語であった。

4.2 共起関係

講義ごとで挙げられたわからない用語で、同一の学

生が挙げた単語同士を視覚化するために共起関係のグ

ラフとして図示した。共起関係とは、ある単語と他の

単語が同時に出現する確率である。グラフは、回答者

が多いほど●が相対的に大きく表現され、共通性が強

いほど線が相対的に太く表現される。

第９回「救急外来と集中治療室における看護」にお

いて、出現頻度が高かった15のわからない用語につい

ての共起関係をみた（図１）。この講義で新しく学習

する“平坦脳波”は、“除脳硬直”と強く共起してい

た。第９回の講義では、第３回の講義で学習した“緊

張性気胸”を発症した患者の症例を用いて、救急外来

での看護師の判断および役割を講義する。そのため、

緊張性気胸とはどこがどのように障害されて、患者は

どのような症状が生じているのか、看護師の判断とし

て必要な知識や必要となる技術に話が及ぶ。緊張性気

胸が理解できていないと、救急外来での看護師の判断

と役割について理解し難くなる。この“緊張性気胸”

を中心語としてみてみると、“胸腔ドレナージ”や

“トリアージ”と強く共起していた（図２）。
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表１ 各授業におけるわからない用語と出現頻度

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

43 41 33

IABP 38 SIMV 39 24

34 PEEP 29 17

31 CPAP 28 16

23 VAP 23 14

22 23 GCS 12

ICU 20 22 11

13 22 10

11 NPPV 18 10

9 17 10

9 15 9

8 12 8

8 12 8

8 VC 11 8

8 11 8



図１ 第９回講義出現頻度上位15位の共起関係

図２ 緊張性気胸を中心とした共起関係

第10回「人工呼吸器を装着した患者の看護」におい

て、出現頻度が高かった15のわからない用語について

の共起関係をみた（図３）。この講義では、SIMVや

CPAPなど略語の多い人工呼吸器の作動モードを説明

する。“SIMV”は、同様の作動モードである“CPA

P”や“PEEP”と強く共起していた。また、この講

義で新しく学習する人工呼吸器関連肺炎“VAP”は、

看護師の介入で予防することも可能である。“VAP”

は、新しく学習する“ファイティング”“ウイニング”

と強く共起していた（図４）。

図３ 第10回講義出現頻度上位15位の共起関係

図４ VAPを中心語とした共起関係

第11回「くも膜下出血を発症した患者の看護」にお

いて、出現頻度が高かった15のわからない用語につい

ての共起関係をみた（図５）。この講義で新しく学習

する“脳ヘルニア”は、“キサントクロミー”“ヘマ

トクリット”と強く共起し、“クッシング現象”“ウ

イリス動脈輪”と比較的強く共起していた。また、こ

の講義で新しく学習するくも膜下出血後に起こる症状

の一つである“脳血管攣縮”を中心語としてみている

と、“キサントクロミー”、“腰椎穿刺”と強く共起し

ていた（図６）。

図５ 第11回講義出現頻度上位15位の共起関係

図６ 脳血管攣縮を中心語とした共起関係
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5 考察

5.1 頻度分析および共起関係について

本研究の結果から、本学科の学生は、除脳硬直や平

坦脳波など漢字の並ぶ用語、IABPやSIMVなどの略

語や用語、トリアージやヘマトクリットなどのカタカ

ナの並ぶ用語についてわからないと感じる傾向が明ら

かになった。また、ウイリス動脈輪や前交通動脈など、

すでに既習の解剖学や生理学、疾病治療論で学習した

と考えられる用語も、わからない用語として多く挙げ

られていた。さらに、トリアージやIABPなど急性Ⅰ

で教員が近々に講義した内容の用語でさえも、わから

ない用語として挙げられていたことが明らかになった。

「救急外来と集中治療室における看護」では、“ト

リアージ”の出現頻度は43であった。受講者のうち約

46％が“トリアージ”という用語をわからないと挙げ

たが、“トリアージ”は第１回の講義の範疇でテキス

トにも出てきている。つまり、講義で説明して講義中

に何度か使われた用語であっても、約半数の学生の記

憶にとどまっていない用語といえる。また、“IABP”

の出現頻度は38であった。この用語は、第８回の講義

で説明をしているものである。IABPとは、重症心不

全患者の治療の一つとして行われる大動脈バルンパン

ピングという治療の略語であるが、約40％の学生にとっ

ては、わからない用語であったといえる。「人工呼吸

器を装着した患者の看護」では、“経鼻カヌラ”の出

現頻度は23であった。“経鼻カヌラ”は、軽度の低酸

素状態にある患者に対して、酸素を経鼻的にチューブ

で投与する場合に使用する。第５回、第６回の学内実

習の際に、実物を見せて触れているものである。しか

し、今回の結果から学生は見て触れたものですら、そ

れが何であるかを認識できないこともあるといえる。

「くも膜下出血を発症した患者の看護」では、病態を

解剖学的に説明し、発症による症状や検査、治療、必

要な看護援助について講義を行うが、“ウイリス動脈

輪”“前交通動脈”“血餅”など、解剖学で学習した

はずの内容が挙げられており、記憶の定着がなされて

いないといえる。

共起関係についてみてみると、第９回「救急外来と

集中治療室における看護」の講義の中で症例患者の疾

患である“緊張性気胸”を中心語としたときに“胸腔

ドレナージ”や“トリアージ”と強く共起していた。

緊張性気胸は、第３回の講義で出てきている疾患であ

り、その治療としての胸腔ドレナージについても既習

である。“緊張性気胸”がわからない学生は、前後で

出てくる治療法の“胸腔ドレナージ”もわからなかっ

た。また、“IABP”も、“除脳硬直”や“トリアージ”

と強く共起していた。つまり、すでに学習したと考え

られる用語を挙げた学生は、同様に既に学習した内容

の用語を挙げる傾向にあった。しかし、「人工呼吸器

を装着した患者の看護」「くも膜下出血を発症した患

者の看護」では、新しく学習する用語同士での共起も

強かった。このことから、学生は新しい用語に関心を

持ち、わからない用語として挙げて取り組もうとして

いることが推察できる。

以上のことから、本学科の学生は、予習として講義

資料を一読して関心を示す一方で、解剖学や生理学、

疾病や治療に関する既習の知識が定着できていないま

まに次の講義を受けている傾向があると言える。また、

漢字・カタカナの並ぶ用語や略語について、とくに理

解ができずに記憶にとどまっていないことが示唆され

た。

5.2 急性Ⅰにおける講義への取り組み
先行研究では、看護系大学生に対する教育活動を行

う上で問題となる学生の状況として、知識や理解、思

考力についての基礎学力の低さが挙げられており２）、

まさに本学科の学生の問題点とも重なっている。林ら

は、学生の解剖学や生理学の知識が定着していない現

状を指摘しており、教育方法や内容の検討の必要性を

述べている３）。今回のわからない用語の中でも、解剖

学や生理学での学習した内容が出てきており、本学科

の学生もこの傾向にあることは容易に推測できる。現

在、大学・短期大学への志願者総数に対する入学者総

数の割合は92％に達しており、社会では大学全入時代

が到来したと言われている。こうした中で、大学教育

全体の大きな課題として、目的意識の希薄化、学習意

欲の低下等が進行しており、多様な学生への対応と併

せて学士課程で学生が身に付けるべき学習成果を明確

化していくことが求められている１）。看護学科という

職業と直結する学科においても同様である。

看護実践には疾患の知識も必要であるために、看護

を教授する教員は、疾病病態学や疾病治療論の内容を

ある程度把握し、既習科目のテキストを使用すること

で学生に想起させた上で、看護に必要な新しい知識を

教授することが有効であると考える。今回の結果をふ

まえて、急性Ⅰの事前課題では、解剖学や生理学的な

知識を想起できるような予習内容を課題として求め、

“以前に学習した”ことを意識づけさせる必要がある。

学生は課題に対して、安易にインターネットで検索し

て終わらせる現状は否めない。そのため、既習科目の

テキストも含めたテキストを活用した課題を考えるこ

とが必要である。講義では、前回講義の復習や想起が

できるような導入を行い、学生が苦手とする傾向の用

語をわかりやすい言葉で説明することが必要である。

さらに、略語や漢字が並ぶ用語については、学生にイ

メージしやすいような動画や映像などの資料を用いる
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ことで、学生の印象に残し、理解を促すことが重要で

ある。学生の略語のイメージ化をはかるために、教員

は略す前の単語に戻って説明することも必要である。

また、自分の考えをアウトプットすることで知識の定

着につながることから、授業時間内には教員が一方的

に講義をして学生は講義を聴くだけという授業形態に

とどまることなく、学生の認識や知識を表現させる時

間と機会を与えることも重要である。３年次秋学期か

らは、急性Ⅰの授業を基盤とした成人急性期看護学臨

地実習が開始になる。授業を直接担当していない実習

指導の教員にも学生の傾向を伝えるなど、教員間の情

報共有を行い、臨地実習においては講義資料を活用さ

せて見学や経験の機会を積極的に与えることで、急性

Ⅰで学習した内容を再現させることも学生の理解を促

すことに有益ではないかと考える。

現在、高等学校の生徒の国語では漢字を読み、書く

力が十分に身についておらず、思考力・判断力・表現

力など知識を活用する力と共に基礎的・基本的な知識

や技能の定着が重要であるとされており４）大学入学以

前からの問題が、本学科でも顕著化しているともいえ

る。荒川らは、高等学校において基礎・基本が定着し

ない理由として、単調で機械的な繰り返しの学習活動

が多いこと、覚えた知識を再現する機会が少ないこと、

学習した内容を他の単元やほかの教科等で振り返る場

面が少ないこと、自宅学習の習慣が身についていない

こと、を明らかにしている。そして、基礎・基本の定

着を図るための方策としては、ペアワークやグループ

ワーク等授業形態の工夫や、基礎・基本の活用する学

習活動が提案されている４）。ペアワークやグループワー

クの学習活動の方法も考慮する必要があることから、

安 永 ら の 提 案 す る LTD （Learning through

Discussion）話し合い学習法５）も有用かもしれない。

LTD話し合い学習法は学生の読む力、考える力、話

す力を育てる学習モデルで、記憶中心の学習ではなく、

他の知識や自己との関連付けを通して理解を深める学

習方法である。ここでは、各自が予習を行ったうえで、

仲間との話し合いを通じて学習課題の理解を深めるこ

とが狙いとされている。

看護系大学では、学士としての看護専門職者を育成

する義務がある。高齢化が進み医療が発展する中で、

急性Ⅰの内容は、現在の医療現場で行われている治療

内容や必要不可欠な看護が含まれている。国家試験に

おける出題頻度も高い。学生は急性Ⅰを基盤として、

より複雑でより難解な知識と技術を身につけていく。

そのため、急性Ⅰにおける学生の知識の定着は、必須

である。教員は“教えたい”ばかりに目が向き、詰め

込み式の講義になってしまいがちであるが、前述の学

生の傾向をふまえた講義内容や授業形態の改善の必要

性が示唆された。また、講義を担当する教員間の情報

共有だけでなく、科目を超えた情報交換、授業内容の

改善や検討も必要と考える。

6 既習の知識の定着に向けて

今回の結果から、すでに既習したと考える用語がわ

からない用語として多く挙げられていたことが明らか

になった。このことから、既習の知識が定着していな

いと考えられる。また、学生は略語や漢字の並ぶ看護・

医療用語、カタカナの並ぶ用語についてわからないと

感じる傾向であった。以上のことから、今後の急性Ⅰ

の講義においては、

・事前課題では、既習科目や急性Ⅰで使用するテキス

トを用いた内容の工夫

・講義では、前回までの講義内容や用語を想起できる

ような導入や振り返り

・特に略語や漢字が並ぶ用語については、学生にイメー

ジしやすいような説明と動画・資料の工夫

・学生が認識や知識を表現することで共有したり、さ

らなる疑問や理解の深まりを促すことができるよう

な授業形態の工夫

・担当講義や科目を超えた教員間の情報交換の充実

などの取り組みの必要性が示唆された。
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1 はじめに

我が国の医療を取り巻く社会環境の変化に伴い看護

師には多用な役割が求められており、看護基礎教育に

おいても看護実践能力の習得に向けた教育の強化の必

要性が指摘されている１）。看護基礎教育における臨地

実習は、看護の実践をとおして、理論と実践を統合さ

せる経験学習であり、看護実践能力を育成する重要な

学習方法である。しかし、臨地実習の場は、医療の高

度化や在院日数の短縮化、看護業務の複雑・多様化、

国民の医療安全に関する意識の向上、患者の人権への

配慮等の点から、学生の学びの範囲や機会が限定され

る傾向にある２）。

小児看護学分野での臨地実習においては、小児の特

徴である病気の進行の速さに対応できる観察力、認知

言語が発達途上の子どもとのコミュニケーションといっ

た、より高度な知識・技術が求められる一方で、多く

の学生は子どもとの関わり経験が乏しいため、小児看

護学臨地実習は学生にとって非常にストレスの高い実

習であるといえる。これまでも、学生の小児看護学臨

地実習前のレディネスの向上をめざし、臨地実習直前

の学内実習では、小児モデル人形を用いて、気管支喘

息で入院した幼児あるいは胃腸炎で入院した乳児への

検温実施という場面を再現し、学生一人一人への実技

試験を課していた。この実技試験は出来ていない部分

に対して知識・技術を教授するというティーチングの

要素が非常に強く、学生が学習の主体者として自らの

実践を振り返り、課題を解決するというラーニングの

プロセスの妨げとなっていないかという反省があった。

ともすると、学生は実技試験の結果から自信のなさを

抱えたままで臨地実習にのぞみ、臨地実習での緊張の

なかで、思考のプロセスを停滞させてしまっているこ

ともあった。このような授業に対する評価を踏まえ、

小児看護学臨地実習前の学内実習の授業設計として、

ティーチングからラーニングへの変革をめざし、2013

年度秋学期より、シミュレーション教育を導入したの

でここに報告する。

2 シミュレーション教育とは

看護におけるシミュレーション教育は、「実際の臨

床場面を模擬的に再現して、その学習環境下で学習者

が実際に経験し、それを振り返り、知識と技術を統合

していくことから実践力を向上させる教育」である３）。

シミュレーション教育には、評価と学習の二つの側面

があり、１つは実際の患者の前では評価できない実践

力の評価という側面（注射や採血といった技術試験な

ど）、もう１つは、想定した環境でシミュレーション

を行い、そこでおきたことや考えたことを振り返り、

知識や技術をより深く学ぶという学習の側面がある３）。

我々は、後者のシミュレーション教育法を採用し、

学生を未成熟な可能性 （capacity） や潜在性

（potentiality）を秘めている存在であることを捉え

なおし、学生が中心となって実習グループのメンバー

との相互協力のもとで自らの経験を重視し、学生が教

員とともに失敗を恐れずに学び合うことで、続く小児

看護学臨地実習を「やっていけそうだ」という感覚で

臨めることを目指した。

3 授業設計

3.1 シミュレーションで取り上げる状況と教

育のねらい・目標の設定

シミュレーションで取り上げる状況を設定するにあ

たり、本学科の小児看護学臨地実習で学生が多く受け

持ちを経験する事例は何か、どのような場面で学生は

困難を感じているだろうかをブレインストーミングし

た。実習病院の特徴から急性期疾患のうち呼吸器疾患

で入院する患児を受け持つことが多いこと、身体的苦

痛や入院という環境変化により機嫌が悪い乳幼児を前

にして、コミュニケーションへの困難を感じる学生が

多いことから、「気管支喘息の急性発作で呼吸困難を

呈し入院となった幼児の受け持ち実習を開始し、初回

の検温（フィジカルアセスメント）実施」という状況

を設定した（表１）。次に、設定した事例でのシミュ

レーション教育を２日間の学内実習で行うという条件

のもと、教育のねらいと５つの目標を設定した（表２）。

目標設定にあたっては、目標が学生にとって興味が持

てる内容であるか、２日間の学内実習で達成できるレ
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ベルであるかという点に留意した。すでに小児看護学

臨地実習を終えた４年生数名に事例と目標を提示し、

目標到達の可能性を確認したところ、「講義でも習っ

た疾患なので抵抗感なく臨めると思うが、事前に事例

を提示してもらって病態生理について自己学習する時

間が欲しい」との意見がきかれたため、事例について

は学内実習前に該当学生に提示し、疾患の病態生理と

関連図の作成を事前課題とした。

3.2 シミュレーション教育の展開

小児看護学臨地実習は３年次秋学期から４年次春学

期の開講科目であり、９グループに分かれた学生（１

グループ約12名）が異なる時期に受講する。３週間の

実習は、保育園実習（１週目２日間）、保育園のまと

めと病院実習オリエンテーション、シミュレーション

教育を含む学内実習（２日間）、病院での臨地実習

（２週間）で展開される。シミュレーション教育は、

事前学習→導入（ブリーフィング）→シミュレーショ

ン→デブリーフィング→まとめの流れで展開した（表

３）。スケジュールの設計にあたっては、忠実度の高

い病室（小児病室ラボ）や小児患者シミュレータSim

Junior�が１体のみという制限があるため、参加する

すべての学生がシミュレーションを１回は経験できる

よう、学生を２グループに分け時間差で実施できるよ

う設定した。
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表１ シミュレーション教育で取り上げる事例
1

4

101cm 16.0kg 

< >

3

2

< > 8 00

S

O 36.8° 110 64 Hg 114 48

) SpO2 2L

95 96% 92%

PaO2 88mmHg PaCO2 40mmHg pH 7.4) WBC 8600/μL Na 

141mEq/L K 4.0mEq/L Cl 103mEq/L CRP 0.3mg/dL TP 7.1g/dL

2 0.2mL+ 1A 4 /

3 50ml/ 8mg 6

表２ 小児看護学臨地実習直前の学内実習

における学習のねらいと目標

1

 

2

 

3

 

4

 

5

 



3.3 導入（ブリーフィング）

導入では、２日間の学内実習で取り入れるシミュレー

ション教育の基本的な考え方として、１）学習者中心

の学習であること、教員は脇役であること、２）小児

病室ラボや小児患者シミュレータSim Junior�という

環境において「見立ての世界で本気でやる」ことが大

切であること、３）これまでの講義で学んだ知識をフ

ル活用すること、４）失敗を恐れず、経験の中から必

要な知識や技術を見出していくこと、５）グループメ

ンバーとのコミュニケーションを積極的にとることを

示した。さらに、デブリーフィングをスムーズに行う

ために、１）シミュレーションで出来ていなかったと

ころを指摘するのではなく、出来ていた点（よかった

点）を見つけること、２）相手の意見を否定しないこ

と、３）我を通すのではなく、筋を通して意見を伝え

ることについて強調した。

次に、シミュレーション教育に参加する学生が見立

ての世界に本気で入り込むことができるよう、導入で

の環境や物品の説明を十分に行った。特に、使用する

小児患者シミュレータSim Junior�については、どこ

までのことが出来て、どこまでのことが出来ないのか

を示した。例えば、脈の触知や胸郭の動き（呼吸数測

定）、心音・肺音の聴取、咳嗽などについて、すべて

の学生が確認できたかを把握したうえで、顔色やチア

ノーゼの有無など、 小児患者シミュレータSim

Junior�で表現できない部分は、実施中「～を観察し

ています」と発言することで、ファシリテーター（教

員）が横で状態を説明することを示した。

また、今後のグループワークを円滑に進めるにあた

り、グループ間コミュニケーションを促すことを目的

とした、グループにおける「NGワード」を考える簡

単な課題に取り組むことをアイスブレーキングとして

導入した。

3.4 シミュレーションの実施とデブリーフィ

ング

シミュレーションの実施を写真１に示す。小児病室

ラボにはメインファシリテーター（教員）１名、サブ

ファシリテーター（教員）１名、観察をするグループ

の学生４名が待機をしており、実施学生の２名の準備

が整ったところでノックし「失礼します」と言って入

室したところでシミュレーションが開始される。シミュ

レーション中、サブファシリテーターと観察をする学

生は、目標ごとに区切られたワークシートに「よかっ

た点」を静かに記入している。メインファシリテーター

は実施学生の様子を集中して追い、学生の状況にあわ

せて測定値を提示したり、観察した状態を告げたり、

会話が増えた時に咳をさせるなどのタイミングをはかっ

ている。終了時は実施した学生への労をねぎらい、全

員で拍手をして終え、次のステップ（デブリーフィン

グ）に進む。

ファシリテーターには、シミュレーション実施中の

学生の集中度を、感情・思考・行為などから把握して、
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表３ 学内実習のスケジュール3  
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的確に支援できる力が求められる４）。学生には「学習

者主体の」「失敗を恐れず」と説明しているものの、

教員と数名の学生を前にして実施をすることは緊張が

高まる状況であることは容易に想像できる。実施前の

学生の緊張度合いを把握し、緩和に向けた声掛けを十

分に行って心的準備をさせること、どのような状況で

学生を見守るか、助け舟をだすか、あるいはシミュレー

ションを中断するかといった判断ができるよう、「シ

ミュレーション実施中の必要となる指導者のスキル

（表４）」をガイドとし、教員間で毎回のシミュレーショ

ンを振り返り、ファシリテーターとしての改善点を見

出していった。

写真２はデブリーフィングの様子である。デブリー

フィングの最初の５分で、周囲で観察していた学生に

は、ホワイトボードに目標ごとに「よかった点」を書

き出させ、その間に教員（メインファシリテーターと

サブファシリテーター）はシミュレーションの状況を

振り返り、どのような発問を投げていくかを調整する。

デブリーフィングの枠組みとしては、よかった点

（Plus） からさらによくなるために改善する点

（Delta）を導きだすPlus-Deltaと、情報収集（Gather）・

分析（Analyze）・まとめ（Summarize）の枠組みで

進めていくGASモデルがある４）。今回は、シミュレー

ションでの経験を目標に沿って振り返り、さらによく

するために実際に体験した学生と周囲で観察していた

学生らが主体的にディスカッションすることを目指し、

Plus-Deltaの枠組みでデブリーフィングを進めていっ

た。デブリーフィングを効果的に行うために、ファシ

リテーター（教員）においていくつかの指導ポイント

を担当教員で共有した。①Plus-Deltaの枠組みで進め

ること、②教員は脇役・進行役であることを意識し、

積極的に「あなたはどう思うの？」といった学習者の

思考を刺激する投げかけをする、③常に目標を念頭に

おいて、デブリーフィングで気づいてもらいたい点を

確認する、④抽象的でなく具体的なレベルの内容を示

す（サブファシリテーターは、シミュレーション実施

中の学生の行動、発言などをワークシートに詳細に記

しておく）などである。③の目標を念頭においた投げ

かけのポイントについては、指導にあたる全ての教員

が共有できるよう教育シートを作成し、５つの目標と

目標ごとの小目標、どの段階で達成させたいか、目標

に準じた学習者に期待する動き、デブリーフィングの

ポイント、必要な教材をマトリックスにし、セッショ

ンごとに目標の到達状況を教員間で確認していった。

必要な教材は事前に提示するのではなく、学生が話し

合う中で分からないことを学生自身が主体的に調べて

いく際の助けとして、教員が状況を見ながら効果的な

教材を提示するためのものである（表５）。表６に実

際にPlus-Deltaの枠組みで進めているデブリーフィン

グの内容を示す。
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写真１ シミュレーションの実施

写真２ デブリーフィングの実施

表４ シミュレーション実施中に必要となる

指導者のスキル（阿部，2013b）

● 写真中央：学生がペアになって、患児のフィジカル

アセスメントのために病室に訪室している。

● 写真右側：メインファシリテーター兼オペレーター

の教員が学生の様子を見守っている。

● 写真奥：グループの学生数名とサブファシリテーター

の教員１名が、フィジカルアセスメントの実際を観

察している。

写真左側：メインファシリテーターの教員（学生達が

ホワイトボードに書き出した「よかった点」をもとに、

デブリーフィングをすすめている。

2013b  
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表５ 教育シート（目標を念頭においたデブリーフィングのポイント）一部抜粋
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表６ デブリーフィングでのファシリテーター（教員）と学生とのやりとりの一例
6

…

…

4 4

4

A

4

5

C

…



3.5 評価方法

本シミュレーション教育の評価の主体は学生自身に

置き、学生が学内実習目標達成の自己評価表を記入し

た。学内実習終了時点で、目標１～５の小目標（計18

項目）の到達状況について、４．できた～１．できな

かったの４段階リッカートスケールで記入した。教員

はファシリテーターとして、デブリーフィング時にグ

ループにおける目標到達状況や学生の実践の妥当性を

伝え、学生が課題に対し前向きに取り組めるように環

境を整えた。今回シミュレーション教育を導入した経

緯として、安心のある学習環境の中での経験をとおし

て、学習者自身が課題を発見し解決に必要な知識や技

術を実感することで、学習が動機づけられ、続く臨地

実習に対する心理的適応も促されることを期待した。

また、本シミュレーション教育の効果を測定する方

法として、一つは主体的な学習の前提状況となる自己

効力感（自分はできる、やれているといった感情）の

側面で評価することとした。もう一つは、学生と共に

シミュレーション教育を創っていくことを目指し、

「役に立ったこと」「役に立たなかったこと」の自由記

述にて評価した。シミュレーション教育の効果につい

ては、別の機会に改めて報告する予定である。

4 今後の課題

今回、ティーチングからラーニングへの変換をめざ

し、小児看護学臨地実習前の学内実習にシミュレーショ

ン教育を導入した。シミュレーション教育の効果を量

的・質的の両側面から評価し、改善していくことが今

後の課題であるが、本教育に携わった教員は、これま

では受動的であった学生が、学内実習に真剣に取り組

み、能動的に知識・技術を習得しようとする学生の変

化から、教育の面白さを実感している。シミュレーショ

ン教育は学生と共に創るものであり、今後も学生の意

見を積極的に取り入れながら改善を目指していきたい。

シミュレーション教育を行うにあたっては、費用やマ

ンパワーの課題があるが、今ある環境（設備・機器・

マンパワー）の創意工夫で改善できることも多くある。

また、シミュレーション教育を実施するには、指導者

（教員）のスキル向上が必須となるので、定期的に開

催される指導者養成講習会などに参加できる機会を整

えていきたいと思う。

また、臨地実習のなかにシミュレーション教育をど

のくらいの割合で入れていくのかということが検討課

題となる。米国におけるNationalSimulationStudy

ResultsinaNutshell（全国シミュレーション結果）

では、臨地実習の総時間の25％および50％をシミュレー

ションに置き換えた場合に教育成果（知識、臨床能力、

批判的思考、実践の受容可能性）に影響が及ぶかを調

査しており、看護プログラムの終了時に評価された教

育成果には有意差はないと示されていた５）。この結果

を日本の看護基礎教育にも適応するにはいくつかの考

慮が必要だが、臨地実習という緊張感の高い環境（脅

威の中）でなく、失敗が許される安心した環境におい

て看護実践能力を養うことのできるシミュレーション

教育は有用であると考える。
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1 緒言

現代の妊産婦は基礎体力が低下しているうえに運動

習慣が少ないため、子どもを産み育てるための健康づ

くりがますます必要となっている。

また、妊娠・出産は自然の営みの中で女性が経験す

るできごとであるが、一方で、正常経過を逸脱すると

母子双方の健康状態に支障をきたすおそれもある。少

子化、核家族化、出産年齢の高齢化などによる女性の

育児ストレスの増加など、妊産婦だけでなく産後の女

性のメンタルヘルスも危惧されている。そのため、周

産期医療においては「よりよく、より快適に」という

ウエルネス志向にもとづいた予防的指導やケアが重視

されている。

マタニティフィットネスはこうした背景において発

展してきた。なかでも、マタニティビクスは産婦人科

医師と運動指導の専門家によって開発された運動プロ

グラムで、1985年に紹介された。全身性の有酸素運動

で総運動量が大きいにもかかわらず、軽快なリズムに

合わせて楽しく体を動かすことができることが特徴で

ある１）。現在は日本マタニティフィットネス協会の資

格試験に合格したインストラクターによって、全国約

310か所の出産施設やスポーツクラブで指導されてい

る２）。

本学のスポーツ保健医療学科は運動指導者を目指す

学生もいるため、妊産婦の運動指導についても理解し

ておく必要がある。しかし、女子学生であっても妊娠・

出産の経験がなく、若い男子学生が多いゆえに、学生

が妊婦の身体状況をイメージすることが難しい。そこ

で、学生に妊婦になりきってマタニティビクスの模擬

指導を受けてもらい、妊婦運動の目的や運動指導の留

意点を体験学習してもらったので報告する。

2 実践内容

スポーツ保健医療学科３年次春学期の開講科目「運

動器障害予防・処置法実習」において実施した。67名

の学生を２グループに分け、30分間２クールの妊婦体

験およびマタニティビクスの模擬指導を交替で行った。

以下、妊婦体験における身体的特徴の説明とマタニティ

ビクスの模擬指導の内容について述べる。

2.1 妊婦体験ー妊婦の身体的特徴の説明

妊婦体験ジャケットはこれを着用することで、文字

通り「妊婦を体験できる」教材である。重量は約７kg

あり、妊娠９か月の妊婦の腹部の大きさとなっている。

スポーツ保健医療学科と保健看護学科の備品を合計し

ても16着であったため、男子学生の約半数に着用させ

て妊娠後期の妊婦役とし、残りの男子学生はその妊婦

に付き添ってきた夫役、女子学生は妊娠中期の妊婦役

とした。

科目責任者による演習についてのオリエンテーショ

ン後、担当教員がまず妊婦体験ジャケットの正しい着

用方法についてデモンストレーションを行った。次に、

マタニティビクスの模擬指導の前に、まず基本的な指

導上の留意点を理解させる必要がある。そのため、妊

婦体験ジャケットを着用した男子学生の一人にモデル

になってもらい、とくに妊娠後期の妊婦の身体的特徴

について説明した。

本来、妊婦および胎児の安全確保のために、妊婦は

マタニティビクスなどの積極的な運動を開始する前に

医師の診察を受けて母子ともに正常経過であることを

確認し、運動許可を得ることになっている。また、毎

回の運動前に助産師などの専門家によるメディカルチェッ

クを受ける。しかし、本時では時間の都合でこれらに

ついては配付資料で簡潔に説明した。

2.2 マタニティビクスの模擬指導

模擬指導は日本マタニティフィットネス協会認定イ

ンストラクターの資格を持つ担当教員が行った。通常

のマタニティビクスのレッスンは50～60分であるが、

いくら体力に自信がある学生たちとはいえ、急に「妊

婦」になるため妊婦ジャケットを着用しての長時間の

運動は、学生の身体的負担が大きいと考えられた。ま

た、学内実習は時間の制約もあり、模擬指導はウォー

ミングアップ、ローインパクト、乳汁分泌促進、クー

ルダウンからなる15分間で構成した。

指導においては、運動のインストラクションだけで

なく、声かけの一つ一つも実際の現場で妊婦に行って

いるようにした。動きのコンビネーションは、まず足

を覚えてから手の動きを覚えて２つを組み合わせると

いったように、基本的なエアロビクス指導上の留意事
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項を示した。また有酸素運動だけでなく、分娩体位の

コツともいえる姿勢の取り方や産後の乳汁分泌促進の

ためのエクササイズについても指導した。これらを妊

婦になりきって体感することで、運動強度の確認方法

やおなかのはりに対する注意などを意識づけることが

できると考えたためである。

さらに、参加した学生全員が妊婦同様に楽しめるよ

うにユーモアを交え、担当教員らもエクササイズに参

加して、「妊婦」の運動のモチベーションが上がるよ

うに支持的声かけを行った。ただし、学生が運動指導

の専門家になることを前提として、動かしている筋肉

や関節部位の名称などは専門用語で説明した。

3 結果

3.1 妊婦体験ジャケット着用時の学生の反応

妊婦体験ジャケットの着用を促すと、「ええー!?

これ着るの？」と照れる学生、「うわっ、でかい！」

と率直な感想を述べる学生たちで一瞬にしてにぎやか

になった。興味本位で大きなおなかをトントン叩いて

みたりする学生もいた。そのような学生には、「中に

赤ちゃんがいるんだよ。大事にしよう」と注意した。

一方、男子学生であっても、始めから大事そうにおな

かを抱えながら着用する者もいた（図１）。

妊婦は胎児の発育に伴って腹部が増大することによ

り重心が前方に移動するため、自然にそれをかばうた

めに脊柱を後方に反るような姿勢になり、それゆえ腰

背部痛が生じやすい。そのことを説明すると、「ほん

とだ！体が前にいく」「ああ、もう腰が痛い」と多く

の学生がすぐに体感できたようだった。

また、妊婦は大きな腹部によって足元が見えにくく、

バランスも崩しやすいことから転倒リスクも高い。そ

こで、運動前に靴ひもをしっかりと結んであるか、実

施場所に転倒を招くような障害物はないかなど、運動

指導者は妊婦の安全面に十分配慮する必要がある。そ

のことを伝えると、「ほんとだ、危ないなあ」と早速

自身の靴ひもを結び直したり、長いジャージの裾をま

くりあげたりするなど、適切な行動の変容がみられた。

3.2 模擬指導時の学生の反応

授業前は、スポーツが得意で体力もある学生ばかり

だろうから、15分くらいでは汗もかかないだろうと思っ

ていたが、意外にも「きつい」という声が多く聞かれ、

真面目に取り組む姿が見られた。足の動きに手の動き

が加わると、とてもリズムよくとはいかない学生もい

たが、体験学習を楽しんでいたようだった（図２）。

エアロビクス経験のある学生はさすがに素晴らしい動

きで、ムードメーカーとなって場を盛り上げ、質問も

していた。

産後の乳汁分泌促進のために行う乳腺刺激（図３）

では、学生は恥ずかしそうにしながらもインストラク

ターの指示するように乳腺位置を確かめたりしていた。

終了時、「まだまだ動き足りないかな？」と聞くと、

苦笑しながら「いやあ、もういいです」「すごい汗か

きました」といった感想があった。

図１ 妊婦体験ジャケットを着用する学生たち

図２ Ｖステップに手の動きが加わって混乱気味？

図３ クールダウンを兼ねて乳腺刺激のエクササイズ
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3.3 演習記録の感想から

マタニティビクスを体験した感想について、多くの

学生が驚きや新鮮な気づきを記述した。そこで、男子

と女子、妊婦体験ジャケットの着用の有無による違い

に着目して、その一部を原文のまま紹介する。

＜ジャケット着用ありの男子＞

・初めは立っているだけで、それほど重い、とは感じ

なかったが、マタニティビクスをして動いているう

ちに、足首や膝・腰が少しずつ負担がかかってくる

のが分かった。たった数10分もしないうちにあそこ

まで体力を使ったことを考えると、妊婦さんは大変

だろうな、と思う気持ちと、さらに運動しなければ

いけなく、家で寝ているだけではいけないので、想

像がつかないくらい大変だと思う。

・妊婦は大変そうだなと思っていたが、実際に妊婦体

験ジャケットを着用し、マタニティビクスを体験し

てみて想像以上に重さを感じました。何もしていな

いのに勝手に体が後ろに反ってしまいました。日常

生活を過ごすだけでしんどくなってしまい、身体活

動が減ってしまうのでマタニティビクスで楽しく体

を動かすことは気分もリフレッシュでき、妊婦にも

胎児にも健康の維持・増進につながると感じました。

また妊婦だけでなく付きそいの夫も参加することで、

改めて妊婦を気遣うことにもつながると思いました。

・自分は将来妊婦になる事は無いが、自分が結婚し、

奥さんになった女性が妊婦になった時の気持ちが少

しでも理解してあげられると思った。全身の体重は

普段生活していく上で、とても重く、電車・階段・

普段の家での家事など、今あたり前のように出来て

いる事がつらい事だということが理解できた。自分

の母親は、このような体験をして自分を産んでくれ

たのだと思い、感謝しようとも思った。

＜ジャケット着用ありの女子＞

・お腹の重さが腰と肩にきた。腰は前に出てしまいそ

うになり、肩では肩を丸めるような姿勢になってし

まった。これでは腰痛などになるので、背筋が伸び

る姿勢をとってみたが長時間キープは大変だと思っ

た。電車などに優先席があるのはこのような理由の

ためなんだと思った。また、お父さん役の手を借り

たくなるのも分かった。

・先生の言っていた通りお腹が重たいのでどうしても

腰がそってしまう。またマタニティビクスで体を動

かすときは主に下肢への負担が大きく、あの短時間

でお尻・太ももが痛くなった。あとは肩が非常に重

く手を上に上げるときがつらかった。また運動によ

る刺激・圧迫がお腹の中の子どもを苦しませないよ

うにと自分のことだけでなく、お腹に気を使ってエ

クササイズした。

＜ジャケット着用なしの男子＞

・着用しているパートナーを見て、重そう・動きにく

そうという印象を感じた。正直、もっとゆっくり動

くのかと思っていたが、思っていた以上に激しい動

きをしたので、こんなに動いていいのかと感じたが、

説明を聞きながら、動いていると全く動いていない

よりもはるかにいいと思った。今回は足腰が強い男

性が多かったが、本当の女性だったら、体重が８

kgも増えたら、つらいことが理解できた。

＜ジャケット着用なしの女子＞

・そのままでもけっこうきつく感じた。エアロビクス

は他の講義でもやりましたが、妊婦対象となると胎

児に悪影響が出ないように、母親への負担が無いよ

うに内容を考えるべきだと感じた。

・音楽に合わせながら運動を行うことで楽しみながら

実施できると思った。妊婦特有の悩みを改善できる

ような動きを取り入れていくことにより、順調で快

適な妊娠経過が出来ると思った。多くの人数で一緒

に実施することにより、安心感も得られるのではな

いかと思った。心身のリラックスにより、出産への

準備へとつながると思った。

4 考察

本時のねらいには、妊婦運動の目的や運動指導の留

意点を自らの体験をとおして学習するということがあっ

た。授業中の学生の反応と演習記録の内容から、この

目標はほぼ達成されたと考える。当日は２グループ編

成で演習内容によって場所移動もあり、学生としても

忙しいスケジュールであったと思われるが、彼らが本

時の目標を理解し、互いに協力して取り組んだことに

よって、学生も教員も楽しんで授業ができたことによ

る学習効果が大きいと思われる。

妊婦体験およびマタニティビクスの模擬指導を行っ

た教員は保健看護学科の専任教員で、スポーツ保健医

療学科においては初めて指導を行った。保健看護学科

の３年次では、妊婦健康診査や妊婦の生活指導を行う

目的で妊婦体験ジャケットを着用して演習を行う。こ

のときも様々な感想や気づきがあるが、ここで重視さ

れるのは、体験することで妊婦にどのような体の負担

や動作の制限があるか、おなかに胎児がいる、あるい

はもうすぐ分娩を控えた妊婦の気持ちをイメージし、

どう看護につなげていくかである。

スポーツ保健医療学科の学生は、既習の解剖学や運

動機能と関連づけて、筋肉や関節の動きに着目した感
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想や、妊婦が適切なアライメントを維持するにはどう

したらよいか、母子ともに安全に効果的な運動指導を

するにはどのようなことに留意したらよいかなど体験

して学んだり考えたりしたことが述べられていた。ま

た、ジャケットを着用していない学生もマタニティビ

クスそのものの運動負荷に、着用した学生のきつそう

な様子を重ねることによって、妊婦が運動することに

ついて推察していた。類似した演習内容でも、学生の

バックグラウンドや目標が違うと体験して学ぶ内容も

違うのだと実感した。

さらに、男女によって感想や学びの内容に違う傾向

があることも興味深い。例えば、男子学生は妊婦の身

体的負担に体験をとおして気づくことで、日常生活の

大変さや運動指導の注意点にまで思考を発展させてい

るものが多かった。また、男子は将来の妻や通学時に

電車内で見かけたりする妊婦にいたわりの気持ちを示

したり、自らを産み育ててくれた母に対する感謝を示

した者も多かった。

一方、女子学生は自らも将来妊婦になる可能性があ

るためか、自分も妊娠したら運動したい、パートナー

の協力を得たいといった希望や、本当におなかに胎児

がいるような感覚になり気を遣った、妊娠中の体調管

理やリラックス効果がありそうだというように、将来

の自分に置き換えて妊婦をイメージし、より情緒的な

部分での気づきがみられたのが特徴であった。

妊産婦への運動指導は、生まれてくる子どもの健康

の保持増進や、育児を終えた後の更年期、老年期とい

う女性の長いライフサイクルにおける運動意識にもつ

ながる。実際、妊娠期に運動を始めたことを機に運動

を継続する人も多く、強く動機づけされた妊娠期に適

切な、かつ心地よい運動指導を受けることは、大変重

要である。また、本時の学びによって、次世代を産み

育む担い手である若い学生に、運動指導だけでなく自

身のライフサイクルにおいても何らかの良い影響をも

たらすのではないかと期待する。

わずか30分間ずつではあったが、このような体験学

習の成果が得られたことは大変意義があり、学科を越

えた教員間でのコラボレーションの可能性も拡がった。

今後の課題として、今回は時間の都合で妊婦に対する

メディカルチェックや緊急時の対応について詳しく説

明できなかったため、母子の安全性をいかに保証する

か、また、基本的知識として妊婦の心身の変化や特徴

をどの程度理解させたうえで本時に連動させるか、等

があげられる。こうした課題をクリアすることによっ

て、学習効果がさらに増すのではないかと考える。
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1 はじめに

2011年（平成23年）、スポーツ保健医療学科は、生

命健康科学部の６番目の学科として設置された。本学

科は、一次予防を重視する運動ができる専門家を育成

することをめざし、救急救命士、健康運動実践指導者、

トレーニング指導者、エアロビック指導員/教師、水

泳指導員/教師の受験資格が得られ、障害者スポーツ

指導員（初級）およびレクリエーションインストラク

ターについては資格が取得できるようになっている。

さて、３年次春学期に開講されている「運動器障害

予防・処置法実習（TrainingforPreventionand

CareforMotor-OrganInjury）は、保健医療に関

わる救急医学の科目群に位置づけられ、当学科の必修

科目であり、全資格に必要な科目でもある。また、１

年次、２年次において「医学・医療」「健康スポーツ」

「救急救命」などの基礎専門知識を習得し、３年次に

それらを統合して実習をするという教育課程となって

いる。

この授業の目的は、運動器障害への対応としての予

防策および運動によって生じるさまざまな疾患に対す

る応急処置についての技術を習得することである。運

動によって生じる外科・整形外科疾患に対する応急処

置について実技を行い、技術の習得を目指す。具体的

内容は、捻挫・裂傷などの外傷に対する応急処置の技

術指導を行う。また、運動器に関する障害予防のため

のストレッチングなどのコンディショニング法に関す

る実践も指導する。また、ウオーミングアップやクー

リングダウンの目的、リスク管理などを理解し、具体

的方法としてのストレッチング、筋力エクササイズ、

バランスエクササイズなど実技を行うこととしてい

る１）。

そこで、この科目の実習内容から将来指導者となり

得る学生が運動指導者としてどのように学ぶことがで

きたのか、当学科のⅠ期生（2013年度履修）のレポー

トから実習内容と学習効果について検討を行ったので

報告する。また、この研究結果から授業を見直し、さ

らに充実させたいと考えている。

2 授業について

2.1 授業内容

15回の授業内容は、表１にしめす。

表１ 授業日程

2.2 担当教員

当学科および理学療法学科に所属する救急救命士、

保健師、看護師、理学療法士、アスレティック・トレー

ナー、健康運動指導士の資格を有する複数の教員が担

当し、講義および実技指導を行った。なお、12回～15

回については、春日井市消防職員の方々にご協力をい

ただいた。

2.3 授業のすすめ方

本科目は独自に作成した実習書および応急手当講習

テキストを用いた。実習書には、毎回の授業目標、実

習準備内容、手順などが記載されている。

学生は事前に予習を行い、実習目標を記入し実習に

のぞむ。毎回終了後には実習記録の記載とともに各教

員から出された課題を行う。15回の実習終了後に「安

全に運動指導を行なうための指導者の役割について」
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（必ずサブテーマをつける）Ａ４の用紙２枚程度のレ

ポートを作成し、本科目で学んだことを統合すること

としている。

実習書

3 研究方法

3.1 対象者

2013年度本科目を履修した学生は51名であった。そ

のうち実習記録を分析することについて同意が得られ

た48名を分析対象とした。

3.2 分析方法

実習終了後のレポートにおいて学生がどのような実

習内容に着目し記述しているかを上位３つまで抽出し

た。

運動器障害予防・処置法実習においての具体的達成

目標は、以下の４項目である。それぞれについて、ど

のように学ぶことができたのかを考察した。

１）代表的なスポーツに伴う外傷（肩関節脱臼、急性腰

痛、下肢の肉離れ、膝関節の靱帯損傷、足関節捻挫、

骨折など）の病態を理解し、それらの外傷に対するス

ポーツなどの現場での応急処置対応の判断ができる。

２）運動器疾患の予防を目的としたコンディショニン

グの基礎を実践できる。

３）対象者の観察や基本的な初期対応ができる。

４）安全な運動ができるように環境を整備し、セルフ

ケアの必要性を理解し実際に説明できる。

3.3 倫理的配慮

すべての成績評価が提示された後、学生に研究の趣

旨、目的を口頭および書面にて説明した。同意書に署

名をすることによって研究に同意したこととみなした。

また、書面には、研究に同意しない場合でも不利益は

被らないこと、データは個人ではなく集団として分析

すること、研究以外での目的では使用しないことなど

を記した。

4 結果

4.1 レポートのサブテーマから

学生は「安全に運動指導を行なうための指導者の役

割について」というテーマに対して、サブテーマをつ

けてレポート課題を行った。学生48名のサブテーマは、

以下の表２に示すとおりである。サブテーマのうち

「指導（指導者）」というキーワードが表示されている

もの14名、「事故・怪我（ケガ）」13名、「応急手当」
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11名、「救急救命」「予防」はそれぞれ５名であった。

（表２）

4.2 レポート内容から

レポートの中で、学生が取り上げた実習内容を上位

３つまで抽出した。図１は、その件数を表したもので

ある。なお、ここでは、実習内容を分けているために

「応急手当」とは、捻挫・骨折・出血に対する手当を

示し、「傷の手当」とは、創傷に対しての手当を示し、

集計を別々にした。「心肺蘇生/AED」26名が最も多

く、続いて「バイタルサイン」20名、「テーピング」

13名であった。

図１ 学生がどのような実習内容に着目したか

4.3 実習内容の記述からのまとめ

集計の多いものから実習内容がどのように記述され

ているか、学生の記録から一部を引用した。

１）「心肺蘇生/AED」について

・スポーツ現場では、また運動指導を行うにあっては

ケガをさせないことが大前提であるが、しかし、あっ

てはならないが、事故、怪我が起きることがある。

そのために、応急手当、傷の手当、心肺蘇生の方法

を知っておくことが必要である。

・その場で焦ることがなく冷静に対処することが重要

である。

・指導者が救急対応できれば、指導される側が安心で

きる。

・いつもケガや事故がおこるかもしれないというシミュ

レーションしておくことが必要である。

・対象者が絶対に事故にあってはいけないという信念

が必要である。

・スポーツの障害は、救急車を呼ばないといけない場

合がある。

・今までは、指導者の指示に従っていればよい立場で

あったがこれからは指示を出すことが求められている。

２）「バイタルサイン」について

・対象者が安全に運動を行うためには、客観的な指標

が必要であり、バイタルサインの観察が必要である。

・バイタルサインは健康度を把握することになる。運

動中の異常を早期発見するために運動前と後で変化

を測定する。また、運動の効果を評価することがで

きる。

・指導者が対象者にバイタルサインを測定することを

説明することが大切である。

・運動をする対象者（若者と高齢者、スポーツ選手と

障害者、男性と女性など）の認識をもち、それぞれ

の体調、バイタルサインなどが違うことを把握して

おくことが望ましい。

３）「テーピング」について

・この実習から学びえた知識や技術を現在自分の行っ

ているスポーツの現場でいかすことができる。普段

の時でも役に立つ技術である。

・対象者にテーピングの巻き方を教えることも必要で

ある。

・テーピングの実習では、足関節内反捻挫におけるテー

ピング、膝関節、外反制限における方法を学んだ。

しわがないようにきれいに巻く、安心感があるよう

に巻けなければならない。

・正しい手段でテーピングを行うことは指導者にとっ

て必要条件である。テーピングする上でどんな知識

がいるか、足部の骨や足関節の名称を覚えないとい

けない。

5 考察

5.1 学習達成目標の学びについて

１）代表的なスポーツに伴う外傷（肩関節脱臼、急性

腰痛、下肢の肉離れ、膝関節の靱帯損傷、足関節捻

挫、骨折など）の病態を理解し、それらの外傷に対

するスポーツなどの現場での応急処置対応の判断が

できる。

「テーピング」「傷の手当」「応急手当」の実習内

容を例にあげて、「この実習から学びえた知識や技

術を現在自分の行っているスポーツの現場でいかす

ことができる」「靭帯損傷を経験したので、テーピ

ングをして怪我を防ぐようにしている」などと述べ

ている。学生は、今までに何らかのスポーツを経験

し、現在もスポーツ系の部活やサークルに所属して

いるために具体的な技術として役にたつ実習であっ

たと考えられる。学生は、普段からテーピングを実

践していることがわかったが、病態についてどのよ

うに観察し、判断して、対応したのかということの

記述は今回の実習記録からはみられなかった。今後

は、その過程を示すことができるように授業内容の

組み立てを考えていきたい。
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２）運動器疾患の予防を目的としたコンディショニン

グの基礎を実践できる。

コンディショニングの基礎にあたる実習内容は、

「バイタルサイン」「ウォーミングアップ/クーリン

グダウン」「運動処方」「メディカルチェック」「ス

トレッチ」である。これらをあげている件数が少な

いながらも、「運動を始める前」に必要だと述べて

いた。しかし「運動器疾患の予防」として、「一次

予防」の視点でとらえる傾向ではなかった。一つ一

つの実習内容を多面的にとらえ、安全に運動するた

めの技術であることを学生が認識することがのぞま

れる。

３）対象者の観察や基本的な初期対応ができる。

「バイタルサイン」を測定することは、対象者の

健康状態を把握し、運動処方にいかし、運動の中止

を判断する情報として用いることを述べており、バ

イタルサインの重要性を理解していた。

学生は、対象者の多くを「競技スポーツ者」のイ

メージで記載されているが、実習内容「高齢者・妊

婦体験」において高齢者・妊婦の体験ジャケットを

着用したことから「高齢者」の動作が困難であった

こと、妊婦の運動する際に気を付けることなど、競

技スポーツ者以外の対象をあげた学生もいた。この

ことから、実習内容から幅広い対象者に関心をもち

バイタルサインの必要性を理解しているのではない

かと思われた。

４）安全な運動ができるように環境を整備し、セルフ

ケアの必要性を理解し実際に説明できる。

「バイタルサインの測定の必要性を説明する」

「テーピングの巻き方を教える際にその説明をする

ことも必要」と述べられていた。しかし、このこと

は、対象者が自分でテーピングすることができるよ

うに指導するといった目的を含んでいるとはいいが

たかった。今後、対象者が自立するためにはどのよ

うな指導がよいか検討するために、実習内容の工夫

が必要であると思われた。

5.2 どのような指導者をめざしているか

学生の実習記録でほぼ全員が「運動中に絶対事故が

あってはならない」と述べていた。そして、万が一事

故にあわないように、この万が一の対応として「心肺
・・

蘇生/AED」を取り上げて説明をしていた。学生は、

１・２年次からスポーツに関係する疾患について学修

してきたことと学生自身のスポーツの経験から、最も

「心肺蘇生/AED」を重要視し、指導者としての課題

ととらえているのではないかと思われる。健康運動指

導士研修会の受講生に対して行ったアンケート調査に

よると、「運動中の事故に対するリスク管理対策を行っ

ていますか」という質問に対して「AEDを設置して

いる」と答えたものが、75.8％と最も高い割合であっ

た２）。このように、「心肺蘇生/AED」は、スポーツ・

運動場面では、リスク管理として重要な要素であり、

学生は使用法についても理解し、実施できるまでの知

識と技術の両面を学習できたのではないかと考えられる。

また、「対象者に運動指導するには、コミュニケー

ションスキルが必要である。うまくコミュニケーショ

ンをとっておけば、指導される側の気持ちやモチベー

ションが変わってくる。また、最初に身体計測やバイ

タルサインの測定をするとき、コミュニケーションを

とっておけば運動中に早期発見できる」「対象者と安

全に運動を行うには指導者との信頼関係を築いていく

ことが重要である」とコミュニケーションをとおして

人間関係の重要性が述べられていた。実習全体から技

術だけでなく対人関係が安全に運動を行うことにつな

がるという重要な視点が導き出されたと思われた。

保健医療学・医学の基礎および救急医学を学び、科

学的根拠に基づいて安全で適切な健康運動を指導でき

る多くの指導者を社会に輩出することは、本学科の大

きな目的でもある。そのためにも、今後この授業をさ

らに充実させていきたい。

6 まとめ

・学生は、今まで指導される立場であったが、この実

習を通して指導する立場を自覚していた。

・学生は、運動することによって絶対事故やケガがあっ

てはならないが、万が一の時に対応できるようにシ

ミュレーションしておくことの必要性を述べていた。

・学生が取り上げた実習内容は、「心肺蘇生/AED」

が最も多く「バイタルサイン」「テーピング」と続

いた。また、実施する技術だけでなく、教員が重視

していたコミュニケーションについても学びを得て

いた。

・「病態の評価」「予防の視点」「対象の理解」「コミュ

ニケーション技術」についての学びを深めるような

実習内容を検討する必要がある。
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1 はじめに

わが国では、高齢者大学は、1950年代後半から老人

大学として各地で開催され、高齢者の学習の場となっ

てきた。高齢者のニーズとともに学習内容が変容し、

近年では、受講後に高齢者自身がリーダとなり、地域

に貢献するという「人材づくり」の学習内容が課題と

されている１）２）。

平成25年版高齢社会白書（以下「高齢社会白書」と

いう）によると、60歳以上の高齢者の学習活動の参加

状況は17.4％である。参加していないが、参加してみ

たいと答えたものは40.2％であった。また、「行って

みたい生涯学習は何か」という質問に対しては、「健

康スポーツ」47.5％、「趣味的なもの」44.5％「ボラ

ンティア活動のために必要な知識・技術の内容」17.5

％と回答していた３）。

このようなことから、高齢者の半数は、学習意欲が

あり、自らの健康や関心を高める学習内容を求め、加

えて社会活動をするための技能を希望しているのでは

ないかと考えられる。

本学の地（知）の拠点整備事業（以下、COC）の

一環である中部大学アクティブアゲインカレッジ（以

下、CAAC）の設立趣旨は、リタイア後の高齢者に知

的で健康的な生活力を身につけてもらい、本学の建学

の精神でもある地域（春日井市）においてあてにされ

る高齢者リーダとなる人材を養成することである。

そこで、本研究は、春日井市在住の高齢者がどのよ

うな学習内容を求めているか、また地域の社会的問題

やその関心度などを把握し、CAACカリキュラムを作

成するための基礎資料を得ることを目的とした。

さらに、本学のCOC事業は、大学での地域関連の

正課教育を行い、将来地域に貢献できる学生を育てる

こと、併せて、地域の活性化を図ることを目的として

いる。その正課教育科目として「地域創成メディエー

ター学入門」（創造・協働・自立の精神を身につけた

あてになる人間）の授業を開講する計画である。この

科目は、本学学生とCAAC受講生が共に学ぶ学習の場

として位置づけている。学生にとって、学習意欲の高

いCAAC受講生と一緒に授業を受けることによって、

現在地域が抱えている課題を理解する視点を養うこと

ができる実践的な科目ではないかと考えている。

本研究結果から「地域創成メディエーター学入門」

の内容を含め、CAACカリキュラム内容を検討したの

で報告する。

2 調査方法

2.1 対象者

平成26年２月中部大学COC事業地域連携講演会お

よび市民フォーラムに参加した127名を対象として無

記名自記式調査を実施した。回収数は126名（回収率

99.2％）であった。無回答または年齢、性別の記入漏

れのあるものを除外し、118名（有効回答率93.7％）

を分析対象とした。

2.2 調査方法

調査用紙は、講演会等会場受付にて参加者に配付し、

会場出口に回収箱を設置して回収した。

調査項目は、基本属性（年齢、性別、居住地、居住

形態）就労の有無、社会活動等の経験資格の有無、介

護の資格取得の希望、関心のあるテーマ、学生と一緒

に学ぶ希望などについて質問した。

写真１ 講演会会場受付風景

2.3 分析方法

分析には、IBM SPSS（Statistics21）を使用した。

CAACの対象者である50歳以上の高齢者を抽出し、各

項目を基本属性について単純集計した。また、地域で

の関心事や学びたいことについては50歳未満と50歳以

上の２つに分けて比較検討した。

2.4 倫理的配慮

講演会および市民フォーラム参加者に調査目的や方

法などを口頭および書面にて説明した文書を調査用紙
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と共に配付した。回答、無回答にかかわらず回収し、

回答が得られたものは調査に同意が得られたものとし

た。また、調査用紙を受け取らなかったもの、無回答

は、調査に同意が得られなかったものとした。なお、

この調査は中部大学倫理審査委員会の承認を得て行っ

た。（承認番号第250057号）

3 結果

3.1 対象者の属性

対象者118名のうち、CAAC対象となる50歳以上は

96名（81.5％）であった。また、60歳代は43名と最も

多く、次いで70歳代39名、39歳以下13名と続いた。性

別では、男性86名（72.9％）、女性32名（27.1％）で

男性が多かった。（表１）

表１ 対象者の属性

居住地は、101名（87.8％）が春日井市在住であっ

た。市外では、名古屋市、小牧市、日進市などの近郊

から9名、県外からは5名であった。50歳以上の市内在

住は87名（90.7％）であった。

住まいについては、戸建てが98名（83.1％）、集合

住宅は20名（16.9％）であった。

就労状況については、50歳以上では、働いていない

方62名（65.3％）、毎日働いている方17名（17.9％）

であった。

3.2 対象者の仕事や活動経験など

春日井市および近郊に居住する50歳以上の対象者の

仕事や活動経験は、社会参加（ボランティア・地域活

動等）が最も多く37名（31.4％）、続いて教育関係27

名（22.9％）であった。その他では、建築関係、

ＮＰＯ活動、カウンセリングなどがあげられていた。

「クラブやサークルに入っているか」の質問では、

クラブやサークルなどのグループに所属し活動してい

る方は76名（60.1％）であった。趣味活動が37名、ボ

ランティアは20名であった。（図１）

次に資格について尋ねたところ、50歳以上では53名

（55.6％）が資格をもっていると回答し、その内訳は

介護福祉関係の資格をもっている方６名、スポーツ関

係３名、保健医療関係６名、パソコン関係３名であっ

た。その他には、簿記、建築士、料理師、カウンセラー、

学芸員など、さまざまな資格が具体的に記載されてい

た。

図１ クラブやサークルに所属

3.3 対象者のニーズ講座

「介護職員初任者研修（旧ヘルパー講座）」の希望

者は15名であり、そのうち50歳以上では10名であった。

現在、居住している地域で関心をもっていることは

何かという問いに対して、50歳以上では「高齢化」と

回答した方は66名（68.8％）「健康」48名（50.0％）

「地域防災」45名（46.9％）と続いた。50歳未満では、

教育環境が多かった。（図２）

図２ 地域で関心があること

また、これから関心をもちたいことまたは学びたいこと

については、50歳以上では、「健康」と回答した方が47

名（48.9％）とほぼ５割を占めていた。次に「学習」

41名（42.7％）「社会参加」34名（39.6％）であった。

また、50歳未満では「社会参加」９名が最も多かった。

なお、50歳未満と50歳以上を比較すると、有意な差

があったのは、「高齢者大学に通う」は50歳以上に有

意に高く、「子育て支援」は50歳未満に有意な差がみ

られた。（図３）

50歳以上では、「地域や周りの方に教えたい」とい

う質問に対して「大いに教えたい」「少し教えたい」

と回答した方は、51名（57.5％）であった。また、中

部大学の学生と一緒に学びたいと思っている方は75名

（83.3％）であった。
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39歳以下 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳代 合計 ％

男性 12 4 3 29 33 5 86 72.9

女性 1 5 6 14 6 0 32 27.1

合計 13 9 9 43 39 5 118 100.0

0

0

2

18

5

32

3

7

1

7

13

37

0% 20% 40% 60% 80% 100%

50

50



図３ これから関心をもっていることまたは学びたいこと

4 考察およびカリキュラム検討

4.1 CAAC対象者について

CAACの対象年齢50歳以上は、参加者のうち96名で

あり、研究目的である対象者が８割を占めていた。大

学が主催した講演会および市民フォーラムに参加した

方々であることから、対象者は、世代間交流や地域の

活性化などに対して関心が高いと考えられる。さらに、

これまで、世代間交流、または高蔵寺ニュータウンに

おいて住民との交流、NPO団体との関わりなど本大

学の地域活動の成果が反映され、対象者の意識はより

高くなっているのではないかと思われる。

また、対象者は、現在、社会参加（ボランティア・

地域活動等）をしていたり、クラブやサークルなどに

所属し趣味活動している方は60％とすでに社会参加活

動をしている。高齢社会白書の対象は60歳以上で報告

され、本研究と比較することは難しいが、本研究の対

象者は、意識が高いばかりでなく、すでに積極的な社

会参加活動をしている。よって、対象者の活動経験や

資格の取得内容を活かすことができるようなカリキュ

ラム内容がのぞまれる。

梨本は、「高齢者が社会や特定の他者との関わりを

豊にしていく活動」を「社会活動」とし、「そのよう

な活動に新たに参加したり、活動をとおして社会や他

者との関わりを豊かにしていく過程」を「社会参加」

として、社会活動と社会参加を区別している。そして、

学習することは、学習としての社会参加活動だととら

え、その学習の成果を地域活動に活かす場合、学習そ

のものを目的とする場合、あるいは、学習に付随する

人間交流を求めている場合の３タイプに分けることも

できると述べている４）。本研究の対象者は、８割の高

齢者が本学学生と学びたいと回答していることは、若

い世代との交流を求めていると考えられる。よって学

習を通して高齢者同士のつながりが増すことはもちろ

んだが、大学生との交流と広い人間交流を求めている

ことがうかがわれ、質の高い社会参加活動に発展する

のではないかと思われる。

今回の対象者は、本大学が地域活動している対象地

域であり、地域の活性化などには高い関心をもってい

る集団であり、春日井市全体の50歳以上の住民の関心

度や学習意欲の程度などを把握することにはいたらな

かった。

講演会などには、50歳未満、市外や県外からの参加

もあり、今後CAACに関心をもってもらうように地域

活動の評価をしながらカリキュラムを検討することが

必要である。

4.2 カリキュラムについて

高齢社会白書によると、60歳以上の高齢者の望む生

涯学習は、「健康スポーツ」「趣味的なもの」「ボラン

ティア活動のために必要な知識・技術の内容」であっ

たが、本研究結果は「健康」「学習」「社会参加」であ

りほぼ同様な結果となった。また「地域防災」があげ

られていることは、時代や地域を反映したものである

と思われる。このようなことから、１年コースは共通

科目として「健康」「学習」「地域防災」などをふまえ

て、「健康増進」「IT」「言語」「地域」「健康増進実習

（運動）」といった科目のカリキュラムを作成した。

さらに、対象者がいままでの活動経験をふまえて、

学習を積み重ねていくことができるように、２年目の

専門コースでは、社会参加活動の目的が達成されるよ

うに「健康心理学」「東洋医学」「運動と健康学」「現

代社会と福祉」など科目のカリキュラムを作成した。

50歳以上と50歳未満で有意な差があったものは、

「子育て支援方法」であった。若い世代が「子育て支

援方法」に関心をもっていることを理解し、高齢者に

向けた学習でだけでなく幅広く活動するためには若い

世代の関心事に対しても学習することができるように

カリキュラム内容の検討がのぞまれる。

4.3 正課教育～共育事業

平成26年２月24日、立教セカンドステージ大学の担

当者から高齢者や学生の共育事業についてお話を伺っ

たところ、ゼミ学習として学生との交流の場を設けて

おり、その場では高齢者の学ぶ姿勢が学生に影響を与

えているとのことであった。しかし、学生がセカンド

ステージ大学の存在を知っているのは10％に満たない

とのことであった。

本学の場合は、「高齢者自身がリーダとなるように

育成する」「学生が地域に貢献できるように育成する」

という両者の目標を達成する教育の場を設けている。

カリキュラムは、春日井市という具体的な地域の場を

教材に、そして、その地域に住んでいる高齢者と学生

が学習の場を共有することによって、学生が地域をイ

メージできるのではないかと思われる。

平成26年９月から下記のようなカリキュラムで行わ
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れるように計画した。（表２）

表２ 地域創成メディエーター学入門の内容

5 まとめ

・本研究の対象者のうち、CAAC対象の50歳以上は96

名であった。概ね研究目的に合った対象者を抽出で

きた。

・対象者が地域で関心をもっていることは、「高齢化」

「健康」「地域防災」であった。この結果を学生と正

課教育科目「地域創成メディエーター学入門」のカ

リキュラムの内容に反映することができた。

・対象者が学びたいことは、「健康」「語学・歴史など

の学習」「社会参加」であった。この結果をCAAC

の１年次共通科目に取り入れた。

・高齢者大学への通学希望者は24名、介護職員初任者

研修講習希望者は10名でありCAAC開講にむけて情

報を得ることができた。
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1 はじめに

2010年度より、中部大学ではキャリア教育科目のひ

とつとして「自己開拓」を設置した。2013年度は、そ

の４年目の年にあたる。この授業は、基本的に８週間

にわたっておこなわれ、各週の授業は２回連続、計16

回の授業時間が設定されている。この授業の構成およ

び内容についてはハラデレック・林・間宮・小塩

（2011）に詳しく述べられているが、参加型ワークショッ

プ形式で進められる授業形態となっている。この授業

のねらいは、毎回のグループを中心とした作業を通じ

て、学生間の相互作用を促し、意識や考え方の変化を

目指すものである。

これまでに、自己開拓の教育効果については組織的

な調査が行われており、３度にわたる報告を行ってき

た（小塩・ハラデレック・林・間宮,2011；小塩・ハ

ラデレック・林・間宮・後藤,2012；佐藤・小塩・ハ

ラデレック・林・間宮、2013）。たとえば、小塩他

（2011）では、自尊感情、進路選択に対する自己効力、

セルフ・コントロール、ビッグファイブ・パーソナリ

ティの各指標に注目し、自己開拓受講者（受講者群）

と自己開拓を受講していない学生（統制群）とで比較

を行った。そして、統制群と比較した場合、「自己開

拓」の授業を受講することによって、受講生の自尊感

情の向上、進路選択に対する自己効力の向上、より広

い時間的展望が得られること、生活習慣を変化させる

ような改良型セルフ・コントロールが向上すること、

勤勉性のパーソナリティが上昇傾向にあることが示さ

れた。さらに、毎回の授業時の意識調査からも、受講

生が徐々に自分自身に対する自信をもつように変化し

ていることが示唆された。また小塩他（2012）と佐藤

他（2013）によって、小塩他（2011）で見出されたの

と同様の授業の効果が、３年にわたって一貫して見出

されたことが報告されている。

本研究は、自己開拓の授業開始から４年目にあたる

2012年度においても、これまでと同様の教育効果が見

出されるのか否かを検討する。そこで、調査内容およ

び調査実施デザインも同様な手法を用いた。

2 方法

2.1 プレ・ポストテストに使用した尺度

以下の尺度を、授業前後の受講生および統制群に対

して実施した。いずれの尺度についても、小塩他

（2011）、小塩他（2012）、および佐藤他（2013）で使

用したものと同じであった。

自尊感情 自尊感情（桜井,2000）は、自分自身に

対する肯定的な感覚を意味する。高得点であるほど、

自分を肯定的に捉え、自信があり、自分に満足してい

る傾向を意味する。2010年度に引き続き、この尺度は

「私は、自分に満足している」「私はたいていの人がや

れる程度には物事ができる」などの10項目で構成され

ており、それぞれの質問項目に対して、現在の自分に

最もよく当てはまる選択肢を「いいえ（１点）」から

「はい（４点）」までの４段階で回答させた。

進路選択に対する自己効力 進路選択に対して認知

された効力予期すなわち自己効力を測定するために、

浦上（1995）によって構成された進路選択に対する自

己効力尺度を使用した。この尺度は「自分の能力を正

確に評価すること」「自分が従事したい職業（職種）

の仕事内容を探すこと」「一度進路を決定したならば

「正しかったのだろうか」と悩まないこと」などの30

項目で構成されており、それぞれの項目についてどれ

くらい自信があるかを「全く自信がない（１点）」か

ら「非常に自信がある（４点）」までの４段階で測定

した。この尺度によって測定された高得点であるほど、

進路選択がうまくいくと認識し、進路選択行動を活発

に行う傾向にあることを意味する。

時間的展望 より遠くの将来や過去の事象が現在の

行動に影響するという時間的展望の広がりを測定する

ために、時間的展望尺度（白井,1991）を使用した。

この尺度は「私の将来は漠然としていてつかみどころ

がない（逆転項目）」「毎日がなんとなく過ぎていく

（逆転項目）」「私の将来には希望がもてる」などの19

項目で構成されており、自分自身にどれくらい当ては

まるかについて「当てはまらない（１点）」から「当

てはまる（５点）」までの５段階で回答が求められた。

この尺度によって測定された得点が高得点であるほど、

過去や未来へと広い時間的な展望を持つことを意味す

る。
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セルフ・コントロール 直接的な外的強制力がない

場面で、自発的に自己の行動を統制することをセルフ・

コントロールと言う。この中には、ストレス場面にお

いて発生する情動的・認知的反応の制御を意味する調

整型（Redressive）セルフ・コントロールと、習慣的

な行動を新しくしてより望ましい行動へと変容してい

く改良型（Reformative）セルフ・コントロールがあ

る。杉若（1995）は、この２つの下位概念に、セルフ・

コントロールとは異なる対処方略を意味する外的要因

（External）による行動のコントロールを加えた３つ

の下位尺度で構成される、日常生活で観察されるセル

フ・コントロール行動の個人差を評価する尺度

（Redressive-ReformativeSelf-ControlScale,以下

RRSと表記）を作成した。今回はこのRRSのうち、

先行研究（杉若、1995）の因子分析結果において、各

因子に高い因子負荷量を示した５項目ずつ、計15項目

を抜き出して使用した。項目例は、「仕事に神経を集

中できないときには、小さな目標を立てて少しずつ処

理していく」（改良型）、「自分を悩ませる不愉快な思

いに打ち勝てないのは、いつものことである」（外的）、

「不愉快な思いに悩まされるときには、何か楽しいこ

とを考えるようにしている」（調整型）というもので

あり、今の自分自身の考え方にどの程度当てはまるか

について「全く当てはまらない（１点）」から「非常

によく当てはまる（６点）」までの６段階で回答を求

めた。

ビッグファイブ・パーソナリティ 人間のパーソナ

リティ（性格）全体を５つの次元から測定するビッグ

ファイブモデルがある。５つの次元とは、神経症傾向

（情緒的な不安定さ）、外向性（活発さ、社交性）、開

放性（知的な柔軟さ）、協調性（やさしさ、利他性）、

勤勉性（まじめさ）の５つである。小塩・阿部・カト

ローニ（2012）による日本語版TenItem Personality

Inventory（TIPI-J）を使用した。TIPIは10項目で構

成されており、「全く違うと思う（１点）」から「強く

そう思う（７点）」までの７段階で回答が求められた。

各次元は対応する正方向と負方向の項目で構成されて

おり、負方向の項目を逆転処理し合計することで、５

つの次元に対応する下位尺度得点を算出する。

2.2 毎週の授業時に使用した項目

毎回の授業時の受講生の意識の状態と変化を測定す

るために、毎回の授業終了時に授業への振り返りの自

由記述とともに、質問項目への回答を求めた。なお、

ここでは2010年度とは異なり、次の９つの質問項目に

対して「全く当てはまらない（１点）」から「とても

よく当てはまる（５点）」までの５段階で回答を求め

た：「1.今回の授業に積極的に参加することができた」

「2.今回の授業で理解できていないところがある」「3.

授業の中で他の学生から刺激を受けた」「4.毎日の生

活が充実している」「5.やる気がおきないことが多い」

「6.今の自分に自信をもっている」「7.今の自分に満

足できない」「8.将来の目標がはっきりしている」「9.

何ごとにもチャレンジしてみたいと思う」。

2.3 調査手続き・調査対象者

自己開拓の受講者に対し、初回の授業でプレテスト、

最終回の授業でポストテストを実施した。毎回の授業

終了時には９つの質問項目への回答を求めた。「自己

開拓」は15週の授業期間のうち前半８週で受講する学

生と後半８週で受講する学生にわかれているが、これ

らの調査は前半、後半で同様に行われた。小塩他

（2011）、小塩他（2012）、佐藤他（2013）と同一の手

続きにするため、これまでと同様、統制群については、

「自己開拓」を受講していない一般教養科目の受講生

に対し、自己開拓と同時期にプレテストとポストテス

トが実施された。

調査参加者の内訳は、自己開拓受講群338名、統制

群369名のとおりであった。

3 結果と考察

3.1 授業前後の変化

3.1.1 自尊感情の変化

自己開拓受講者と統制群における、授業前後の自尊

感情得点を図１に示す。群（自己開拓受講者群と統制

群）×調査時期（授業前・後）の２要因混合計画の分

散分析をおこなったところ、交互作用が有意であった

（F（1,703）＝6.99,p＜.01）。

交互作用が有意であったことから単純主効果の検定

を行ったところ、授業前において受講者群と統制者群

に差が見られ（F（1,703）＝25.45,p＜.001）,受講者

群のほうが統制者群よりも高かった。しかし授業後に

はその差は見られなかった（F（1,703）＝1.09,n.s.）。
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図１ 自尊感情の平均値



52.00

53.00

54.00

55.00

56.00

57.00

58.00

59.00

64.00

66.00

68.00

70.00

72.00

74.00

76.00

78.00

つまり、2013年度の自己開拓受講者は、受講していな

い学生に比べて高かったが、半期がたって受講してい

ない学生が受講した学生と同等にまで自尊心が上がっ

たと言える。

ただし、自尊感情が高くなったのは、統制群だけで

はない（F（1,703）＝70.81,p＜.01）。受講群による調

査時期の単純主効果が有意であり（F（1,703）＝18.88,

p＜.01）、授業前よりも授業後の方が、自尊感情得点

が有意に高かった。これまでは、自己開拓受講者の自

尊感情は上がるが、受講していない学生の自尊感情は

上昇しないことが小塩他（2011）、小塩他（2012）、そ

して佐藤他（2013）において見出されてきた。しかし

本研究の結果は、自尊感情は半期を通じて共通して高

くなることが示された。そして2013年度の特徴として、

自尊感情が高い学生が「自己開拓」を受講している可

能性が示唆された。授業開講から４年目となり、「自

己開拓」へのイメージや「自己開拓」を受講する目的

が変わってきた可能性がある。例えば、これまでは自

尊感情が低いために「自己開拓」を受講して自己に対

する自信を高めようという目的であったが、ある程度

高い自分に対する自信を、この授業を通して試したい

という目的に代わってきている可能性がある。今後、

「自己開拓」の受講の目的やイメージについても検討

していく必要があるだろう。

3.1.2 進路選択に対する自己効力の変化

進路選択における自己効力について、自己開拓受講

者と統制群における、授業前後の平均値を図２に示す。

群と調査時期の２要因混合計画の分散分析をおこなっ

たところ、交互作用が有意であった（F（1,688）＝

16.13,p＜.001）。そこで単純主効果の検定を行ったと

ころ、授業前の受講群の方が統制群よりも進路選択に

対する自己効力得点の差が有意に低かった （F

（1,688）＝26.66,p＜.001）。つまり、「自己開拓」を受

講することにした学生はそうでない学生よりも進路選

択に対する自己効力が低かったと言える。しかし授業

後は受講群のほうが統制群よりも進路選択に対する自

己効力得点の差が有意に高い傾向が見られた（F

（1,688）＝3.23,p＜.10）。つまり、進路選択に対する

自己効力が低い学生が「自己開拓」を受講するが、受

講後は受講していない学生に比べても進路選択に対す

る自己効力が高くなる傾向が見られ、「自己開拓」の

授業の効果が表れているといえる。また、受講群によっ

て調査時期の効果が有意であり（F（1,688）＝28.66,

p＜.001）、授業後の方が有意に進路選択に対する自己

効力得点が高かった。しかし統制群にはそのような効

果は見られなかった（F（1,688）＝0.05,n.s.）。した

がって、進路選択に対する自己効力が低かった学生が

「自己開拓」を受講することによって、進路選択に対

する自己効力が高まったと言える。過去３年の知見に

おいても、自己開拓受講生の進路選択に対する自己効

力の上昇が報告されており、同様の効果が2013年度受

講生においても見られたことになる。

図２ 進路選択に対する自己効力の平均値

3.1.3 時間的展望の変化

時間的展望の自己開拓受講群と統制群別の、授業前

後の平均値を図３に示す。

図３ 時間的展望の平均値

群と調査時期の２要因混合計画の分散分析をおこなっ

たところ、交互作用が有意であった（F（1,700）＝

7.65,p＜.01）。そこで単純主効果検定を行った結果、

授業前の受講群と統制群において時間的展望得点の差

は見られなかった（F（1,700）＝1.18,n.s.）。つまり、

時間的展望の高さは「自己開拓」を受講する学生とそ

うでない学生とで授業前には差がないと言える。しか

し授業後は受講群と統制群において差が見られ（F

（1,700）＝7.54,p＜.01）、受講群のほうが統制群に比

べて時間的展望が高かった。さらに、受講群における

調査時期の効果が有意であり（F（1,700）＝12.94,p

＜.001）、授業前よりも授業後の方が、時間的展望が
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有意に高かった。しかし統制群にはそのような効果は

見られなかった（F（1,700）＝0.06,n.s.）。したがっ

て、「自己開拓」を受講することによって受講してい

ない学生よりも時間的展望を高く持つようになったと

言える。

授業開始時においては、自己開拓受講者と統制群の

学生との間で時間的展望に差は見られないが、授業後

では自己開拓受講者のほうが統制群よりも時間的展望

が高くなっていた。このことは、小塩他（2011）や小

塩他（2012）、および佐藤他（2013）で報告された結

果と同様である。これらの結果から、「自己開拓」の

授業を通じて、学生の時間的展望がより広がることが

示された。

3.1.4 セルフ・コントロールの変化

日常生活で観察されるセルフ・コントロール行動の

個人差を評価する尺度（RRS）の３つの下位尺度そ

れぞれについて、２要因混合計画の分散分析を行った。

まず、改良型セルフ・コントロールについては、交

互作用が有意であった（F（1,702）＝5.30,p＜.05）

（図４）。

図４ 改良型セルフ・コントロールの平均値

そこで単純主効果検定を行った結果、授業前の受講

群と統制群において改良型セルフ・コントロール得点

の差は見られなかった（F（1,702）＝0.41,n.s.）。つ

まり改良型セルフ・コントロールの高さは、「自己開

拓」を受講する学生とそうでない学生とで授業前には

差がないと言える。しかし授業後は差が見られ、「自

己開拓」受講学生はそうでない学生と比べて改良型セ

ルフ・コントロールが高くなっていた （F（1,702）＝

6.42,p＜.05）。さらに、受講群における調査時期の効

果に有意な差が見られ（F（1,702）＝9.70,p＜.01）、

授業前よりも授業後の方が、改良型セルフ・コントロー

ルが高い傾向が見られた。しかし統制群にはそのよう

な効果は見られなかった（F（1,702）＝0.00,n.s.）。

したがって、「自己開拓」を受講することによって受

講していない学生よりも改良型セルフ・コントロール

を高く持つようになったと言える。

なお改良型セルフ・コントロールについては、これ

までの研究では改良型セルフ・コントロールが「自己

開拓」受講によって高まるかについては一貫性が見ら

れなかった。小塩他（2011）では効果が見られたが、

小塩他（2012）においては効果が見られず、佐藤他

（2013）では弱い効果が見られた。今回小塩他（2011）

と同様の結果が見られたことから、今後も改良型セル

フ・コントロールに対する「自己開拓」の教育効果に

ついて引き続き検討していく必要があると考えられる。

外的要因による行動のコントロールについての結果

を、図５に示す。分散分析の結果、交互作用は有意で

はなかった（F（1,702）＝0.54,n.s.）。群の主効果は

有意傾向であり、受講群のほうが統制群に比べて、全

体的に外的要因による行動のコントロールが高い傾向

があったが（F（1,702）＝3.20,n.s.）、調査時期の主

効果は有意ではなかった;F（1,702）＝0.94,n.s.）。し

たがって、「自己開拓」の受講によって外的要因によ

る行動のコントロールの高さは変わらないと言える。

外的要因による行動のコントロールについては、小

塩他（2011）では授業前後で統制群の得点上昇が認め

られ、小塩他（2012）および佐藤他（2013）では主効

果、交互作用ともに認められなかった。今回の結果と

あわせて考えると、「自己開拓」は外的要因による行

動のコントロールに対して明確な効果を持たないこと

が再び示唆された。

図５ 外的要因による行動のコントロールの平均値

調整型セルフ・コントロール（図６）については、

有意な交互作用が見られた（F（1,698）＝7.98,p＜.01）。

単純主効果の検定を行ったところ、授業前の受講群と

統制群において調整型セルフ・コントロール得点の差

は見られなかった（F（1,698）＝0.12,n.s.）。つまり

改良型セルフ・コントロールの高さは、「自己開拓」

を受講する学生とそうでない学生とで授業前には差が
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ないと言える。また、受講群における調査時期の効果

が有意であり（F（1,698）＝12.63,p＜.01）、授業前よ

りも授業後の方が、調整型セルフ・コントロールが高

かった。しかし統制群の調査時期の効果は有意ではな

かった（F（1,498）＝0.13,n.s.）、授業前と授業後で、

調整型セルフ・コントロールに変化はなかった。した

がって、「自己開拓」を受講した学生の調整型セルフ・

コントロールは上昇する一方で、受講していない学生

の調整型セルフ・コントロールは変化しないことが示

された。

なお、2010年度の授業では交互作用は認められず、

調査時期の主効果も有意傾向のみ認められていた（小

塩他,2011）。その一方で、2011年度では交互作用が

有意であり、「自己開拓」受講者の調整型セルフ・コ

ントロール得点の上昇が認められた（小塩他,2012）。

さらに2013年度では、受講者の得点上昇がみられ受講

していない学生の得点下降がみられた。これらの先行

研究と今回の結果とを総合すると、調整型セルフ・コ

ントロールについては、「自己開拓」受講者において

は授業前後で一貫して上昇傾向にある一方で、統制群

の得点が一貫していないことが示されていると言える

だろう。したがって、「自己開拓」の授業前後で、調

整型セルフ・コントロールの上昇は明確ではないもの

の一貫して上昇傾向にあることが示唆される。

図６ 調整型セルフ・コントロールの平均値

3.1.5 パーソナリティの変化

ビッグファイブの５つの得点それぞれについて２要

因混合計画の分散分析をおこなったところ、協調性に

おいて有意な群の主効果も交互作用も見られなかった。

神経症傾向については群の主効果のみ有意であった

（F（1,718）＝6.28,p＜.05）。図７に示すように、「自

己開拓」受講者は統制群の学生に比べ、神経症傾向が

高かった。

また、外向性については授業前後で有意な差があり

（F（1,719）＝5.42,p＜.05）、授業後は授業前に比べて

外向性が高かった。

図７ 神経症傾向の平均値

開放性については、主効果、交互作用ともに有意で

はなかった。

勤勉性については図８に示すように、授業前後の主

効果が有意であり（F（1,719）＝8.08,p＜.01）、授業

後は授業前に比べて勤勉性が高くなった。さらに群の

主効果は有意傾向であり（F（1,719）＝2.92,p＜.10）、

「自己開拓」の受講生は統制群に比べて勤勉性が全体

的に低い傾向が示された。

図８ 勤勉性の平均値

3.2 毎週の意識の変化

自己開拓の８週の授業それぞれにおいて測定された

８項目の平均値を図９に示す。なお、このグラフにお

ける第１回から第８回までの回答者は次のとおりであっ

た：第１回167名、第２回155名、第３回145名、第４

回149名、第５回151名、第６回142名、第７回114名、

第８回145名。

８つの項目得点それぞれについて、授業の開講時期

（前半・後半；被験者間）×クラス（３クラス；被験者

間）×授業週（第１回から第８回；被験者内）の３要

因混合計画の分散分析を行った。以下に各項目の分析
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結果をまとめる。

「今回の授業に積極的に参加することができた」と

「今回の授業で理解できていないところがある」につ

いては、すべての主効果と交互作用において有意では

なかった。

「授業の中で他の学生から刺激を受けた」について

は、授業数の主効果のみが有意であった（F（7,53）＝

3.15,p＜.01）。そこで多重比較を行ったところ４回目

は１、２、５回目より高く、６回目は３回目よりも高

く、８回目は５回目よりも高かった。

「毎日の生活が充実している」については、開講時

期とクラスと授業週の交互作用が有意であった（F

（7,52）＝2.43,p＜.05）。そこで単純交互作用検定を行っ

たところ、クラス２における後半開講において授業週

の交互作用が有意であった（F（7,52）＝3.47,p＜.01）。

そこで単純単純主効果検定を行った結果、クラス２の

後半開講において、７、８回目は２、５回目より高く、

４、６回目は５回目よりも高かった。

「やる気が起きないことが多い」については、交互

作用は有意ではなく、授業週の主効果は有意であった

（F（7,53）＝2.48,p＜.05）。多重比較を行ったところ、

１回目は２～８回目よりも高く、８回目は５回目より

高かった。さらに開講時期の主効果もみられ（F

（1,59）＝6.13,p＜.05）、前半より後半のほうが高かっ

た。

「今の自分に自信を持っている」についてもいずれ

の交互作用も有意ではなく、授業週の主効果は有意で

あった（F（7,53）＝3.48,p＜.01）。多重比較を行った

ところ、４～８回目は１、３回目よりも高かった。

「今の自分に満足できない」については、開講時期

とクラスと授業週の交互作用が有意であった（F

（(7,51）＝2.35,p＜.05）が、いずれの単純交互作用も

有意ではなかった。

「将来の目標がはっきりしている」については、い

ずれの交互作用も有意ではなく、授業週の主効果が有

意であった（F（7,52）＝3.09,p＜.01）。多重比較を行っ

たところ、４～８回目は１、２回目よりも高く、４、

５、８回目は３回目よりも高かった。

「何ごとにもチャレンジしてみたいと思う」につい

ても、いずれの交互作用も有意ではなく、授業週の主

効果が有意であった（F（7,54）＝2.98,p＜.05）。多重

比較を行った結果、８回目は３回目以外の授業週より

も高かった。

2012年度の授業の特徴としては、開講クラスの効果

が認められていた（佐藤他,2013）が、2013年度の特

徴としては、授業週による変化が主に見られたことが

あげられる。全体的に、自己をポジティブに評価する

項目においては週数を経るごとに上昇し、ネガティブ

な評価は下降している。特に８週目の授業においては、

「何ごとにもチャレンジしてみたいと思う」のような、
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図９ 毎週の意識得点の平均値
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今後の学生生活における積極的な態度につながる内的

な状態の上昇が見られた。また、前年度のような開講

クラスの効果がほとんど見られなかったことから、

「自己開拓」開講４年目を迎えて、全クラスにおいて

教員同士の共通認識が確立し、同等の教育が提供でき

るようになったことが示唆される。

4 まとめ

本報告では、キャリア教育科目のひとつである自己

開拓の授業効果を2010年度、2011年度、2012年度に引

き続いて検証する試みを行った。結果から、これまで

と一貫して、全体としては自己開拓を受講することで、

心理的に望ましい変容が授業を通じてもたらされてい

ることが示された。

毎年受講する学生が異なっているにもかかわらず同

様の教育効果が見られたという点は、「自己開拓」の

カリキュラム内容が安定した効果を示していることを

示唆していると言うことができる。しかしながら、自

尊感情が高い学生が「自己開拓」を受講していたとい

うように、これまで見られなかった「自己開拓」受講

者の特徴も明らかにされた。今後、「自己開拓」がキャ

リア教育科目としてより浸透していく中で、このよう

な受講者の変化も考慮しつつ、これまでの望ましい心

理的変容を維持することが求められるだろう。

また、2014年度は2013年度と異なり、講義は全て専

任講師によって開講される。さらに、内容の改変も行

われる可能性もあることから、これらの効果が学生の

心理的変容にどのような影響を及ぼすのか、今後も引

き続き検討していく必要があるだろう。
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1 はじめに

本研究は看護大学生が専門科目の授業の理解が深ま

り、授業に積極的な姿勢で臨むことができるようにな

ることを目的に、「わからない用語調べ」を事前学習

の課題とし、個人学習とグループ学習とで構成するセッ

ションを２年生の看護専門科目の授業に適用した実践

報告である。

協同的な学び合いとは、協同学習の考え方を基盤に

おいたグループ学習のことであり、単にグループで活

動する学習ではない。協同学習の考え方には５つの基

本要素がある１）。� 互恵的な協力関係：協同グルー

プを用いるときには互恵的な協力関係を構築するとこ

ろから始める。� 個人の責任性：グループ全体とし

ての成果が問われるときのグループに対する責任性と、

グループの成功のために個人に割り当てられた役割を

果たすべき責任性とが存在する。協同グループの目的

はメンバー一人ひとりが強い個人として成長すること

なのである。� 相互作用の促進：メンバー間の相互

作用を促進するためには、グループの活動を観察して

いて、適切な行動を見つけて賞賛することである。�

社会的スキル：協同学習を行うためには、お互いに効

果的に活動するために必要なグループ技能や対人的技

能を学生に教える必要がある。褒める、支援する、質

問する、情報を与える、助けを求める、助けに入る、

といった社会的スキルの訓練は目標達成度を高め、グ

ループの関係が積極的な関係構築に変化したことが実

証されている１）。� グループの改善手続き：グルー

プ学習の最後に行うことは、グループワークを効果的

なものにするために、グループがいかにうまく機能し

たかについてのきちんとした振り返りを行うことである。

以上の要素を備えたグループ学習では、学生が学ん

だ知識や自分の考えをクラスの仲間と伝え合うことを

通して相互の理解が深まり、お互いの価値を認識する

ようになる。特に学力の高い者はメンバーに教えるこ

とによって学業成績も自尊心も高まるという成果が得

られている２）。

近年、個人が予習を行ってから授業へ関心をもって

臨み、教室ではグループによる探求活動を行うという

教育方略がいくつか紹介されている。日本でも医学部

看護学部系の教育に取り入れられているチュートリア

ル問題解決基盤型学習（Problem-BasedLearning、

以下PBL）３）やチーム基盤型学習 （Team-Based

Learning,以下TBL）４）、講義映像やオンラインテス

トなどを自宅で行う反転学習（flippedclassroom）５）、

協同学習の様々な技法や考え方を基盤としたLTD話

し合い学習法（LearningThroughDiscussion、以

下LTD）６）などがある。いずれも知識の応用を教室に

おいて対話型で学ぶ授業を重視している。

この中でTBLは、「個人学習（予習）」「個人テスト

（授業内）」「グループテスト」「チームからのアピール」

「教員からのフィードバック」「応用重視の学習活動」

の６ステップに分かれており、ステップ２～５に予習

や個人の習得状況を授業の中で確認するプロセスがあ

ることが特徴である。これはステップ６の応用課題に

取り組むために必要な基礎知識を定着させるためのプ

ロセスである。

LTDの目的は、仲間同士の対等な話し合いを通し

てグループメンバー一人ひとりが学習教材である読書

課題の理解を深めることである。学生は読書課題を一

人で予習し（個人学習）、教室で仲間とのミーティン

グ（グループ討論）を行う。そのプロセスは８ステッ

プに分かれており、LTD過程プラン（表１）として

構造化されている。

表１ LTD過程プラン（ミーティング用）

LTDはもともと大学生を対象として考案されたも

のであるが、大学生にとどまらず小学生でも主体的な

学習や授業の理解を期待して多くの実践研究が行われ

ている。その結果、読書理解が深まり、話し合いを肯
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定的にとらえ、社会的スキルが向上し、グループの関

係が改善されたことなどが報告されている７）８）９）10）。

杉江（2011）２）は、授業づくりにあたって、子ども

に学ぶ気を起こさせるために「導入の工夫」を教師の

多くが行っているが、導入そのものに興味づけること

が目的ではなく、導入ののちの学習への意欲を高める

ことこそ大事であると述べている。導入に用いる教材

が導入後の授業への関心を高め、授業の理解を深める

ものであることが必要である。

そこで、授業の理解を深める事前学習として「わか

らない用語調べ」を行って、授業初めの15分間にグルー

プでの事前学習セッションを導入して授業への動機づ

けとした。導入した科目は成人急性期看護学Ⅰ（以下、

急性Ⅰ）の第８回から11回までの４回である。ここで

は、第８回「広範囲熱傷患者の看護」の授業後の反応

と、第15回の「わからない用語調べ」に対するアンケー

トの結果を報告する。

2 授業概要

本学科における急性Ⅰは、カリキュラムの中では学

科専門科目に位置づけられる。主に成人期にある人々

を対象とした看護介入科目であり、生命の危機状態並

びに救命の治療過程にある人・家族への援助方法を習

得する。受講生は本学科２年生93名である。

第８回「広範囲熱傷患者の看護」は、テキストの約

15ページに書かれている内容を理解しなければならな

い。授業の内容は熱傷患者の心身の特徴、重症度の判

断基準、熱傷の病態に基づく回復過程、経過に沿った

治療、看護について教授する。授業で用いるスライド

は、表や図、写真を多用して、実習前の学生でもイメー

ジしやすいように配慮している。また重症度判断のス

ケールについては知識として知るだけでなく、熱傷範

囲の計算問題を取り入れてスケールの活用を促した。

さらに、事前に配信するスライド資料は、重要な用語

を（ ）にして空白にしている。テキストを理解でき

れば用語を（ ）内に書き込むことは容易である。

2.1 事前学習の提示の仕方

杉江（2011）２）は、学習課題を提示する際には、「端

的に表現しようとせず、学習者に理解されるように丁

寧に記述する」ことが重要であると述べている。学習

課題は、グループの目標であると同時にクラスの目標

である。二酸化炭素の実験授業であれば、「二酸化炭

素の実験をしよう」ではなく、実験を通して学んでほ

しいことを明確にする。「二酸化炭素の実験を通して、

二酸化炭素の性質を３つ以上、仲間に説明できるよう

になろう」という表現にして、クラス全員にわかる表

現にすることが大切だと述べている。

そこで、予習の内容が明確にわかるような表現に留

意して事前学習のプリントをライブラリーにアップし

た（表２）。

表２ 「重症熱傷患者の看護」事前学習

2.2 事前学習セッションの実施

TBLとLTDを参考に事前学習「わからない用語調

べ」のグループ共有手順（事前学習セッション）を作

成し、授業の初めに学生に配布した（表３）。グルー

プは学籍番号順に並んでいる座席を崩さず、近い者で

４～５名のグループを作った。協同グループでは、話

し合いを始める前にお互いの体調を知って相互に配慮

することが大切である。そこで、１人30秒程度の「ア

イスブレイク」を設けた。次に各メンバーが役割を認

識して活動できるように進行係、タイムキーパ－など

を決めた。

ステップは１～４まであり、ステップ１は個人思考

で行う。調べてきた用語の中から、今日の授業を理解

するのに重要な用語に黒○を付け、自信をもって説明

できる用語に◎を、調べてはきたけれども納得しきれ

ていない用語に△をつける。

ステップ２は○や◎、△を付けた用語をメンバーと

共有する。△の用語はグループの課題となるため、す

べてのメンバーがその用語を用紙の余白に書き加える。

ステップ３はメンバー全員から出た△の用語を、説

明できる学生が説明する。１語あたり１分程度を目安

とする。グループの誰も説明できなかった△の用語は

赤△に変更される。これらの用語について、テキスト

に載っていないか索引を調べ、載っていない用語は記

入欄に列記する。

ステップ４は、授業後の個人思考を行う作業である。

学生は授業を通して△用語の意味が理解できることが

よくある。学生は、授業後に青のボールペンでより適

切な説明を考えて記入する。最後まで意味がわからな

かった用語には赤で×をつける。この用語については
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教員が次回の授業で取り上げる。学生が理解できるよ

うな事例や図、映像を用いて説明のヒントを提供する。

表３ 事前学習「わからない用語調べ」セッション

3 調査方法

第８回の授業最後にミニテストを行い、テスト終了

後に解答と解説を行って自己採点を行った。本時の感

想や意見を書く欄に「事前学習は授業理解に役に立っ

たか」と「どの事前学習が役に立ったか」という質問

を設けた。回答した学生は88名（94.6％）で、「役に

立ったか」の回答は「はい」「少し」「いいえ」から一

つ選択させたものを、単純集計した。後者の質問に対

する回答は自由回答である。役に立った事前学習に関

する記述の内容をよく読んで、「わからない用語調べ」

「スライド資料（ ）記入」「事例作成」「テキスト・

資料を一読」に分類し、設問に答えていない内容や質

問、意味不明な記述は「その他」に分類した。

最終講義の第15回には、「わからない用語調べ」に

焦点を絞った質問紙調査を行った。質問内容は「授業

の理解」や「説明できると自信や喜びにつながるか」

「他の授業でも取り入れたいか」などについて10項目

である。回答は「そう思う」「ややそう思う」「あまり

そう思わない」「そう思わない」の４件法であり、そ

れぞれ４点から１点を加算して各項目の平均点を出し

た。

4 結果

第８回の授業後に実施した質問「事前学習は授業理

解に役に立ったか」に対する回答は、「はい」が54名、

「少し」が33名、「いいえ」が1名であった。事前学習

は87名（98.9％）が授業理解に役立ったと回答してい

る（表４）。どのような事前学習が最も役に立ったか

についての自由記述を分類した。その結果、「わから

ない用語調べ」が最も多かった。「はい」と「少し」

を合わせて、役に立ったと回答した者87名の43.7％に

あたる38名が「わからない用語調べ」を取り上げてい

た。次に多かったのは、「スライドの（ ）記入」で、

合計21名（24.1％）であった。この学習方法は「少し」

役に立ったと回答した者の中では「テキスト、資料を

一読する」より少ない人数であった。「事例を作成す

る」は合計７名（8.0％）であった。

役に立った事前学習の種類と、授業最後に行ったミ

ニテスト（10点満点）の平均点では、「事例を作成す

る」が最も高く9.6点であった。「スライド資料（ ）

記入」は8.9点で、事例作成に次ぐ平均点だった。「わ

からない用語調べ」は8.6点で、「テキスト、資料を一

読する」は8.1点であった。

表４ 事前学習は役立ったか N=88

わからない用語調べに関する10の質問に関する回答

を表５にまとめた。最も平均得点が高かった項目は

「調べた内容が人によって違う」3.3であった。各自が

調べた用語をグループで共有すると、テキスト、イン

ターネットのホームページ、電子辞書など出典によっ

て、書かれていることが異なっている。学生はそれを

書き写してくるため、共有場面で説明が学生によって

異なる結果となる。次点は「講義が理解しやすい」

3.1、「説明できると自信につながる」3.1であった。

点数が低いのは、「他の授業の予習に取り入れたい」

2.5、「メンバーの説明がわかりやすい」2.7、「どこが

わからないか確認できた」2.8の順であった。
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      (SD)

25  (27.5) 54  (59.3) 9    (9.9) 3   (3.3) 3.1(0.7)

20  (22.0) 51  (56.0) 17  (18.7) 3   (3.3) 3.0(0.7)

33  (36.3) 39  (42.9) 17  (18.7) 2   (2.2) 3.1(0.8)

15  (16.5) 50  (54.9) 24  (26.4) 2   (2.2) 2.9(0.7)

23  (25.3) 47  (51.6) 20  (22.0) 1   (1.1) 3.0(0.7)

38  (41.8) 41  (45.1) 10  (11.0) 2   (2.2) 3.3(0.7)

13  (14.3) 52  (57.1) 24  (26.4) 2   (2.2) 2.8(0.7)

14  (15.4) 47  (51.6) 22  (24.2) 8   (8.8) 2.7(0.8)

6   (6.6) 41  (45.1) 38  (41.8) 6   (6.6) 2.5(0.7)

14  (15.4) 56  (61.5) 15  (16.5) 5   (5.5) 2.9(0.7)

表５ わからない用語調べアンケート N=91

アンケートの自由記述欄は38名（41.2％）が書いて

いた。良い点のみを書いてあったのは18名で、「他の

人に説明すると自信がつく」「講義の内容がわかりや

すくなった」「調べると印象に残り、他の授業で出て

きたとき'あの用語だ'と思い出した」「用語を調べるこ

とによって、授業のおおよその流れがつかめた」など

が述べられていた。一方、「目的を明確にしてほしい」

「講義で説明してくれるので課題をやらなくてもいい

かなと思う」「普段から自分はしているので簡単な課

題だ」など、このセッションの意義や意図が、教員と

学生との間で共有ができていなかったと思われる発言

があった。また、「時間をもう少し減らしてもよいの

ではないか」「用語を（ ）抜きにした方が意欲が湧

く」「グループによって差があるのでグループを変え

たりするのもよい」「説明できた用語はグループで説

明を書いて提出する方がよい」などと良くない点を指

摘するだけでなく、改善方法を提案する記述が６件あっ

た。

以上をまとめると、改善が必要な点は、①各自が調

べてきた説明がそれでよいのかと、学生が抱く不安へ

の対処、②わからない用語の数、③毎回調べてこない

学生への対処、④授業の導入としての適正な時間配分

などである。

5 考 察

5.1 わからない用語調べの有効性

「わからない用語調べ」を事前学習として課すこと

は、学生の回答にあったように、３種類の事前課題の

中で最も支持者が多かった。それは「講義を理解しや

すい」「授業中、積極的に聞く」ので授業への積極的

な姿勢にもつながる可能性が示唆された。

また、わからない用語調べの共有セッションについ

ては、①調べた内容のチェックや②不安への対応、③

やってこない学生への対処、④時間配分などについて

検討を行い、現在のバージョンよりさらに改良された

セッションにしていく必要がある。

安永（2006）は、「ことば調べが十分できているグ

ループはミーティングがうまく展開する傾向にある」

とこれまでの経験から述べている。用語調べの効果が

教員だけでなく、学生にも実感できるようなセッショ

ンの構築が必要である。

5.2 学生の多様性に応える事前課題

今回提案する事前課題共有セッションは、わからな

い用語調べを題材とした。学生によってはわからない

用語調べは普段からしているので、スライド資料の

「用語を（ ）抜きにした方が意欲が湧く」学生や、

「自分で事例の原因や症状を考えたことで、プリント

や教科書を元に考える事が出来た」という学生もいる。

事前学習は、多様な学生の学習方法に対応できるもの

が理想である。自分に合わない場合は、やらされ感が

強くなるからである。学生は高校まで親しんできた、

問題を解く学習方法には効果を実感し易い傾向がある。

筆者は2013年度の春学期にミニテストを用いて授業前

と後に実施した。その結果、授業前に資料やテキスト

を読んで解答してくる学生もいたが、多くの学生は授

業前の点数が低く、授業後の点数が高かった。事前学

習が授業前の点数には結びつかないことが示唆された。

特に授業前後の得点差が大きかったのは「くも膜下出

血の病態と看護」のミニテストであった。また、ミニ

テストのみの事前学習は、解答を重視して解説を軽視

する傾向がある。このような傾向に陥るのを防ぐため

に、協同グループで「解説書作り」のグループ＝イン

ベスティゲイションの技法11）を使うことも一案である。

グループ＝インベスティゲイションとは、テーマに

関心がある小グループによる、グループ課題を深く掘

り下げるための研究プロジェクトを立ち上げ、グルー

プで計画を立て、実施し、成果を報告するという協同

学習の一つの技法である。この技法の特徴は、学生が

興味と関心に応じてグループに配置されるのでテーマ

に専心しやすく、自ずと動機づけが高まる。また、特

定の分野の知識を自らの探究活動によって習得するの

で、達成感が高い。

例えば、本科目の受講生に、グループ＝インベスティ

ゲイションを採用した場合、学生は多くの問題の中か

ら、自分が関心ある問題の解説書を作るグループに入

り、研究プロジェクトを遂行する。その結果、この探

究活動を通して解説書を作成するために必要な専門的

知識を習得できることになる。

5.3 まとめと今後の課題

以上より、事前学習のわからない用語調べを授業の

初めにグループで共有する事前学習セッションを行っ

た結果、学生は授業理解に比較的肯定的な反応を示し

た。

一方で、今後検討すべき課題も明らかになった。上

記「結果」と「考察」で述べた①～④である。今後も、
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事前学習を共有する方向でセッションの方法を検討す

る必要がある。また、事前学習の課題も、用語調べに

加えて、（ ）抜きのスライドや、事例作成、ミニテ

ストなど、学生の多様性に対応した様々な方法を事前

学習に取り入れ、科目の修得目標の達成に効果的な課

題を考えていきたい。
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1 はじめに

本稿は、韓国で近年増加し、日本でも注目されるこ

との多い、英語教育施設「英語村」に関する調査結果

を報告するものである。またここで得た知見をもとに、

本学、特に国際関係学部などでの語学研修やフィール

ドワークなどでの利用可能性について検討することを

目的としている。

国際関係学部に所属する筆者らは、英語力はもちろ

んであるが、それと共にその他の言語の能力、そして

国際知識を持って、アジア圏に進出している企業への

「アジア関連就職」ができる人材育成に近年関心を持っ

ている。

中部圏では東アジアや東南アジアと関係を持つ企業

が多く、これまでの本学部の卒業生を見ても、「部品

メーカーのバンコク支社に勤務」「織機メーカーの中

国営業担当」「アジア系エアラインの中部空港担当職

員」など、アジアと関連する職場で活躍するものが多

い。もちろんすべての卒業生がそのような進路を取る

わけではないものの、一つのモデルとしては有効なの

ではないかと考える。そして筆者らは、その際にどの

ような英語の能力を持つべきであり、そのためにどの

ような内容の教育が必要なのかについて関心を持って

いる。

そのような中で、近年フィリピンやマレーシア、シ

ンガポールなど、アジア圏において英語研修を実施す

る大学が見られるようになってきている。また大学ば

かりではなく、アジア諸国において英語語学研修を行

う企業も増加している。この理由は、欧米に比べ、安

い費用でマンツーマンの授業が受けられる上、重要性

を増すアジアのビジネス風土に慣れる機会にもなるた

めであるという。例えばある大手銀行は、幹部クラス

で海外に赴任する社員を対象として、語学研修のため

マニラやセブ島の語学学校を活用している（日本経済

新聞、2014.6.25付）。

上述のような「アジア関連就職」をもし目指すので

あれば、このような研修を大学時代に経験することは

重要なのではないかと考えるに至った。上記の例は英

語を公用語とするアジア国家で英語を学ぶ例であるが、

韓国において、「英語村」が作られ、新たに外国人学

生との共同作業を通じた英語教育が行われていること

が報道されている。条件がそろえば英語を公用語とし

ない地域でも、同様の英語研修が可能であるのではな

いかと考えるようになった。

しかし、これまで韓国の英語村については、英語教

育法や韓国社会の英語熱に関する内容の記事は見られ

るが、日本人学生の韓国の英語村での研修が、どのよ

うな成果をあげうるかについての指摘はさほど多くな

い。

本稿では、このような視点を踏まえ、韓国の社会背

景にもふれながら京畿英語村パジュキャンプを事例と

して述べてゆきたい。なお、本稿の内容は、2014年３

月に実施した、韓国の京畿英語村パジュキャンプにお

ける現地視察に基づくものである。

2 韓国の英語教育熱と「英語村」

韓国においては、1997年に小学３年生からの英語必

修化が行われるなど、国策として英語教育が推進され

てきた。その背景には、韓国社会における「英語教育

熱」があるとされ、しばしばそれはやや過剰とも評さ

れる。

韓国の若い世代は、職を得るためには英語ができる

ことが最低条件と考えている。特に就業や昇進に関わ

るため、TOEICの点数をあげようと努力する傾向が

強い。実際のところ、韓国の一流企業に勤務する若い

社員のTOEICの点数は異常なほど高いとも聞く。

そのため、子女を英語圏の大学に留学させることは

もちろん、小学生以下の子供を英語が話される地域に

送り、英語を身に着けさせようとする親も多い。その

時に子供の世話をするために母親も海外に送ってしま

い、父親だけが韓国で生活する例もある。そのような

父親は渡り鳥のようにして１年に１～２回妻子に会い

に行くことから、「キロギ・アッパ（雁お父さん＝渡

り鳥お父さん）」と呼ばれる。

一方、かなりの投資をして、韓国では子供に英語を

身につけさせようとし、また企業もTOEICの高い点

数を要求するにもかかわらず、実際の業務ではさほど

の英語は使わないのではないかとの指摘もある（The

WallStreetJournal、2014.7.9付）。

このような韓国の教育政策や、英語を重要視する社

会背景と沿うようにして、2000年頃より「英語村」が
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韓国各地に作られはじめ、現在では全国に60あまり存

在する。英語村とは、一種の英語教育施設で、単に英

語を教えるだけでなく、その敷地や施設内ではすべて

英語だけで過ごすことにより、生活面も含めて英語漬

けにし、その能力を伸ばそうという目的を持っている。

日本でも近畿大学や鳥取環境大学などで近年同様の施

設が設置されている。

一面では、留学や海外渡航ができない家庭の子女に

も、格差なく疑似留学体験をさせる施設であるとも言

える。それによって韓国でやや問題視されつつあった、

小中学生を海外に送る「早期留学」を抑制しようとい

う目的もあったと考えられる（樋口、2010）。またそ

の対象は、本来大学生や社会人ではなく、高校生以下、

特に小中学生である。これは小学生で英語を教え始め

たことと関連すると思われる。

これら英語村は、当初は韓国人の生徒をネイティブ

スピーカーの教員が教えるという内容であったが、次

第に社会人や教員を受け入れるプログラムも整備しつ

つあるようである。さらには外国人の生徒を受け入れ、

英語で交流をさせるという内容を志向し始めているよ

うである。

今回視察のため訪問した京畿英語村パジュキャンプ

は、その中でも比較的規模が大きく、かつ唯一地方自

治体である京畿道（日本の県レベル）が運営している、

いわば公営の英語村である。この英語村でも日本、ロ

シア、タイなどの外国人学生を受け入れ、韓国人学生

と英語で作業をするプログラムを行っている。

3 京畿英語村パジュキャンプの特性

3.1 施設概要と研修期間

京畿英語村パジュキャンプは、ソウルの北方約20～

30㎞、バスなどで１時間弱程度の京畿道坡州（パジュ）

市内にある。施設は市内に新たに建設された坡州新都

市内の面積278,253㎡の広大な敷地に作られている。

パジュキャンプは、おそらく韓国最大の英語村であ

り、収容人員は約750名である。敷地内には、英国の

村を模した家々が建設され、テーマパークのような印

象である（写真１、２）。事実、英語での講演が行わ

れるコンサートホールなどもあり、英語の訓練とは関

係なく散策に訪れる一般客もいる１）。

コンサートホールのほか、このような「英国風」の

建築物の中に、教室棟、体験教育施設、学生宿舎、食

堂、管理事務所、スポーツ施設、訪問者のための商業

施設などが作られている。中には、英語での生活訓練

のための郵便局、医院、入国管理事務所（訪問者用チ

ケット売り場）なども設置されている。

この敷地の中は、基本的に英語でだけコミュニケー

ションができるということになっており、英語学習プ

ログラムだけでなく、日常生活も英語で行うことで、

英語圏の地域に留学したかのような効果をもたらそう

としている。

学生宿舎は、６名１室とされ、社会人や引率者用の

宿舎は２名１室となっている（写真３）。学生の場合

は、ルームメイトに他の国籍の学生が来るように部屋

割りがなされるようである。食堂はカフェテリア式で、

滞在中は三食ともこの食堂で食事をとることになる。

写真１ ソウル北方の坡州市に位置する英語村

「パジュキャンプ」

写真２ 英国の村を模した英語村内部

写真３ ２名１室の宿舎内部
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多くのプログラムはおおよそ５泊６日から１週間程

度で行われることが多い。パジュキャンプの研修を行っ

ている日本の留学業者のパンフレットなどを見てもそ

の程度である。

表１は、パジュキャンプにおける大学生向きの研修

のおおよそのスケジュール例である。これを見ると、

７泊８日で到着日と出発日を除いた５日間のうち、２

日目から５日目までグループワークを含む英語レッス

ンを受講することになる。基本的には午前、午後とも

授業が行われる。

また６日目は、ソウル見学に充てられる。この日程

表では自由時間になっているが、見学地を設定するこ

とも可能である。なお自由時間としているのは、「英

語で実際に話してみる」という実践のためであるとい

う説明もあった。また全日パジュキャンプ内の宿舎に

宿泊し、その間の食事はすべてキャンプ内の食堂で摂

ることになる。

業者のパンフレットに示された情報によれば、この

日程で、往復航空券、諸税、食費、宿泊費を合わせて

10万円弱の費用である。業者は、航空券を切り離した

プログラムにも対応しているので、より安価な航空券

を利用できれば、さらに価格を下げることも可能と思

われる。

業者によれば、このような日程を組む理由として、

パジュキャンプの方もそのようなサイクルで運営して

いるということ以外に、１週間以上は参加者がやや飽

きるのではないかということをあげていた。

なお、パジュキャンプ周辺は、前述のように新都市

であるため、アウトレットをはじめとした大型商業施

設やレストランなどがあり、利用可能ではあるものの、

タクシー以外の交通手段が少なく、移動にやや難があ

る。

3.2 英語教育プログラムとその特徴

韓国の英語村は、早期留学に対応するための施設で

あるので、本来は小学生～高校生のための施設である。

しかしパジュキャンプでは、そのような特徴は残しな

がらも近年次第に大学生や社会人に対象を広げている。

また本来は韓国人学生だけにネイティブ教員が指導を

する施設であったが、ここ数年で、外国人学生を積極

的に受け入れている。これらのことを背景として、パ

ジュキャンプの英語教育にはいくつかの特徴が形作ら

れている。

第一の特徴は、早期留学の代替施設であるために、

体験型の施設であることである。テーマパークのよう

な空間はそのためにあるといってよい。たとえば、郵

便局、警察署、銀行などの施設が作られており、日常

生活のための英語の体験授業が行われる（写真４）。

これ以外にも敷地内にある売店やレストランでも英語

を使わなければならない。

次に、いわゆる英語レッスンを行うのではなく、グ

ループワークなど、英語を用いて何かを行うプログラ

ムが主体であることである。写真５に示したのは、英

語で行われる料理教室である。キッチンが設けられた

教室で、グループで英語を用いコミュニケーションを

とりながら、料理を作る。また写真６は舞台つきの教

室で、やはりグループの中で、英語でコミュニケーショ

ンをしながら配役を決め、英語劇を行う授業である。

さらに、これらのグループワークは、英語を母国語

としない地域から来た外国人学生と、韓国人学生の共

同作業で行われるのが非常に大きな特徴である。なお、

この際も教員はネイティブスピーカーである。またパ

ジュキャンプでは、開設当時は韓国人学生だけを対象

にしていたので、外国人学生はいなかったが、ここ数

年で受け入れるようになりこのようなスタイルになっ

たものと思われる。

このような英語を母国語としない地域の学生同士が
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表１ パジュキャンプにおける研修旅行の日程（Ｈ社の例・６泊７日）



英語でコミュニケーションを取りながら何らかの共同

作業を繰り返し体験することは、非常に重要であると

考える。それは、日本人や韓国人など東アジア圏の居

住者が、英語でコミュニケーションをする可能性が高

いのは、中国、韓国、東南アジアなどの人々であるた

めである。筆者らが視察に訪れた際には、韓国人の生

徒以外に、日本、ロシア、タイからの高校生が来てい

た。

パジュキャンプでは、対象を高校生以下の生徒だけ

でなく、大学生、会社員、主婦（お母さん）などに次

第に広げつつあり、それに対応してさまざまなプログ

ラムが準備されている。たとえば大学生に向けには、

内容的には高校生とあまり変わらない内容でありなが

ら、韓国人学生とともに学習し、相互の交流を図るプ

ログラムや、教員免許を目指す学生向けの英語教授法

を学ぶためのプログラムが準備されている。それ以外

にも社会人の英語研修や、小学校の英語教員の訓練プ

ログラムなども存在する。

大学生がこの施設を利用することを考えるならば、

英語を実地で使ったことがない学生、英語に全く自信

のない学生、あるいはそもそも海外に出たことのない

学生には、基礎的な訓練の場や留学の入門編として効

果的かもしれない。パジュキャンプの教育内容はもと

もと、高校生以下が対象の初歩的な部分が多いためで

ある。視察時には日本の英語教室が小中学生を引率し

てサマーキャンプを行っていた。

一方で、本稿の目的でもある「アジア関連就職」と

の関連で言うならば、英語が母国語ではないアジアや

ロシア等の学生とのグループワークは、得難い経験で

ある。英語を話す相手がネイティブスピーカーであれ

ば、多少こちらの発音が悪くても理解してくれるが、

英語話者でない者同士の場合、さまざまな努力が必要

であるだろう。そのような経験は、たとえば前述の

「アジア関連就職」をし、さまざまな局面で英語を母

国語としないパートナーや交渉相手と英語でコミュニ

ケーションをとるとしたら、重要ではないだろうか。

3.3 韓国にある英語村という環境

ここまで述べたような特性を持つ韓国の英語村に、

日本から研修等に参加する場合、施設が韓国にあるこ

との意味はあるだろうか。

韓国語を解さない日本人学生が、このパジュキャン

プでのプログラムに参加するとした場合、英語を使う

以外ない状況になりやすい。敷地内の売店やレストラ

ンなどでは、おそらくは韓国語と英語は通じるであろ

うが、日本語は通じない。そのような意味で、韓国人

学生よりも、より日本人学生の方が、英語を話す努力

が必要となるだろう。

ところで、一歩敷地を出てしまうと、ソウルなどの

大都市ではないため、今度は英語も通じにくい状況に

なる。パジュキャンプのスタッフは、時間が許す限り、

周囲の商業施設やレストランに車を出してくれるよう

であるが、引率などにはやや問題になる点であるかも

しれない。

またパジュキャンプの事情として、現在は外国人学

生と韓国人学生のグループワークを中心に行っており、

時期にもよるが、日本人など外国人学生からの申し込
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写真４ 英語での生活訓練のための郵便局

写真５ 英語で行われる料理教室

写真６ 英語で行われる演劇クラス



みがあると、それに合わせて同程度の人数の韓国人学

生を受け入れているようであり、比較的容易にグルー

プワークを軸としたプログラムを組みやすい状況にあ

るようである。

一方、パジュキャンプや、日本からの英語研修を管

轄する研修旅行業者は、研修プログラム中にソウル市

内見学を入れることがある。そのように、英語研修で

はあるが、研修を行う韓国という地域自体に関心があ

る学生の場合には、また別の意味があるだろう。本学

部の場合、韓国語を学び、韓国に関心のある学生がい

るので、そのような学生には、英語を学ぶにせよ、韓

国人学生とコミュニケーションをとることや、韓国社

会の研修やあるいはフィールドワーク実習としての意

味もあるだろう。それこそ韓国における英語教育のフィー

ルドワークと考えれば、英語研修そのものが意味のあ

る題材であるかもしれない。

4 まとめ

本稿においては、韓国の「英語村」について、筆者

らが行った視察をもとに紹介しつつ、語学研修やフィー

ルドワークなどでの利用可能性について検討した。こ

こまで示した内容を整理しつつ、研修の可能性につい

て以下に示したい。

まず、英語の研修先として利用することを考えるな

らば、海外旅行をしたことがない学生、英語に苦労を

している学生であれば、パジュキャンプのような英語

村の研修は一つの入口として考えることができるもの

と思われる。それは、このような英語村が、本来高校

生以下の学生を対象としていたため、体験学習など初

級者が参加しやすいプログラムを持っているためであ

る。

さらに筆者らが関心を持っている「アジア関連就職」

を目指そうとする学生がいるとすると、やはりアジア

を中心とする、英語を母国語としない他国の学生と英

語でさまざまな共同作業を行うことは非常に意味があ

るものと思われる。これはおそらく英語村側も意識し

ているものと思われる。また本学部学生で韓国語や中

国語を中心として語学学習を進める学生がいるが、そ

のような者は英語を苦手とする傾向が強い。そのよう

な学生が就業を考える際にいわば第二外国語としての

英語を学びなおす契機になるかもしれない。

英語研修という目的をやや離れると、韓国やアジア

国家に対する一種のフィールドワークや、学生による

取材活動としてとらえることも可能であるだろう。韓

国人学生と一定期間同室で過ごしながら英語でコミュ

ニケーションをとり、相手に関心を持つこと自体に意

味があると思われる。

特に韓国社会や英語教育に関心のある学生に適切な

フィールドワークになるのではないだろうか。実際、

英語の教職課程をもつ日本のある女子大学では、「教

職フィールドワーク」先として韓国の英語村に関心を

持っている。

また、韓国は日本人にとって食文化等の面でストレ

スが少なく、滞在しやすい地域である。業者からは、

「ここで合わないようなら、そもそも留学はあきらめ

たほうがよいのでは」との紹介もあった。他のアジア

地域に比べ、韓国は、日本人が過ごしやすい地域であ

ることは明らかであり、「留学の入門編」としては最

適である。

反面、すでに米国やヨーロッパなどに長期留学をし

たことのある学生や、長い海外滞在経験のある学生に

は、あまり意味がないように思われる。韓国英語村で

の研修は、学生の属性によってその価値が大きく変化

する。また研修費用に関しても、本学部学生に聞くと、

７日間では「近いわりに高い」というイメージを持つ

ようである。経済的な面で参加したくないと考える学

生もいるであろう。

さらには、もし教員が引率をしようとした場合、英

語村を出るとあまり英語が通じない可能性があり、や

や困難を感じることがあるかもしれない。韓国の英語

村で研修を実施する際には、教育内容だけでなく、こ

のような外部条件も詳細に検討する必要があるだろう。
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１）近年日本でも長崎県のテーマパークであるハウス

テンボスの一部を「イングリッシュスクエア」と

して、英語のみが通用する区域とし、それらを利

用しつつ英語教育を行うというプログラムができ

ているが、今回訪問した英語村パジュキャンプに

非常に近い発想である。
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1 はじめに

筆者は、2013年３月25日から2014年３月24日までの

一年間、本学の海外研究員として、バージニア大学

（UniversityofVirginia）で研究する貴重な機会を

得た。本稿では、現地での研究や生活の様子について、

簡単に報告させていただきたい。

2 17年に一度の年

北米には生物学的に見て大変興味深い周期ゼミが生

息している。周期ゼミとはある周期で大量発生する、

北米のみに見られるセミである。筆者が渡米した2013

年は、17年に一度大量発生する17年ゼミの当たり年、

振り返って見れば、17年に一度しか見ることのできな

いセミの大量発生の年に渡米できたことは、実り多い

研究生活を暗示していたように感じられる。

写真１ 17年ゼミ

3 全米で一番住みやすい街

2007年に起きたバージニア工科大学銃乱射事件の記

憶が新しく、またこれまでの渡米経験から、危機管理

の重要性を肝に銘じながらの生活を想像していたが、

その点は全くの杞憂であった。

バージニア大学は、バージニア州の中央部に位置す

るシャーロッツビル市（Charlottesville）にある。市

の名前は、イギリス王ジョージ三世の王妃シャーロッ

トに由来する。この人口４万人ほどの大学町は、円満

な家庭生活を送った王妃にちなむ名が示唆するように、

とても落ち着いた生活しやすい場所であった。

アパートに入居した時、入り口を見て驚いた。ドア

には簡単にピッキングできそうな鍵が一つついている

だけだったのである。日本の自宅でさえ、ずっと立派

な鍵が二つ付いている。大家にかけあったが、これで

大丈夫だと言い張る。シャーロッツビル在住の知人も

同意見だったので、鍵の追加購入などせず様子を見る

ことにした。結果的には、大家や知人の言うように、

心配は無用であった。

その後、分かったことだが、シャーロッツビル市は、

住みやすい場所ランキングでは常に上位に登場してい

る優良な市で、2004年版のCitiesRankedandRated

では、なんと全米で最も住みやすい市として選ばれて

さえいた。実際、滞在中、犯罪のニュースをほとんど

耳にすることはなく、また、治安という点で不安を感

じることもなかった。

4 世界遺産バージニア大学

バージニア大学の創設者は、合衆国建国の父で独立

宣言の起草者でもある、第三第大統領トーマス・ジェ

ファーソンである。ジェファーソンの設計によるロタ

ンダと呼ばれる円形の建物はバージニア大学の象徴で

あり、アメリカの大学で類似の建築物が作られる先駆

けとなった（ちなみに、本学にはオハイオ大学から寄

贈されたロタンダがある）。

写真２ バージニア大学の象徴、ロタンダ

また、バージニア大学は、近くにあるジェファーソ

ンの邸宅モンティチェロと共に世界遺産に登録されて

いる。宣伝に余念のないアメリカの大学のホームペー

ジには自校のランキングが掲載されていることが少な
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くない。筆者が訪れた時の公式ページでは、バージニ

ア大学は、公立大学としては全米２位、大学全体では

24位にランクされている、と謳われていた。

写真３ ジェファーソンの邸宅

4.1 異色の知覚研究所

筆者が客員教授としてお世話になったのは、医学部

精神医学・神経行動科学科の知覚研究所（Division

ofPerceptualStudies、通称DOPS）である。1882

年にイギリスのケンブリッジ大学の学者達を中心に創

設された精神現象研究協会（SocietyforPsychical

Research）や、その二年後にアメリカ心理学の父ウィ

リアム・ジェームズらによって創設されたアメリカ

精神現象研究会（AmericanSocietyforPsychical

Research）の流れを汲むこの研究所では、人間の意

識の謎を解明すべく、いわゆる超常現象に関して経験

科学的な立場から研究が行われている。

初代の所長、故イアン・スティーブンソン博士は、

いわゆる前世を記憶する子ども達に関する研究を一つ

の学術分野として確立した精神医学者である。博士や

その共同研究者が世界各地から収集した事例ファイル

は2,600を超えるが、それらを直接手に取り、「几帳面

で、綿密で、強迫的なほど慎重な研究者」と評された

博士の研究の軌跡を目にすることができたのは、何に

も代え難い貴重な経験であった。

2007年に他界したスティーブンソン博士の後を継い

で所長に就任したブルース・グレイソン博士は、臨死

体験研究の権威的存在であり、博士が考案した臨死体

験の内容を測る尺度は、臨死体験研究の現場で標準的

なものとして広く用いられている。

写真４ 研究所のある建物

写真５ 世界中から収集された過去生記憶を持つ子供

のファイルが収められたキャビネット（一部）

この他、スティーブンソン博士の衣鉢を継ぎ、過去

生記憶を持つ子供の研究に携わっているジム・タッカー

博士や霊媒研究に携わっているエミリー・ケリー博士、

まさに博覧強記の学者で研究のコーディネーター的存

在のエドワード・ケリー博士、様々な意識状態の脳波

計測を行っているロス・ダンシース博士など気鋭のメ

ンバーが意識の問題に対して精力的に研究を進めてい

る。また、筆者のように学外から研究所を訪れる研究

者も多く、常に知的刺激に溢れた素晴らしい環境であっ

た。

研究所では専用の机とPCを貸してもらい、コピー

機の使用もまったく自由であった。重要な文献のほと

んどは大学の図書館を通せばオンラインで入手するこ

とができたし、図書館で入手できない文献については、

研究所のスタッフが迅速に対応し電子版を入手してく

れた。煩雑な手続きなく即座に文献の電子版を準備し

てくれる便利なシステムは本当に重宝した。
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写真６ 研究所内の筆者の机

筆者の受け入れを担当してくれたジム・タッカー博

士とは週に一度面談し、数多くの助言をいただいた。

また、博士が執筆中の著書の原稿を読ませていただい

ただけでなく、内容に関する議論に快く応じてくださっ

た。

写真７ ジム・タッカー博士と週一度の面談

写真８ 瞑想状態の脳波計測実験に参加

多忙を極める所長のグレイソン博士とは、毎週とい

う訳にはいかなかったが、必要な時にアポイントメン

トを取り、研究に関して貴重な助言をいただいた。ま

た、瞑想時の意識状態の脳波を計測するロス・ダンシー

ス博士の実験に参加し、自分の脳波の変化を視覚的に

確認するという大変興味深い体験をすることができた。

4.2 DOPSミーティング

研究所では毎週火曜日の12時から、研究所外の研究

者も交えて研究会が開かれる。発表者が提供した話題

に対して行われる徹底した討論は新たな知を生み出す

大変刺激的な場であった。筆者もこの研究会で計６回

（一度は共同研究）発表を行い、参加者から数多くの

貴重な助言や激励の言葉をいただくことができた。

写真９ DOPSミーティング後の食事会

また研究会を通して知り合った研究者の何人かとは

研究所外でも交流を持つことができた。中でも、コロ

ンビア大学で教鞭を取っていたマイケロ・グロッソ博

士の自宅で、意識の問題にまつわる哲学談義をしなが

ら年を越したのは忘れがたい思い出である。

写真10 グロッソ博士宅で迎えた新年
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4.3 学部単位の講演会

月に一回程度、学部単位の講演会も開催されていた。

この講演会では、他の分野との接点を探り、医学者と

しての知見を広めることに焦点が当てられているよう

で、「音楽の医学的効用」や「医学者による文学」な

ど学際的なテーマの講演会が多かった。参加したのは

数度であったが、いずれも興味深い内容であった。

4.4 NHKスペシャル『超常現象』

筆者の滞在中にNHKが取材に研究所を訪れた。超

常現象に迫る科学者達を特集した番組の企画で、取材

対象は「過去生」の記憶を持つ子ども達の研究に携わ

るタッカー博士。筆者も微力ながら、取材に協力させ

ていただいた。番組は『超常現象』のタイトルで2014

年の１月にBSの『BSプレミアム』として、３月に

『NHKスペシャル』として放送された。NHKらしい

抑制の効いた内容で、超能力や意識の死後存続、生ま

れ変わり現象について地道な研究に取り組む科学者の

存在が広く認知されるいい機会になったと思う。同放

送は、ディレクターらの手によって書籍化され『NHK

スペシャル 超常現象 科学者たちの挑戦』として出

版された。

4.5 瞑想科学センター

バージニア大学には2012年に瞑想について学際的

に研究を行う瞑想科学センター （Contemplative

SciencesCenter）が創設され、それ以来、ヨガや瞑

想など、人間意識の東洋的なアプローチに関する講演・

講習会が定期的に行われている。そのいくつかに参加

したが、中でもロタンダの前のローンと呼ばれる広大

な芝生に集った500人ほどの参加者が、ディパック・

チョプラの導きによって行った瞑想会は大変有意義な

体験であった。

写真11 ローンでの瞑想会

写真12 瞑想を指導するチョプラ博士

5 学会への参加

学外で開催された学会に関しては、懐事情により、

参加することが出来たのは二つだけであったが、いず

れにおいても得る所は非常に大きかった。一つは、デ

トロイトで開催された科学的探究協会（Societyfor

ScientificExploration）主催の大会で、ここでは池

川明医師との共同研究に関する発表を行った。

写真13 デトロイトでの学会発表

もう一つは国際臨死体験学会 （International

AssociationforNear-DeathStudies）主催の大会

で、ワシントンDCの近くのアーリントンでの開催で

あった。会場においてエベン・アレクサンダー（脳外

科医の臨死体験者）を初めとする、著名な方々と直接

交流することが出来たのは大変な幸運であった。

1970年半ばから40年近く精力的に研究がなされてき

た臨死体験研究であるが、日本での研究は数えるほど

しかない。この大会に参加し、臨死体験が人間研究に

とってきわめて重要な分野であることを再確認した次

第である。
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6 研究者倫理

バージニア大学に席を置き、研究を行うためには、

大学が提供する研究者倫理に関するオンライン講座を

受講し合格する必要があった。少し手間ではあったが、

おかげで、どのような経緯で、またどのような思想で

研究者倫理が重要視されるに至ったのかについて詳し

く学ぶことができ、振り返ってみれば大変有意義な体

験であった。合格後、筆者自身の研究を２件、共同研

究を２件、大学の倫理審査会（InstitutionalReview

Board）に申請し、無事研究実施の許可をもらうこと

ができた。

7 生活点描

バージニア滞在中は、研究以外でも貴重な体験をす

ることができた。そのいくつかを紹介したい。

7.1 リサイクルと節電

入居したアパートはリサイクルとは無縁の世界であっ

た。ゴミの分別は不要。燃えるものも、そうでないも

のも、ビンも缶も全て同じ場所に、しかも曜日の制限

なく、いつでも捨てることができた。家具のような粗

大ゴミでさえ一般のゴミと同じように捨てることがで

きた。

また研究所は節電とは無縁の世界であった。夏は肌

寒いほど、冬は汗ばむほど空調が効いていた。しかも、

ワーカホリックな筆者以外誰も建物に立ち入らない土

曜日と日曜日でさえ、同じように冷暖房がなされてい

た。

写真14 何でもOKのゴミ捨て場

リサイクルと節電に気を使う必要がない、というの

は想像以上に心に平安と自由を与えてくれた。リサイ

クルと節電に縛られる毎日に戻った今、そのことを痛

切に感じている。両者が本当に必要なものであるなら

やむを得ないが、もし本学の武田邦彦教授が訴えるよ

うに、必ずしもそうとは言い切れないものなら、リサ

イクルと節電に費やすエネルギーを他に向けた方がずっ

と伸び伸びと生活でき、世の中が明るくなるようなる

のではないかと感じている。

7.2 運動設備

大学には大変充実した運動設備があり、300ドルほ

どの年会費を払う事で、ジムやプール、テニスコート

など９カ所にある施設を自由に使うことができた。筆

者も会員になり、週に一度、ジムでサンドバッグを叩

き、日頃の運動不足の解消を図った。「ジム仲間」に

は女性もいて、彼女たちのサンドバッグを揺らす力強

いパンチには驚かされた。

写真15 ジムでの練習

7.3 ストリート・ミュージシャン

市の中心街では、週末になると、ミュージシャンや

大道芸人がパフォーマンスを披露している。筆者も一

度だけ、ダウンタウンでギターの引き語りを行った。

写真16 ダウンタウンでの演奏

限りある英語の持ち歌では間に合わず、日本語の歌

も交えてのパフォーマンスであったが、１時間ほどの

演奏で２ドルほどの「臨時収入」を得ることができた。

大学からは、研究以外で収入を得てはいけないと言わ
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れていたが、この程度であれば不法就労にはあたらな

いだろう。

7.4 キリスト教会

アメリカの精神文化理解のためには、キリスト教理

解が欠かせない。勉強と心の平安のために、いくつか

のキリスト教会に通い、ルーテル派教会では聖書を掘

り下げて読むバイブル・クラスに、メソジスト派教会

では、信仰の深め方に関する「使途の道」（Disciple's

Path）というクラスに参加させてもらった。

写真17「使途の道」クラスの参加者と

また、後者の教会では、牧師さんの依頼で「科学と

スピリチュアリティ」という題名で話をする機会をい

ただいた。霊性に関する一般のキリスト教信者の方々

との討論は、科学の位置づけを考える上で大いに参考

になった。

写真18 キリスト教会での講演

7.5 日本語図書館

アメリカ生活全般に関して一方ならぬお世話になっ

た方が二人いる。バージニア大学生物学部教授の川崎

雅司先生と奥様の康子さんである。お二人のご自宅で

週に一度開かれる通称「日本語図書館」は、筆者にとっ

て大きな憩いの場であった。在米の日本人の子供たち

が日本語を忘れないようにとの配慮から、自宅の一室

を図書館として開放し、子ども達に対する本の読み聞

かせを行う場で、筆者もボランティアとして参加させ

ていただいた。幼児・児童とのふれ合いは心安らぐ貴

重な時間であったが、同時に二言語併用環境下での子

ども達の言語習得の様子を垣間みることができ、研究

という観点からも学ぶところがたくさんあった。

写真19 日本語図書館にて

8 おわりに

研究三昧の生活を送ることのできたバージニア滞在

中の日々は、エルサレムを訪れたキリスト教徒のよう

な、あるいはメッカを訪れたイスラム教徒のような、

あるいはブッダガヤを訪れた仏教徒のような、幸福感

に満たされた時間であった。滞在中に養った英気を振

り絞り、滞在中の貴重な体験を今後の教育研究に最大

限還元したいと思う。

最後になりましたが、今回、在外研究という貴重な

機会を与えてくださった中部大学関係者の皆様、また、

バージニアでお世話になった皆様に心よりお礼申し上

げます。

（教 授 全学共通教育部 全学英語教育科）
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中部大学大学教育研究センタージャーナル規程

第１条 中部大学大学教育研究センター（以下「センター」という）は、本学におけるＦＤ活

動の一環として、高等教育（大学教育）全般に関する研究成果、及び本学での教育に関す

る分析研究、実践報告等を学内外に発表するため、『中部大学教育研究』（英語名：『Journal

ofChubuUniversityEducation』、以下「ジャーナル」という）を発行する。

第２条 ジャーナルの編集・発行に関する業務を行うために、センター運営委員会の下にジャー

ナル編集委員会（以下「委員会」という）を置く。

２ 前項の委員会は、センター運営委員会と兼ねることができる。

第３条 ジャーナルは、原則として年１回、毎年12月に発行する。

第４条 ジャーナルは、Ａ４判左横とじ横書きとする。

第５条 ジャーナルに投稿できる研究成果等（以下、「論文等」という）の範囲は、次のとおり

とする。

� 本学に属する教員が執筆したもので、委員会が適当と認めた研究、報告等

� 本学大学院生が執筆したもので、本学教員が委員会に推薦し、委員会が適当と認めた

研究、報告等

� 委員会が学内外の研究者に対し、特別寄稿として執筆を依頼した研究、報告等

� ヒトを対象とする研究については、「中部大学における人を対象とする研究に関する倫

理指針」を遵守し倫理的な問題に十分配慮して行ったもので、必要に応じて、中部大学

倫理審査委員会の承諾を得たものであることを要件とし、このことを明確に論文中に記

載しなければならない。

第６条 投稿する原稿は、未発表の論文等であることを原則とする。ただし、学会その他で既

に発表または報告したものを投稿する場合は、必ずその旨を明らかにする。

第７条 委員会は、投稿された論文等の提出を受付け、ジャーナルへの掲載について採否等を

決定する。

第８条 ジャーナルに投稿の論文等は、別に定める『中部大学教育研究』編集・投稿要項に準

拠して作成されなければならない。

第９条 ジャーナルに掲載された論文等の著作権は、中部大学に帰属する。ただし、著作者が

当該論文等を利用する場合には、本学の許諾を必要としない。なお、著作物は『中部大学

教育研究』および同センターホームページおよび、中部大学学術情報リポジトリにおいて

公開する。

第10条 その他ジャーナルに関し必要な事項は、委員会が別に定めるものとする。

2014年３月24日

大学教育研究センター運営委員会承認
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『中部大学教育研究』編集・投稿要項

Ⅰ．編集要項

１．『中部大学教育研究』（以下「ジャーナルという」）は、「研究論稿」「研究ノート」「教育

資料・実践報告」「教育スケッチ」等を掲載し、毎号出稿された原稿により委員会がその構

成を決定する。「研究論稿」とは、特定の課題について包括的・系統的に総括したもの、

「研究ノート」とは、断片的であるが独創的な内容や新知見を含んだ研究成果をまとめたも

の、「教育資料・実践報告」とは、特定の課題について調査、分析等の手法を用いてまとめ

たもの、「教育スケッチ」とは、特定の課題について専門外の人にも理解できるように執筆

したエッセイや書籍紹介などをいう。

２．投稿数の多い場合は、編集委員会が調整し、次号送りとすることがある。

３．抜刷は、「研究論稿」「研究ノート」「教育資料・実践報告」については、１編につき50部

とする。50部を超えて必要な場合は有料とし、執筆者が負担する。ただし、学外者につい

てはこの限りではない。

４．編集委員会は、表題の配置、数式の配列、活字のポイントなど、体裁について可能な限

りジャーナル全体の統一を図る。

Ⅱ．投稿要項

１．投稿方法

� 投稿を予定している場合は、事前（遅くとも投稿期限の１ヶ月前まで）に、投稿計画

書（様式１）を提出する。

� 原稿は、原則として新仮名づかいを用い、データ（記録媒体にテキストファイル、ま

たはワードファイルで保存したもの）とプリントアウトした原稿の両方を提出する。

２．原稿の記載事項

表紙には表題、執筆者名を記入する。共著の場合は、筆頭著者・第二著者の順に記載し、

「・」でつなぐ。文末に、単著の場合は執筆者の職名・所属（本務）を記入する。共著の場

合は職名・所属（本務）・氏名を記入する。

３．規定書式

� ページ：Ａ４縦、横書、全角24文字／行×２段組、48行／頁、全角2,304文字／頁

ただし、英文の場合は１段組とする。

� フォント：主 題 13ポイント（ＭＳゴシック）太字、中央揃え

（下１行空け、副題のある場合は副題の下１行空け）

副 題 12ポイント（ＭＳゴシック）太字、中央揃え

著者名 11ポイント（ＭＳ明朝）（下１行空け）

章・節 10.5ポイント（ＭＳゴシック）太字

（章・節が変わる場合は、その上１行空け）

本 文 9ポイント（ＭＳ明朝）

� 余 白：天 25.0㎜、地 20.0㎜、左 20.0㎜、右 20.0㎜ ２段組の段間 10.0㎜

� 句 読 点：「、」「。」とする。

� 英 数 字：原則として半角とする。

４．原稿の分量（目安）

� 研究論考・研究ノート：字数制限なし

� 教育資料・実践報告：規定書式で原則６頁程度（約13,000字）とする。ただし、図表
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にかかる頁数は、この限りではない。

� 教育スケッチ・BookReview等：規定書式で６頁以内

５．原稿の表題

� 表題は簡潔なものにすべきであるが、長文になるときは各ページの上欄外に１行以内

の省略題名（runninghead）を指定する。

� 表題に副題がつく場合は、両端に－（ダッシュ）を付す。

６．本 文

� 目的、方法、結果、論証などを明晰さを失わない範囲で、できるだけ簡潔に書く。特

に著者のオリジナルな寄与がどの点にあるかを明らかにする。

� 注は、謝辞、内容の補足説明のみに充て、人名、地名等は原則として原語を用いる。

� 文中の文字指定は、原則としてすべて朱書きとする。ギリシャ文字は、明瞭に書き、

特にローマ字とまぎれやすいものは、ギ（朱書き）と指定する。

� 量を表わす記号は原則としてイタリックとし、単位および元素記号はすべて立体

（romanletters）とする。数式はイタリックで組まれるから、立体とすべき文字や記号、

例えばsin、gradなどには（朱書き）をつけて指定する。

� 数式を行中に挿入するときは、極力a/b、exp（iwp）のような記法を用いる。上つき

（下つき）の添字にさらに上つき（下つき）の添字をつけることはなるべく避ける。

� 節、小節などの番号のつけ方は、原則として各専門分野の学会誌などで慣用されてい

る形式に従う。

７．表、図、写真

� 表、図、写真等は、最小限度に留め、本文との重複や図表相互の無意味な重複は、極

力さける。表の原稿は別紙に余裕をとって明瞭に作成する。図の原稿はまわりに充分余

白を残し、縮尺を考慮して文字を大きめにし、それぞれを一枚の用紙に作成する。図注

は活字で組まれるので、別紙に一括することもある。写真の場合は鮮明なものを提出す

る。

� 図、表の番号は、図１、表１（Fig.1，Table1）のように記し、挿入指定箇所は原稿

内で指示する。また、図の下、表の上に、タイトル・連番号をゴシック体で記載する。

文中で図表の番号を引用する場合にはゴシック体とする。

� カラー図表の使用は、必要最小限に留める。

８．注、引用文献

� 注は、原則として原稿の末尾に一括する。表記は、１）、２）･･･、�、�･･･などで示す。

� 引用文献は、�と同様とする。引用文献（references）の書き方は、著者名、書名

（または誌名）、巻、ページ、発行年（単行本の場合は発行所、必要があれば発行地も含

める）など、各専門分野の学会誌で慣用されている形式に従う。雑誌名の省略形につい

ても学会誌などで慣用のものを使う。なお、Webを利用して文献等を引用した場合は、

その取得した期日も明記する。

９．投稿原稿の取扱いおよび校正

� ジャーナルに関する業務は、編集委員会が行う。

� 投稿者は、完全原稿を提出する。校正は、印刷上の誤り以外の字句の修正、あるいは

原稿にない字句の挿入は原則として認めない。

� 編集委員会の指摘を受けた原稿の校正は、あくまでも執筆者の責任とし、原則として

２校まで行う。３校（最終校）は、編集委員会が行う。

� 投稿者は、原稿を手許に保存する。
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（様式１）投稿計画書

2014年３月24日

大学教育研究センター運営委員会承認
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